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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜。

「陛下。〝遺い跡せき〟に関する調査報告書です」

「そうか」

　グランマーセナル帝てい国こく皇帝ネオシスは、宰さい相しようキラ・アースヴィンスから受け取った書面へ目を通していく。

「それと」

「なんだ？」

「未み確かく認にんですが、共和国の方では新たな兵器の増産体制に入ったようです」

「……こちらの予想より早いか」

　ネオシスの懸け念ねんの声を受けながら、キラがクリップボードの書類をめくった。

「主力消しよう滅めつによる厭えん戦せん感情を、副大統領……イエスマン前大統領が持ち前のカリスマ性で戦意高こう揚ように転化。加えて実権を握にぎっているシャックス・ブレグナム大統領は官かん僚りよう操作のエキスパートと来ています」

　そうして共和国内はもちろんのこと、対外的にもノーテスカ、アルテノルト、シベリアとの融ゆう和わ政策が功を奏し始めていた。北中原はゼムンを中心に言わずもがな、ヴェロニカ商工同盟も、足並みを揃そろえる旧連合側へとなびきつつある。

「必要なこととは言え、少しゆっくりしすぎたな」

　ライン会戦より一年半。共和国側は新型魔ま法ほうにより消失した分を。帝国は、新たに獲かく得とくした領土を治めるために。

　共和国が内乱によって独立した周辺国との安定を取り戻もどすようなタイミングで、中原領の安定化に成功したのは僥ぎよう倖こうに近いだろう。

　そして帝国が広大な国土から、新たに有能な騎き士し団を選せん抜ばつするのと同様に。共和国で一度稼か働どうし始めた工場は、有能な兵器を吐はき出し続けることとなる。

「エーデルワイスよ。お前は以前に、マヒロ王子らと共に共和国を訪おとずれたことがあったのだったな」

「はい」

　傍かたわらで静かに返事をするメイドへ、ネオシスは訊たずねた。

「戦車についてはどう見た」

「さあ」

　エーデルワイスの素っ気ない言葉に、ネオシスは眉まゆをひそめた。

「見る機会はなかったのか」

「見ましたが、あれらは使い道を選ぶものでございます。戦略と戦術次し第だいかと」

「うむ……」

　履り帯たいとは言え、名前の通りクルマはクルマ。あまりの悪路では騎兵、歩兵のような行軍は出来ない。しかし型にはまったときの突とつ破ぱ力は、それこそ重騎士どころの比ではない。

　平野部、それこそ中原の辺りが主戦場となれば、猛もう威いを振ふるうことになるだろう。

　ネオシスは、いずれはまた下さねばならぬだろう進しん撃げきの決断に大きな溜ため息いきをつき、先さき程ほどキラから受け取った書類を音を立てて机に置いた。

「遺跡に関する調査は、これで全すべてか？」

　キラは宰相然とした表情で述べた。

「ええ。内部に立ち入れぬ以上は、もう調査のしようがないと」

　充じゆう分ぶんな人員を割さいた上で、丸二年以上を費ついやした。そして内部に立ち入れるのは……中原より来て、未いまだその統治のために奔ほん走そうしているあの王子のみだ。

　エーデルワイスが遠目ながら、その書類を見み詰つめていた。

「議会の方では、やはり重要視されているのでございますか」

　ネオシスは頷うなずく。

「ただの伝説にしては、紋もん章しよう符ふは実在した。それも四枚もだ。実効性云うん々ぬんを差し置くにしても、初代聖せい魔ま王おうの遺産というものが本当に存在するのなら……一目見てみたいというのが本心なのだろう。私も含ふくめてな」

　キラが肯こう定ていする。

「無論、陛下の目指すべきを後押しする象しよう徴ちようとしても、有効となるでしょう。昨今は中原領の安定も確実なものとなり、マヒロ王子もいささか退たい屈くつされているようです」

　宰相の、持って回ったいつもの口振り。

　結局。過去の事例から辿たどれば件くだんの遺跡、これより先はミスマルカ王朝の直系に頼たよらざるを得ないのが実情。

「あの少年をこの上まだ利用するというのは、正直気が進まないのだがな……」

　しかし、それでも一方では、膠こう着ちやくしたこの局面を打開する一手となり得るかも知れず。ともすればこれ以上の無用の犠ぎ牲せいを出さず、より確実にこの大陸を統一するための奇き跡せきをもたらしてくれるかも知れず。

　そしてその神器が実際に何をもたらすかは……実際に手にしてみなければ、わかりようもない。

「わかった。お前たちはもう下がって良い」

「はっ、陛下」

「失礼いたします」

　キラは右みぎ腕うでを前に、エーデルワイスは両手を合わせてそれぞれ小さく会え釈しやくを残し、皇帝の執しつ務む室を出た。

　ドアの両側、一度踵かかとを鳴らす重騎士の間を抜ぬけ、何を言うでもなく廊ろう下かを歩く。

　歩き。

　少しして、エーデルワイスが足を止めた。

「陛下は動かれるでしょうか」

「動くさ。器うつわの大きな人間ほど、根はシンプルなものだ。いや、陛下は魔ま人じんだったか」

　立ち止まったキラが、些さ細さいな言い間ま違ちがいに自じ嘲ちようする。

「それがどうした？」

「……ようやく、聖魔杯はいが蘇よみがえるのかと」

　エーデルワイスの表情は真しん摯しだった。声には、珍めずらしく感かん慨がいのようなものさえ入り交じっていた。

「ああ、そっちの意味か」

「どのような意味だと」

「北への侵しん攻こう」

　言って。クセのように煙草たばこを咥くわえようとするキラの指から、侍じ従じゆう長はそれを取り去った。

「この場は禁きん煙えんです」

「プライベートな話をするときくらい、仕事の真ま似ねは止やめたらどうだ？」

　キラは笑い、エーデルワイスの指から取り返した煙草を元の箱に収める。

「戦いくさになど興味はありません。わたくしは……」

　そう言いかけたエーデルワイスの頭に、キラが手を置く。撫なでるではなく、なだめるように。

「聞き飽あきた」

「……」

　エーデルワイスはそれを払はらい除のけるでもなく、両手は前に合わせたまま、じっとしていた。

「大人しくしていろ。いま動く必要は何もない」

「……わかっています」

「ならいい」

　それきり、話をやめてキラは歩き始める。

　エーデルワイスは乱れたヘッドドレスと前まえ髪がみを直してから、キラとは違う方向へ歩き始めた。

　その場を見た者、その会話を聞いた者は、誰だれもいなかった。




　　　　◆




　ゼピルム共和国。大統領官かん邸てい。

「さて、これで乗ってくるかな」

　ソファに掛かけたアンディ・Ｊ・イエスマンは、手にしていた書類をテーブルの上に投げ出した。今の部屋の主であるシャックス・ブレグナムは、執務机で同じ書類に目を通したまま静かに言う。

「まだ無理だと思うが」

「実際にはまだ作らないとしても、だ……仮にそのことを見破られたとしても、いつでもそれを実行できる態勢にはなった」

　シャックスは頷いた。

「そうだ。そしてそれが今回の再編の目標であり、前も言ったが帝国へのブラフはついでだ」

「あれだけ破竹の勢いをほしいままにした南部の獅し子しが、まだ足あし踏ぶみするか……」

「するんですー」

　国防長官である金きん髪ぱつの少女が、食べていたキツネうどんのどんぶりを置いて言った。

「もちろん、足踏みしたままこっちへ来ないのが一番いいんですけどね」

　アンディが問う。

「それは意図的に？　それともやはり、軍備の再編や新しい領土の統治が理由で？」

「前者ですね。だから、こっちがアルテノルトかシベリアに揚よう陸りく艇ていを揃えるくらいまでしないと、まだまだ、向こうからは動いてくれないと思います。はふはふ」

　たっぷりと汁しるの滴したたる大きなお揚あげを一口。

　ネオシスは過去に存在したいかなる覇は王おうとも違う。ただ国を大きくしたいわけではなく、いつか来るという魔王軍に備えて人類をまとめ上げたいという目的の上で動いている。だから少しでも、たとえそれが敵側であっても、無む駄だな犠牲の要素があれば慎しん重ちように慎重を要してくる。

　延々膠着する長期の消しよう耗もう戦よりも、初手で一いつ切さいの戦意を喪そう失しつさせる新型魔法の使用を選んだ。それもまた、皇帝の思想を示す顕けん著ちよな例と言えるだろう。

「ライン会戦で見事に出鼻を挫くじかれましたからね。この国だけでは、どうやっても劣れつ勢せいの感は否いなめないんですー」

　シャックスは言った。

「再戦となれば、その新型魔法が再び使用される可能性もある……せめてこちらも、同じだけの牽けん制せい力がある兵器を持つことが出来れば楽なんだが」

　核かくにしろ、化学、生物、魔導兵器にしろ、そこまでの破は滅めつ的兵器を作れる技術力が共和国にはまだなかった。

　アンディがニヒルに笑う。

「核戦争……冷戦構造か。確かに帝国の侵攻も止まるだろうが、私はあまり感心できないね。軍事費の圧あつ迫ぱくで戦車師団の維い持じさえ難しいというのに、遥はるかに精密な、しかも使えもしないミサイルを保持するなんてどうかしているよ」

　戦車は便利な兵器だ。だがその運用には、人馬にかかる以上のコストが必要となる。帝てい国こくの騎き士しも、前線に出るまでの経験を積ませるには金と時間がかかるだろうが、兵器はその時間部分をさらに金で買うような代しろ物ものだ。

　結局のところ、どちらの軍事教義も一長があり、一短もある。

「そうですね」

　つるつるとセリアーナがうどんをすする。

「作れるならあっても別にいいんですけど、今の時代に戦略級兵器は使い難にくいです。人の住める領域をこれ以上狭せばめれば、皇帝じゃありませんけど万一の時に苦しくなります」

「魔王軍が攻せめてくる……か」

　シャックスは呟つぶやくように言った。

「国防長官は、それについてはどのように捉とらえている？」

「本当に来たら、大変なんですー」

　小首を傾かしげるセリアーナに、シャックスは軽い溜息をついてから言った。

「やはり、言うつもりはないと？」

「可能性はゼロではない、としか言いようがないんです。私は未来視ではありませんから、国防長官として与あたえられた今あるデータを元に、来たら大変……と進言するしかできません。国家としてそれに備えるべきか否かを決めるのは、指導者であるあなたたち、ひいては民衆の代表である議会の役目です」

　アンディが冗じよう談だんめかすように肩かたをすくめた。

「ＣＩＣを西域にでも派は遣けんするかね？」

「そしたら、私もその情報を元にもう少し具体的な提言ができると思います」

　汁だけになったどんぶりを置き、稲いな荷り寿ず司しに手を付ける。

「しかし、今までが忙いそがしすぎて気にする余よ裕ゆうもなかったが……」

　アンディが続けて言う。

「新型魔法については、君にしては珍しく読みを外したな」

「……」

　セリアーナが、寿司をつまむ手をぴたりと止めた。

「疑っていますか？」

「この国を、ここまで発展させた張本人をかね？　まさか。なんのために」

「疑ってはいないが……」

　シャックスは言う。

「先読みの魔ま女じよも、帝国に対しては精せい彩さいを欠いていた、という印象があるのは事実だ。もちろんあれだけの大国になれば、諜ちよう報ほう戦についてもそれだけ強大な備えがあることは心得ているが……」

「……そうですね」

　ぴょこん、と。セリアーナがキツネの耳を右へ、左へ傾かたむけながら言った。

「与えられた情報が全すべて事実なら、私は読みを外しません」

　四方八方、三六〇度の全方位に盗とう聴ちようの気配がないことを察してから、セリアーナは続ける。

「与えられた情報の一つや二つが欺ぎ瞞まんであったとしても、私はその他の真の情報からその噓うそを見抜くことが出来ます」

　シャックスとアンディは、無言で一度、互たがいの目を見合わせる。

「つまり、その他の全ての情報を偽ぎ装そうできるほど帝国の情報戦略が完かん璧ぺきであったか……」

「……君の元へ至る過程で、幾いくつもの情報が改かい竄ざんされていた」

「です」

　言って。改めて、稲荷寿司を口へ運ぶ。

「この国、この場所から動かないよう自制する……それが私が、この国を見守る上で自分に課したルールです。私はこの官邸に集約される情報以外に、判断材料を持ちません」

「スパイか、協力者か……。だとしたら、疑われるべきは私の方か」

　シャックスは自じ嘲ちようめかす。

　世間的には知られていないが、ミスマルカの宰さい相しようであった息子むすこが帝国側と通じていたというのだ。笑わずにはいられなかった。事実なら、それだけで今の政権がひっくり返るに充じゆう分ぶんなスキャンダル。

　そしてアンディが、また違った種類の笑えみを浮うかべる。

「よしてくれよ、ブレグナム大統領。君のことは気の毒に思うが……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。息子については、たとえ人質にされようとも折れるつもりはない」

　それを聞いたアンディは、あまり深く踏み込むことなく頷うなずいた。

　スキャンダル以前に、彼と、彼の息子であるカイエンとは今や明確な敵同士となったのだ。そしてそれについては、すでに何度か話したことだった。

　だから、アンディはすぐに話題を変えた。

「しかし、帝国がそれほどまでに固こ執しゆうした聖魔杯には、一体どれだけのチカラが秘ひめられているものかな」

　これも連合設立以来、何度話したかもわからぬ話題。

「失礼します」

　手短なノックの後に入ってきたのは、ＣＩＣの長官だった。

「レンキスに発見された遺い跡せきについて、帝国側は調査を終しゆう了りようした模様です。近日中に、紋もん章しようの発はつ掘くつに着手する可能性があります」

「わかった。動きがあり次し第だい、逐ちく次じレポートを上げてくれ」

　シャックスの言葉に、彼は軽い会え釈しやくをして出て行った。

「……噂うわさをすれば、か」

「コレクションが四枚まで揃そろったんだ。最後の一枚を手に入れない謂いわれはないだろう」

　アンディは、さも当然のように述べた。

「と言っても、奇き跡せきが起きると決まったわけでもないだろうがね」

「つまり、起きないと決まったわけでもない」

　二人の男の視線は、再度金髪の少女に向いた。

「何度も聞いたが、ついでにこれももう一度聞いておこうか」

「聖せい魔ま杯はいについての君の見解は？　国防長官」

「お二人の言うとおりです。奇跡は起きるかも知れないし、起きないかも知れません」

　それもまた、二人が今まで何度も聞いてきた答え。曰いわく、何をして奇跡と評すべきか。死人が蘇よみがえればそれは奇跡だろうし、スポーツで有り得ない逆転勝ちをしてもそれは奇跡だろう。

　だが、今回は違ちがった。

「けど……なんとなーく、ですけど」

「ん……？」

「何かね？」

「最近は、起きないような気がしています」

　そこにシャックスは眉まゆ根ねを寄せた。

　セリアーナの歯切れの悪さもあるが、タイミング的に、気に掛かかったのだ。

「それは、やはり聖魔杯自体にそのチカラはないということか？　それとも、帝国が最後の紋章を手に入れられないという意味でか？」

「私が今まで得てきたミスマルカに関する情報が全て事実なら……そして恐おそらく、そこにフィルターはかかっていないと思いますから。聖魔杯は、奇跡を起こさないような気がします」

　また、いくらか話を逸そらされたことに、アンディとシャックスは小さく溜ため息いきをついた。

　全てを平らげたセリアーナがソファから腰こしを上げる。

「大丈夫です。幸せな暮らしをしたいだけの国民、その国民のために頑がん張ばるあなたたちのために、私も最低限の用意はしています。……お茶、飲みますか？」

「そうだね」

「せっかくだ、頂こう」

「はい」

　キャビネットから、急きゆう須すと茶ちや碗わんといった方のティーセットを持ち出したセリアーナが、大きなしっぽをくるりと回す。
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　明くる日の午後。帝都、ロッテンハイム宮。

　皇室御ご用よう達たしの……言うなれば政治中ちゆう枢すうとしてではなく、皇帝の一族が利用するプライベートなカフェテラスにて。

「はいマヒロくん、あ～んして」

「ああ、ほら、口の端はしにクリームがついていますよマヒロ王子」

「紅茶のお代わりはいかがですか、王子？」

「いやぁ、もう、そんな、自分で出来ますよ、えへへへ……」

　まだまだ妙みよう齢れいのような三人の美女に囲まれて、マヒロはデレデレしていた。

　一人はシャルロッテの母、ジョゼフィーヌ・マジスティア。元はマジスティア王国の平民の生まれらしく、そのせいか気さくで明るい雰ふん囲い気きの女性だった。

　一人はユリカの母、美みヶか島じま湖こ穣じよう・マジスティア。こちらはオオヤシマにある北日本公国の貴族の生まれだそうで、娘むすめと同じように物静かな雰囲気の女性だった。

　最後の一人がルナスの母である、マリス・アリア・マジスティア。旧ウィスラー王国の王家筋の生まれで、おっとりと穏おだやかな性格が母性的、かつ魅み力りよく的な女性であった。

「マックス、マヒロくんにケーキのお代わりを」

「はいっ、かしこまりましたジョゼフィーヌ様っ」

　その三妃ひに仕えるに相応ふさわしい装よそおいと穏やかな微笑ほほえみで、熟練ケーキ職人もかくやという滑なめらかなナイフさばきでショートケーキを切り分ける特級執しつ事じ、マクシミリアン。

「それでマヒロ君は、いつ頃ごろうちの子になるのかしら？」

　と、マヒロの頭を撫なでるジョゼフィーヌ。

「お年頃ですし、もういつでもいいですよね」

　と、口調は静かながら興味深そうな湖穣。

「ルナスとは、もうどのくらいの関係なんですの？」

　と、自分の娘のことなので逆に遠えん慮りよのないマリス。

「えへへ、いやぁ、僕のような若じやく輩はい者には、ルナス様のお手を取ることも畏おそれ多くて……」

「あらそうなの？　かわいいわね～」

　と、まるでペットのようにかいぐるジョゼフィーヌ。

「まあ、マヒロ王子は控ひかえめな方なのですね」

　と、それを微笑ましげに見守る湖穣。

「ですけど、ルナスったら男の子みたいなことばっかり得意で、女の子らしいことには鈍にぶいから……」

　と、自分の娘のことなので遠慮のないマリス。

「な、に、を、し、て、い、る」

　嚙かみ潰つぶしたことのある苦虫を見付けたような顔で、ネオシスがカフェテラスに入ってきた。

「「「あら、あなた」」」

　きょとんとする美妃三人はさておいて、ネオシスはマヒロに向かって目を剝むいていた。

「ここは皇族と、その給仕の者しか立ち入れぬプライベートルームのはずだ！　その幸せ空間になぜ、亡国の害虫が紛まぎれ込んでいるのだ……！」

　噴ふん火か寸前の火山のような顔をしている皇帝に対し、マヒロをぺたぺたとかいぐったままジョゼフィーヌが言った。

「別にいいじゃない、どうせすぐうちの子になるんだし。ねー？　マヒロくん」

　続けて湖穣が口を挟はさんだ。

「そうですよ。あなただって、一人くらい男の子が欲しかったと仰おつしやっていたじゃありませんか」

　最後にマリスが頷いた。

「話してみたら、とっても素す直なおないい子ですのよ。きっとルナスともお似合いの夫婦になってくれますわ」

「何を言うか！　お前たちはその害虫の本ほん性しようを知らぬからそのようなことを言えるのだ！　見たであろう、そいつは初対面にして皇こう帝ていであるこの私に向かって敬意を払はらうどころか足を上げたのだぞ!?」

「「「それはあなたが最初に手を上げたから……」」」

「それだけではない！　その後、私の執しつ務む室に訪おとずれなんと言ったか知っているか!?　言うに事欠き、皇帝であるこの私にボケだなどと……！」

　あらそうなの？　と三人がマヒロを振ふり返る。

　するとマヒロは恐きよう縮しゆくしきったように、俯うつむいて視線を逸らしながら言った。

「まさか、何かの間違いです……僕、生まれてこの方、そんなはしたない言葉を使った覚えは一度もありません……」

　そうよね、あの歴史あるミスマルカ王朝の王子様ですものね、と三人の王妃が納なつ得とくしてみせる。

「言ったであろうがクソガキが!!　お前たちも何を真に受けて納得している!?　玉座での謁えつ見けんの時にも言っていたのを忘れたのか!?　ええい、いいからこっちに来いこの没ぼつ落らく王子!!」

「いた、いたたたたたっ!?」

　ネオシスは、マヒロの耳を摑つかんで廊ろう下かに連れ出した。

「マクシミリアン!!　この不届きものが使った食器は全すべて王水で洗った後に焼しよう却きやくし、残った灰は帝国の領土外に処分しろ!!」

「ははっ！　かしこまりましてございます、陛っ下っ！」

　深々と頭を下げるマックスを背に、ネオシスはマヒロの耳を引きちぎる勢いで、ぐいぐいと引っ張り歩く。

「この害がい獣じゆうが、娘たちだけでは飽あきたらず我が妃きさきらにまで取り入ろうという魂こん胆たんか！」

「違います、違いますってば、庭をフラフラしていたらお母様方が……！」




「誰だれが貴様の母親かあッ!!」




「ぎゃあっ!?」

　皇族のプライベートな一画を出たところで、マヒロを投げ飛ばす。人が耳で投げられるのを初めて見た警備の騎き士しが、目ま庇びさしの下で目を丸める。正確には千切れないように咄とつ嗟さのタイミングでマヒロ自身がジャンプした結果、無様に落下したのであるが……さておき、マヒロは跳はね起きた。

「死ぬ！　耳が芳ほう一いちになった挙げ句死んでしまう！」

「人の家に土足で上がり込むドブネズミ風ふ情ぜいが、命があっただけでも感謝するがいい！」

「ちょっとあなた！　よそ様の子をそんな乱暴な……！」

　心配して追って来たジョゼフィーヌが、強い口調で抗こう議ぎする。そして湖穣とマリスの二人が心配そうにマヒロへ近寄ろうとするのだが、ネオシスはそれを片手で制した。

「お前たちは下がっていろ」

　そうしてネオシスは腰に下げた宝ほう剣けんを抜ぬき放つ。

「ちょっ……！」

　尻しり餅もちをついたまま、マヒロは後あと退じさりした。

「ちょっと、お父様……それは洒落しやれになってないんじゃないかとぉおお……！」

「誰が貴様の父親かぁああああっ!!」

「「「っ……！」」」

　奥方や騎士たちが止める間もなく一いつ閃せん。

　マヒロの爪つま先さき紙かみ一ひと重えに刃やいばが輝かがやき、廊下の右から左まで、石の床ゆかが真一文字に切り裂さかれた。

「……これが貴様の死線だ」

「……え？」

「今後一歩でもこの線を越こえたら貴様を極きよつ刑けいに処す」

　警備の騎士に振り返って言った。

「お前たちもよく見張っておくのだぞ。見み逃のがした者は同罪だ!!　しかし捕とらえた者には報ほう奨しようを出す!!　無論、この線を修しゆう繕ぜんする必要はないと侍じ従じゆうらにも伝えておけ!!　よいか!?」

「「ははぁっ──!!」」
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　マヒロはネオシスの五歩くらい後ろを付いて歩く。

「……お妃様方が呆あきれておられましたよ？」




　あなたったら、子供相手に大人げない。

　そんな狭きよう量りような方とは存じませんでした。

　もう、ルナスに嫌きらわれても知りませんわよ。

　等々……。




「誰のせいだと思っているっ!!　私の築き上げた理想的な家庭を脅おびやかす疫やく病びよう神がみがっ!!」

　思い出したネオシスが怒いかりに任せて振り返ると、マヒロはさらに一歩離はなれる。

　都合、六歩ほど後ろを歩きながらマヒロは訊たずねた。

「……で、なんの用ですか。皇帝陛下直々に僕を捜さがしに来ただなんて」

「誰が直々に捜すものか。迎むかえの者をやったらそのようなゴキブリがあそこにいると言うではないか。一家の主あるじとして駆く除じよに向かうのは当然のことだ」

「……待ってください。お待ちください陛下。ドブネズミはまだ同じほ乳類、同じ脊せき椎つい動物ですが、ゴキブリは……」

「黙だまれ我が一家に寄生する寄生生命体め」

　……。

「陛下、基本的人権というものをご存知ですか」

「それがバクテリアに当てはまらぬことくらいは心得ているが」

「うわぁーお……」

　結局六歩の距きよ離りを空けたまま、ネオシスの執務室に辿たどり着く。

　机の左右に宰さい相しようと侍従長。

　自身の椅い子すに掛かけながらネオシスは言った。

「話というのは他ほかでもない、バクテリアン」

「人種か何かみたいに言うのはやめてもらえますか」

「他でもない。レンキスの遺い跡せき、聖せい魔ま杯はいに連なる最後の紋もん章しよう符ふについてだ」

　……。

　…………。

　………………。

「おい田舎いなか皇帝」

「なんだ没落王子」

「そんな大事な話をする前段階が真性細さい菌きん云うん々ぬんかっ!?　もうちょっとまともな前フリがあるだろうがっ!?」

「貴様がそれを台無しにしたのであろうがっ!!」

「ふざけんなてめえ初代聖魔王の聖遺物なめてんのかこの野や郎ろう!!　謝れ!!　聖魔王に謝れ!!　聖魔杯の守護管理者として正式な謝罪と賠ばい償しようを要求する!!」

「戦いくさに負けた没落風情が偉えらそうな口を叩たたくな!!　縁えんもゆかりもない他人の家に白昼堂々不法侵しん入にゆうを図るヒマ人が、黙って行って取ってこい!!」

　ふぅ、とマヒロが一息ついた。

「……つまり、この国の調査団では手に負えなかったと」

「そういうことだ」

「僕がかつて経験した事例から見ても、基本的に聖魔杯の管理者、つまりミスマルカ王朝の血筋でなければ祭さい壇だんへの扉とびらは開かれないようですからね」

「そういうことだ」

　マヒロは手を後ろに組んで数歩。卑ひ屈くつげに微笑ほほえんだ。

「つまりです、陛下。それを。その紋章を。ミスマルカ最後の直系であるこの僕に取ってきて欲しいと？」

「そう言っている」

「ふぅ……」

　マヒロは小さく肩かたをすくめ、やれやれと首を振りながら元の場所へ数歩。

　さらに歪ゆがんだ笑顔で、机の上に身を乗り出した。

「陛下ぁ？　人にものを頼たのむときは、それ相応のお願いの仕方というものがあるんじゃあないですかぁねぇ？　グランマーセナル帝国皇帝、ネオシス・ロエリス・エルスタッド・ロルーシュ・マジスティア陛下ぁ？」

「だが貴様はバクテリアだ」

「……。」

「まあ十歩譲ゆずってゴキブリでもいいが」

「…………。」

「好きな方を選べ」

「……エーデルワイス」

　控ひかえていたメイドが視線を寄こす。

「はい、殿でん下か」

「君が乳母教師として丹たん精せい込こめて育てた存在が真性細さい菌きんだそうですが」

「左様でございますね。陛下も少々言い過ぎかと」

　ネオシスは嘆たん息そくした。

「だがお前もこやつの態度を見ていたであろう」

「左様でございますね。殿下も、いくらか態度を改められるべきかと」

　マヒロは机をばんと叩く。

「だとしても！　常識的に考えて、妃ひ殿でん下か様方に直々にお誘さそいを受けたのだから断ったら逆に失礼に当たるんじゃないんですか!?」

　ネオシスも両手で机を叩き返す。

「その程度を不快に思うほど我が妃たちは高こう慢まんではない！　ただ茶を飲むだけであればまだしも、貴様は節度も弁わきまえずべたべたと馴なれ合ってからに！」

「余にぺたぺた触さわってたのはジョゼフィーヌ様だけでしょうが！　余はティーカップとソーサー以外指一本触ふれてませんが！」

　ひとしきり睨にらみ合ってから。

「「なんとか言ってやれエーデルワイス！」」

「鬱うつ陶とうしくございます」

　エーデルワイスがいつになく冷たく言った。

「「しかし!!」」

「鬱陶しくございます」

　いつになく冷たい声で、いつの間にか手に大きな裁断バサミを持っていた。

「「……なんだ、そのハサミは」」

「裁さい縫ほう用にございますが、何か」

　一度開閉させると、ショキン、となんとも心地ここちよい音を立てる。

　ショキン。

「「……」」

　なんとなく二人とも、自分の口元……口元と言うより、『舌』にエーデルワイスの視線を感じたような気がして、静かになった。

　裁縫用ではあるが。

　それが針と糸なら、うるさい口は縫ぬって差し上げますよ、程度の冗じよう談だんにも見えるのだが。

　マヒロは一度咳せき払ばらいをして、皇帝に向き直った。
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「……紋章のお話でしたね、陛下」

「……ああ。そうだ」

「しかし……なぜこのタイミングで。聖魔杯についてはもう不要と判断しているものだと思いましたが」

「一つは、共和国が本格的な軍備の増強を始めたという情報があった。二つめに、先に言ったように遺跡の調査が完全に行き詰づまった。三つめには、その管理者とやらが最近は他ひ人と様さまの家を這はいずり回るほど暇ひまらしい」

「だからそれはっ……！」

　ショキン。

「……まあ、最後まで聞きましょう」

「うむ。つまりこの先、共和国と衝しよう突とつすれば、双そう方ほうにただならぬ被ひ害がいが及およぶことは目に見えている。ならば……全すべては伝説だが……仮に聖魔杯を蘇よみがえらせることができ、奇き跡せきと呼ぶに相応ふさわしいチカラをもたらすというのであれば、これを利用しない手はない」

　マヒロは思うところがあるように、少しばかり間を置いた。

「……利用ですか」

「言い方を変えたところで、取り繕つくろえはしまい。利用だ」

「何に利用するのですか」

　次はネオシスが間を置く番。

「……それは管理者としての質問か？　管理者たるミスマルカ王朝には、その奇跡の具体的な正体が伝わっているのか？　答えの正否によって復活の是ぜ非ひが決まるのか？」

「さあ。父上であれば、何か知っていたかもしれませんが……なので今の質問は、僕自身の個人的な興味です」

「ならば利用できるように利用する、としか言えまい。何が起きるのか、そもそも起きるのかどうかさえわからぬのだからな。だがどちらにせよ、魔王軍に対する人類団結の象しよう徴ちようにはなるだろう」

　ごもっとも、と頷うなずいてから、マヒロは一息した。

「和平についてはお考えになりませんか」

「……あらゆる可能性を検討してはいる。だがそれは一領国の官かん僚りようが口を挟はさむ問題ではない」

「そうですね」

「不服か」

「あまり素す直なおに遺跡へ向かう気にはなれませんね」

　先さき程ほどまでの喧けん噪そうが噓うそのような静せい寂じやくの中で、二人は向かい合う。

　先に口を開いたのはマヒロだった。

「遺跡はミスマルカの血を引く者の意思でのみ開かれます。命令されたところで、その場まで引き立てられたところで、僕の意思が伴ともなわなければ扉は開かれず、紋章の封ふう印いんが解かれることはないのです」

　ネオシスも、この少年がただではないことは知っている。

「何が望みだ」

「旧連合側との交こう渉しようの口に立たせてください。それを約束してもらえるのなら、大手を振ふって紋章を取りに向かいましょう」

「……」

「より犠ぎ牲せいの少ない方法で。その点については陛下の意思に沿うものと自負しています」

　それでもネオシスは、すぐには返答しなかった。

　これは最前までの個人的な感情からではなく、この少年の持つ地位、その影えい響きよう力故ゆえのことだった。本当にマヒロが帝てい国こくの側に立つのであれば、内外まで知り尽つくした旧連合盟主の子息、充じゆう分ぶんな利用価値があるだろう。

　だがそうでなかった場合……裏を返せばこの少年は、今となっては帝国の内情も相応に知ってしまっている。となれば向こうもかつてのよしみから、ただの交渉相手とは見てこないだろう。

　こうした状じよう況きようについてはルナスもペルグルン攻こう略りやくに際し、相当に悩なやんだと聞いている。

「何を悩む必要がありますか」

　そう口を開いたのは、それまで影かげのように黙もくしていたキラだった。

「この王子を生け捕どりにしたのは、元はと言えば聖せい魔ま杯はいのためだったのでは？　ルナス嬢じようのおかげで紆余曲折はありましたがね」

「だが、そこにいま言ったような条件が含ふくまれていたわけではない」

　皇帝の声に、宰さい相しようは手の平を返しながら言った。

「口約束で充分でしょう、そんなものは。王子を実際に交渉の場に出せるかどうかは、今後の情勢次し第だいです」

「本人を目の前にして遠えん慮りよがないな、君も」

　呆あきれて笑うようなマヒロの声に、キラも微び笑しようを返す。

「では王子にもご忠告差し上げますが、あまり嫌いやがっていると疑われてもやむを得ませんよ。陛下のご意向にそぐわない。つまりは帝国に帰順しきっていない、いい証しよう拠こです。そんな者に対外交渉の大役を負わせられるはずがない」

　マヒロはマヒロで机に寄りかかったまま、鼻息一つ。

「協力しないとは言っていない。三つ指突ついて土下座して、うちの娘むすめたちのことをこれからどうか末永くよろしくお願いしますと言えば喜んで取りに行くと、そう言っているだけだ」

　ネオシスのぶん投げた文ぶん鎮ちんが、マヒロの頭に激げき突とつした。マヒロは頭からダラダラ流血させながら起き上がった。

「……おい陛下。いくらエーデルワイスのおかげで丈じよう夫ぶに育った余でも、いい加減にしないとほんとに死ぬぞ。死ぬんだからな」

「ならば順番を変えようではないか」

「順番？」

　ハンカチで血を拭ふきながらオウム返しするマヒロに、ネオシスは首しゆ肯こうした。

「貴様が無事紋もん章しようを持ち帰ったならば、貴様を交渉に立たせるという件、考えてやってもいい」

　結果は同じだが、ネオシスが約束するからマヒロが向かうのではなく……マヒロが持って帰れたのなら、という順番だ。

　マヒロが拍ひよう子し抜ぬけに瞬まばたきした。

「……随ずい分ぶんと甘い条件ですね」

「相応の危険が伴うことを鑑かんがみてのことだ」

「それはまあ、過去いずれも一ひと筋すじ縄なわではいきませんでしたが……厄やつ介かいだったのは遺い跡せきそのものよりも、それを取り巻く状況でした。現在のレンキスは元より帝国領内ですし、そこまで危き惧ぐすることもないでしょう」

「だから、考えてやるだけだ。確約はしない。キラの言うとおり、それを許す状況が訪おとずれるか否いなかの問題もある」

　マヒロが肩かたをすくめる。

「なるほど、宰相が口くち汚ぎたなくなるわけです。陛下は正直過ぎます」

「ご理解いただけて光栄ですよ、王子」

　キラが茶目っ気を交えてまた笑う。

　ネオシスは軽く鼻を鳴らし、改めて問いかけた。

「それで、貴様にこの役は果たせるのか？」

「ではやり遂とげてご覧に入れましょう」

　マヒロは胸に手をやり、一つ頷いた。
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　その夜、軍令本部長執しつ務む室。

「先程の夕食の時間、お父様から話を伺うかがいました」

　呼び出したシャルロッテは机上に手を組んだまま、立っているマヒロへ言った。

「あんた、選よりにも選よってお母様たちに粉をかけたんですって？」

「かけてません、かけてません。お茶に呼ばれただけです」

「冗談よ」

　母たちは全員、あっけらかんとしているようでそれなり芯しんが強いので、娘のシャルロッテとしては心配もしていなかった。

　改めて話を切り出す。

「最後の一枚ですね」

「そうですね」

「これで全ての真しん偽ぎがはっきりするわけだけど。あなたから何か言っておくことは？」

「……何をです？」

　シャルロッテは薄うすく微笑ほほえむ。

「管理者管理者って言うけどね。あなたのお父様が本当に誰だれにも何も伝えてなかったら、それは管理してるって言わないでしょう」

「……」

「うちのお父様が一目を置くほどの王様と、私が一目を置くほどの王子様。あなたたちほどの切れ者の親子が、何も考えていないということが……私には考えられない」

　そしてもちろん、何かを喋しやべったところで、実際蘇るまでは確かく認にんの手段が無く、それを証明することはできない。

「あなたたちは味方であるはずの連合内部にさえ、聖魔杯に関しては何も漏もらさなかった。聞いても言わないのはわかってるから、尋じん問もんも拷ごう問もんもしなかっただけなのよ」

「……で？　中原も落ち着いたこの機会に、尋問でも拷問でも試ためしてみますか」

　マヒロの態度がちょっぴり変化した。この少年は真ま面じ目めになると、多少開き直る節があることをシャルロッテは理解していた。

　恐おそらくマヒロはこう思ったのだろう。

　紋章を取りに行くよう説得しろというのは建前で、聖魔杯についての情報を詮せん索さくするよう皇帝である父から言われたのではないかと。

　シャルロッテは首を横に振って否定した。

「そんな野や蛮ばんな真ま似ねしないわよ。そして本当に何も知らないのなら、それでも構いません」

「では？」

「知っているにせよ、知らないにせよ……。いい？　聖魔杯をハッタリに使えるのは、ここまでなのよ」

「……」

「蘇よみがえってしまえば、あとは真実しか残らない。この大陸を取り巻く情勢の中、聖魔杯に関してあなたの中に何らかの狙ねらいがあるのなら。そしてそれについて私に何か協力できることがあるなら、今のうちに言っておきなさい」

　シャルロッテはマヒロの目から瞬まばたきたりとも目を逸そらさず、マヒロもまた同様。

「……」

「……」

　蕩とう々とうとたゆたうようなシャルロッテの碧へき眼がん。

　真しん剣けん味みを帯びたマヒロの黒こく瞳どう。

「推測ですが、姉上にも何か狙いが？」

　姉上には、ではなかった。
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　姉上にも。

「ええ。大おお掛がかりな〝釣つり〟をしようと思っています」

「また餌えさは僕で？」

「いいえ」

　呆れ半分、諦あきらめ半分のマヒロに対し、シャルロッテは組んだままの手を持ち上げ口元隠かくし、その上で尚なお、囁ささやくような声で告げた。

「餌には聖魔杯の起動紋章、最後の一枚。これを使います」

「っ……」

「たとえ伝説が真実であったとしても。最悪、聖魔杯が蘇らなくなる可能性も覚かく悟ごの上です」

　一度息を吞のみ、次に息を潜ひそめたマヒロが、わずかに身を乗り出して口を開いた。

「獲え物ものは、麒き麟りんの言っていた何者かですか」

「そうです」

「……彼の言葉を額面通りに受け取れば、その狙いは大陸の混こん沌とんです。実効的な威い力りよくはともかく、聖魔杯の象しよう徴ちよう性は調停のためにも、そうでなくとも大陸平定後の統治のためにも有用なのではありませんか。陛下はそうした意味も含めて、〝利用する〟つもりなのでは」

「そのようですね」

「裏を返せば、聖魔杯の復活を放ほう棄きすることによって、こちらはそうした秩ちつ序じよを得るための可能性を減少させることになります。もちろん、そのリスクを負うからこそ餌としての有用性が見込めるのはわかりますが、それこそ最悪……」

　言いかけて、マヒロが口を閉ざす。

　シャルロッテは黙したまま促うながさず、じっと待つ。

　少しの時間が経たち。

「……姉上」

「何ですか？」

「最悪なのは聖魔杯が伝説通りのチカラを秘ひめた器うつわであり、かつそのチカラが、大陸の混沌を狙う何者かの手に渡わたることなのではありませんか？　どのタイミングで餌として使うつもりかはわかりませんが……」

「あなたが最後の一枚を手に入れてから、この宮きゆう殿でんに戻もどるまでのタイミングでです」

「姉上」

「一枚だけです。残る四枚は全すべて、ミスマルカ陥かん落らくよりこの宮殿に保管されています。しかし五枚揃そろったらもう餌としては使えません。一枚だけを無防備にする理由がありません」

　そして五枚全てを開け放す愚ぐは、尚のこと有り得ない。

　それを踏ふまえた上でマヒロが言う。

「ならば蘇るかどうかを試してからでも」

「蘇ったとして、実効性が得られなかった場合。あるいは蘇らなかった場合。これほどまで情報の手を伸のばして影かげも摑つかませない相手を釣り出す餌が、他ほかにありません」

　どうあっても、ここしかタイミングがない。

　少なくともシャルロッテはそう踏んでいた。

　マヒロが珍めずらしく苦く慮りよを顕あらわに黙もつ考こうする。

　少年は溜ため息いきをつき、一度顔を上げ、それから思い切りを付けたようにもう一度溜息。

　シャルロッテに向き直る。

「……わかりました。では、姉上だからこそ言いますが」

「何ですか？」

「それこそ可能性の話になりますが、父は……紋章符ふに頼たよらず聖せい魔ま杯はいを蘇らせることを目もく論ろんでいました」

　さすがに初めて聞く話で、シャルロッテは目を瞬かせる。

「紋章を……使わずに？」

「ええ。詳くわしくは割愛しますが、その際には別のキーが必要になります。一人は僕。一人はハイランドのリーゼル王子。最後の一人は……エルクレセルの、パリスティエル姫ひめです」

　聖魔杯復活のためには五枚の紋もん章しようが必要であるという、第一の前提がひっくり返る。藪やぶを突つついたわけでもないのに、出てきたのはなんだ？

「……冗じよう談だんではないのね？」

「あるいはそこに、リーゼルの姉であるアンゼリカ様も加わるかも知れませんが……ライン会戦の直前、僕が教団領へ向かう前に父上はこう言いました。四枚揃えば、残る一枚分くらいは僕たちで代用できるのではないかと」

　一息。

「ならば餌としてちらつかせる程度はまだしも、何かの拍ひよう子しに紋章自体が何者かの手に渡ってしまった場合。可能性として、パリエルたちが他四枚の紋章を代だい替たいできてしまった場合。聖魔杯は帝てい国こくの手を離はなれることになります」

（なるほど……。これは……）

「姉上。再度麒麟のようなレベルの者が餌に食い付いてきた場合、〝釣り〟の範はん疇ちゆうを超こえる可能性があります」

　シャルロッテは瞳ひとみを細めた。

「その話、他に知っている者は？」

「……僕が確実に知る限りは、ハイランドのヒルデガルド女王。そしてそのヒルダ様から聞いた話では、今は亡きエルクレセルのリュミエル王……くらいでしょうか」

　シャルロッテは容易に、ある結論に至る。

「つまりその子供たちが、キーになっているというのね？」

「ええ。まだ中原も戦乱期だった頃ころ、辛かろうじて独立と非戦を保っていた父上たちが結けつ託たくし、画策したのだそうです。いずれその子供が聖魔杯を復活させることを。言うなれば僕たちを、聖魔杯を蘇らせる聖魔王とすることを」

　溜息をつきながら、シャルロッテは椅い子すの背に身体からだを預けた。

「それは、何のために？」

「弱小の三ヶ国が、この大陸を手に入れるために……だそうです」

「それは、あなたのお父様が？」

「ええ。発案者だそうです」

　ならばこれまでいかなる情じよう報ほう網もうにもかからなかった話。ここに来てようやくマヒロという当事者本人が打ち明けた話。

　シャルロッテは僅わずか目を伏ふせた。

（……凄すさまじいわね……）

　ぞっとする。いや、ぞくっとした、か。

　父が何よりも畏おそれたラヒルⅡ世という男の本ほん性しようを、シャルロッテはその時初めて垣かい間ま見みた気がした。蛇へびの親は蛇。いや、蛇の親がそんなであったからこそ、このような蛇の子ができあがったのか。

「……つまり聖魔杯が実際にどうなるかはともかく、あなたのお父様たちがそうした計画を実行に移したことは事実なのですね？」

「そういうことです」

　夢物語ではあるが、聖魔杯管理者の当代が画策した話だ。信しん憑ぴよう性せいは高い。四枚もの紋章がこのロッテンハイム宮に保管されている今、是ぜが非ひでも聖魔杯の奇き跡せきを欲ほつしている何者かがいるとすれば、そんなわずかばかりの可能性でもむざむざ見み逃のがすはずがない。

　むしろ物言わぬ紋章の強ごう奪だつよりは、それら王子、王女らの懐かい柔じゆうの方が容易たやすいと考えても不思議はない。マヒロが危き惧ぐするのは、つまりそういうことなのだろう。

　シャルロッテが思い浮うかべたのは、麒麟の残した最後の言葉。




　愛や自由や正義、そうした大義名分のために戦う者に限って、自分が利用されていることに気付いていない……。




「ヒルデガルド女王やラヒルⅡ世が、このことを他に打ち明けた可能性は」

「そこです、姉上。ヒルダ様とうちの父上に関しては、側近や身内にさえ明かさなかったと言います。しかし……」

「……エルクレセルのリュミエル王については定かではない」

「ええ。だから怖こわいのです」

　マヒロの言に、シャルロッテは頷うなずいた。

　あそこの王は良く言えば裏表のない、悪く言えばあけすけな性格だった。

　計画の首しゆ謀ぼう者しやでもあり、外交手しゆ腕わんだけであの戦乱を切り抜ぬけたラヒルⅡ世が不用意に口を滑すべらすことは考えにくい。当時、潔けつ癖ぺきとも呼べる敬けい虔けんさで知られたヒルデガルドがそのような計画に荷か担たんしていたことは意外であったが……その精神性故ゆえに、罪の意識から身内にすら明かせなかったことは考えられる。

　いよいよ興が乗ったシャルロッテは、あることを思い出して机の引き出しを開いた。

「先日、パリスティエル姫のお供にレイナーともう一人、女の子がいたでしょう」

「ええ、それが？」

「とある傭よう兵へい団からのスカウトのようです」

　マヒロが思い出すように虚こ空くうを見上げる。

「スカウト……？　まあ、今のパリエルはほんとのフリーランスみたいですからね。パリエル以上に銀ぎん髪ぱつ鬼きが一いつ緒しよというなら、引く手も数多あまたでしょうけど」

「では質問です。呉ご虎こ騎き士し団だんの名に聞き覚えは？」

　シャルロッテが問いかけると、さすが勘かんが良く、マヒロはすぐに真顔に戻った。

「確か……中ちゆう核かくメンバーにエルクレセルの生き残りが混ざっている、という噂うわさくらいは」

「その通り。そして本隊は現在……」

　シャルロッテは引き出しから探し当てた、書類の束を持ち出した。

　各国の有能な幹部、流通を左右するほどの豪ごう商しよう、名うての冒ぼう険けん者、高ランクの勇者といった、この大陸で注目すべき人物関連の動向を記した資料だ。

「……ありました。呉虎騎士団」

　傭兵、傭兵団関連の中から取りだした一枚をマヒロへ向けて差し出す。取り上げて、マヒロが声に出して読む。

「……本隊はハイランドに駐ちゆう留りゆう。幹部数名が王室に接せつ触しよく。ハイランド国内の野党、並びに魔ま物もの討とう伐ばつに関する契けい約やく交こう渉しようと見られる。派は遣けん中の少女剣けん士しは引き続きパリスティエル姫に同行。重要度、低……」

「偶ぐう然ぜんだと思いますか？」

「なるほど。パリエルだけであればお国再興のためとも読み取れますが……」

　低かったはずの重要度が、今のマヒロの話によって途と端たんに跳はね上がった。

　一通り目を通したマヒロが、シャルロッテへと紙面を差し返す。受け取り、書類を元のようにしまいながらシャルロッテは告げた。

「計画を変へん更こうしましょう。餌えさは紋章。針はあなたで行きます」

「糸は？」

「ユリカを付けます」

「……。まあ……ルナス様と一緒よりは、やりやすいかな？」

「ルナスと一緒でやりやすいのは、相手をぶちのめすときだけだものね。明朝までに詳しい計画をまとめておきます。それにさえ即そくしていれば、他は全て自由裁量で。異議は？」

　マヒロが小さく手を上げる。

「質問が一つ」

「何です？」

「今回は、姉上はお出かけしないんですか？」

「グランマーセナル帝国の第一皇女であり、軍令本部長でもある私が、この席を空ける必要性がどこに？」

　……。

「他に何か？」

「いいえ、何も」

「では早く寝ねなさい。明日あしたは早いですよ」
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　同刻。

　帝都北西、ブラウスピカ邸てい。

「いやー、今日もよく働いた。二人ともお疲つかれ様」

「ああ」

「お疲れ様です、パリエル様」

　寝ね泊とまりのために与あたえられた一室で、パリエルはレイナーとクーデリカと、掲かかげたグラスを打ち合わせる。

　今日は街の郊こう外がいに現れたモンスターの群れを蹴け散ちらしてきた。昨日はたまたま盗とう賊ぞくのアジトも襲しゆう撃げきしたが、一昨日おとといはモンスターを蹴散らした。その前もモンスターを蹴散らした。先週は近きん隣りんの街へ視察へ出かけたブラウスピカ公の護衛についたが、やはりモンスターを蹴散らした。

　食べながら、パリエルはその辺りの所感を口にした。

「それにしても、西の方ってほんとにモンスターが多いんだね」

　西寄りに訪おとずれたのは初めてではなかったが、長く滞たい在ざいしているといかに多いかがよくわかる。その個体も平野部より強力だ。

　クーデリカがフレンチパンを千切りながら頷いた。

「昨日、本隊からハイランドの方にいるという手紙を受け取りましたが、向こうでもここ最近のモンスターの多さには、悩なやまされているそうです。やはり各地でその傾けい向こうが強まっているのではないでしょうか」

　酒場などに赴おもむき、似たような傭兵やハンターと会話を交かわすと、まずは挨あい拶さつのようにその話題が出る。

　そういった連中は貧びん乏ぼう暇ひま無し、どこに行っても仕事にありつけると冗談がてら口を揃そろえるものの。一方で住民や、目め端はしのよくきく冒険者などは、何か良からぬことの前まえ触ぶれではないかと不安がっていた。

「ふーん、ハイランドかぁ。でもあの国は最強の勇者もいるし……」

「ここだけの話ですが、パリエル様」

　いつもお堅かたい雰ふん囲い気きのクーデリカが、さらにかしこまったように言うので、パリエルは小首を傾かしげた。

「何かしら？」

「もしもリーゼル様が我が呉虎騎士団に加わってくださるとしたら、パリエル様はいかがなさいますか」

　思わず、フォークとナイフを動かす手を止める。

「リーゼル王子が？　入団するの？」

　意外さに勢い込んだパリエルが聞くと、その分だけクーデリカの歯切れが悪くなった。

「いえ……まだ、決まったわけではないようですが。しかし姉のアンゼリカ姫ひめも以前は軍団を率いていたことがあったと言いますし、パリエル様も、リーゼル王子とは面識があるようですので」

「あ……そしたらきっとシーナもリーゼルにくっついて騎士団に入るだろうし、またみんなと一緒に旅ができるのかぁ。それもいいなぁ……」

「はい、そうでしょう？　元よりハイランドはエルクレセルと姉妹国でもあったわけですし、その王女と王子お二人が加われば……」

「で、お給料は？」

　良いところで話の腰こしを折られ、水を差されたクーデリカは、ふぅぅ……と心底の溜ため息いきをついた。

「……パリエル様」

「な……、何よ。急に怖い顔をして」

「パリエル様は、いずれはエルクレセル再興の、ともすれば反はん帝てい国こくの旗はた頭がしらにもなられるお方です。お金などより、もっと大切なものがあるでしょう。エルクレセルの民たみとしての誇ほこりや、故国再興の志や、帝国に立ち向かう勇気や……」

　パリエルはパリエルで、生なま温ぬるい目で鼻を鳴らしてグラスを置く。

「クーデリカは若いなぁ……ねえ、レイナー」

「ああ」

「何を言っているのですか。兄さんも祖国を思う気持ちがあればこそ、パリエル様を姫と慕したって付き従っているのでしょう」

「ああ」

　毎日毎日、いちいち真ま面じ目めに答えるのも面めん倒どうになったのか、最近のレイナーはこの段になると「ああ」という簡単な返事しか言わなくなった。あとは黙もく々もくと食事を続けるばかり。

「ほら。クーデリカのせいでまたレイナーが拗すねちゃったじゃない」

「人の兄を子供みたいに言わないでください。パリエル様のいい加減さに呆あきれているのです」

「そもそも私は、そういうのになるなんてまだ一言も……」

　ドアがノックされたのはそんな折り。

「はい？」

　パリエルの返事のあと、老執しつ事じに車くるま椅い子すを押されて入ってきたのは、大公ノエバ・マグダネル・ブラウスピカであった。

「失礼する」

「いえ、おかまいなく。えっと……」

「挨拶など不要だ。そちらも構わず食事を続けてくれたまえ」

　軽い挙手で断ってから執事を下がらせ、ノエバはパリエルに言った。

「よく働いてくれているそうだな。おかげで雇やとった私も鼻が高い」

「いえいえ、こちらこそ。それだけ稼かせがせて頂いていますから。でも……いいんですか？」

「何がかね」

「前も言いましたけど、私たち一応、帝国とは曰いわく付きですし。いつまでもノエバ様の手元にいると、怪あやしまれたりしないかと」

　気を利きかせたクーデリカが新しく酒を注ぎ、ノエバへと手て渡わたした。ノエバはそのグラスを揺ゆり回しながら、小さく笑った。

「なに、疑われるのは今に始まったことではない。今さら、何かを恐おそれるような歳としでもない」

　そう言ってワインを一口。

「とは言え、今回はそのことも含ふくめてだ。新しいビジネスの話を持ってきたのだ」

　仕事の依い頼らいであればいつもはニコリとするパリエルだったが、ノエバの話の切り出し方に、小首を傾げるに留とどまる。

「はい……？　今度は何でしょう？」

「今までとは比べものにならぬほど難しい仕事だ。そしてその仕事を終えた暁あかつきには、さすがにもう、私も君たちを匿かくまっておくことはできない。言わば汚よごれ仕事というやつだ」

　口調は普ふ段だんと変わらない。だが声には芯しんがあり、片かた眼鏡めがねから覗のぞく瞳ひとみにただならぬ光があった。

「そういったことは引き受けられるかね」

　一大帝国の大公、気きっ風ぷの良さは折り紙付きだが、そうと言われてはおいそれとも頷うなずけない。

「さあ……それはさすがに、内容を聞いてみないことには」

「盗ぬすみ、と言うべきかな。正確には、今はまだ誰だれの物でもない。しかしそれを手に入れた瞬しゆん間かん、君たちもこの国にはいられなくなるだろう」

「国宝……とか？」

　ノエバは軽く首を振ふって微び笑しようした。

「いいや。旧レンキス領に眠ねむると言われる、聖せい魔ま杯はいの最後の起動紋もん章しようだ」

　雇い主からの予想だにしない言葉に、三人の傭よう兵へいは、はっと息を吞のんだ。

　レイナーとクーデリカは、自然とリーダーのパリエルへと視線を向ける。

　パリエルは、今日のノエバの話し口にようやく合点がいった。領民らの話から、このブラウスピカ公は先の列車事件を起こしたバクターヌ公同様、中央とはやや敵対的な関係にあることは知っている。

　ノエバは先さき程ほどから酒を口にはしているが、ごく微量。酔よった勢いでもなければ、冗じよう談だんや何かでもないのだろう。

　パリエルとしては流れの傭兵の気楽さが気に入っているのであり、あまりそういったややこしい話には乗りたくないというのが実情。

　そうしてパリエルが返事に迷っている隣となりで、クーデリカが先に口を開いた。

「ですがノエバ様。あれは確か……ミスマルカ王朝の一族でなければ、封ふう印いんを解くことはできないのでは」

「そうだ。しかし近日中に、そのマヒロ王子が遺い跡せきを訪れるという話が持ち上がったらしい。いよいよ、最後の紋章を手に入れる算段に入ったのだろう。君たちにはそこを狙ねらい、かの紋章を手に入れてもらいたい。できるかね」

　今はまだ、誰の物でもない紋章。

　マヒロが手に入れた瞬間をかっさらう。

「うう……ん……」

　小さく唸うなるパリエルに、クーデリカが勢い込んで言った。

「躊躇ためらう必要がどこにあるというのですか、パリエル様。私は詳くわしくは知りませんが……それが揃うということは、そのまま聖魔杯が帝国の手に落ちるということではないのですか？　だとすれば、黙だまって見過ごしていいはずがありません」

　そういう話ではない。

　そんな話はどうでもいいのだ。興味ないし。

　問題はその仕事に移るとして、帝国側の警備は有り得る限り最高の厳重さだということだろう。天てん魔ま将しようの何人かが揃っている可能性もある。それに今の帝国には、もっと厄やつ介かいなのがいることもわかっている。あの貴たか月つきという忍にん者じやに出てこられたら、相手をできるのはレイナーだけ。

　自分とクーデリカだけで天魔将となると……魔法のエキスパートでもいれば心強いが、パリエル傭兵団にいるのは剣けん術じゆつ馬ば鹿かが三人だけ。

（……こんなことなら、もっと真面目にシーナから魔法のこと習っておけば良かったかな……）

　しかし先に立たないから後こう悔かいと言う。

　もっとも、習ったところで天魔将はそれこそ魔法の天才集団。並の魔法使いでも付つけ焼やき刃ばに等しいだろうし。

「正せい攻こう法ほうは無理……ですね」

「もちろん、そうだろう。だが君たちは他ほかでもない、かのマヒロ王子とは顔見知りだ」

　それはそうなのだが、マヒロ単品であれば力ちから尽ずくの方が遥はるかに楽なのだ。しかし彼を取り巻く状じよう況きようがそれを許さぬだろうというジレンマ。

「無論、ことがことだけに君たちだけに頼たのむものではない。助っ人を用意してある」

「助っ人……？」

　考え込んでいたパリエルはその言葉に、ぱちくりとしながら顔を上げた。
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「定時」

《こちら風一号。腹減った……》

《同じく二号。腹減ったなぁ……》

「……そんな報告はいらんと昨日も一昨日おとといも言ったはずだが」

《しかしおかしいだろう。どうして給きゆう与よ明細に０しか書いてないんだ》

《何ももらえないんじゃ、給料とは言わんだろう……なのに明細だけ渡すってのはどういう嫌いやがらせだ》

　聞こえてくるのは、嘆たん息そくと腹の虫の鳴る音ばかり。

「何やったんだ、お前ら」

《俺が知るか》

《俺だって知らん》

「……」

《いや……ひょっとして、あの新型機関車の時の女か？》

《……ああ。あの口の悪い女か。だとしても何者だったんだ》

《さあな。どこかの貴族か、それとも大臣、将軍クラスの娘むすめか……》

《はっ、どうせ世間知らずの、スイーツばっかり食ってるような意地汚きたない女に違ちがいない》

《ああそうだ、全く何様のつもりだ。どうせ親の七光りだけで生きてきたような心の醜みにくい女に違いない》

　……。

「……お前たち、来月は給料があるといいな」

《えっ》

《えっ？》

「いや、なんでもない。それより、目的地は遠いぞ」

《任務自体は楽だが……辺境の山の中とはな》

《久しぶりの遠出だ。小こ遣づかいはないが旅を楽しむとしよう》

「それがいい。通信終わる」
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　旧レンキス王国は現在の帝てい国こく南西部、バクターヌ大公領北西部に栄えたそれなりの大国であった。遺跡自体は人里を離はなれた高原地帯に、突とつ如じよとして見えてくる。

　古い文ぶん献けんに描えがかれた作りかけのバベルの塔とうのような、円形の、裾すその広い建造物。

　約二年の調査の末、周辺は調査団と警備の騎き士し団の暮らすバンガローなどが並び、ちょっとした集落ができあがっていた。ただし、それは遺跡の間近ではなく、遺跡から数百メートルもの距きよ離りを置いて設営されていた。

「ささっ、マヒロ様っ。どうぞお足元にお気を付けくださいませっ」

「ついてこなくてもいいのになぁ、もう……」

　マックスの開けたドアから馬車を降り、マヒロは改めて遠目に遺跡を眺ながめる。

　すぐ近くには、ぐるりと、遺跡を一周するように柵さくが立てられている。賊ぞくの侵しん入にゆう防止にしては高さのない、鉄てつ条じよう網もうすらない簡素なものだ。

　そこにメイド姿のコーネリアが、クリップボード片手にやってきた。

「それではマヒロ様、まずは現場の者たちと打ち合わせを行いましょう」

「……あれ、コーネリア様。姉上のところに見ないと思ったらこんなところに」

「ここも一応、バクターヌの領地ですから。シャルロッテ様より、マヒロ様の秘書としてサポートするよう申し付けられました。お父様にも話は付けてありますから、入り用な物などございましたらなんでもおっしゃってくださいませ」

　なるほど、シャルロッテの言っていた自由裁量。コーネリアがここまで言うのであれば、バクターヌの領内では万全と見て間違いあるまい。

「そ、そ、そっ、それではコーネリア様、今晩の添そい寝ねの相手などどどどど」

「はい、かしこまりました」

　にっこりとコーネリアが微笑む。

　舞ぶ踏とう会で初めて会ったときも思ったが、気品の中に垣かい間ま見みえるあどけなさが抜ばつ群ぐんに可愛かわいらしい。

「……って、ええっ!?　い、いいい、いいのですかっ!?」

「はい。そういうことですのでマックスさん」

　傍かたわらの執しつ事じが白い歯をキラリと輝かがやかせて笑った。

「はいっ、お任せくださいマヒロ様っ！　主人のお望みとあらば添い寝はもちろん浴場での裸はだかのお付き合いまでこなしてこその執事、どうぞ！　否いな、どうかっ!!　ご遠えん慮りよなくっ!!」

　今にもタキシードを脱ぬぎだしそうなマックスへ、しっしと手を振ふって、マヒロはコーネリアに向き直った。

「打ち合わせというのは？　今からでも行って取ってきますが」

「それが何分重要機密なので、わたくしも詳しいことは知らされていないのです。ともかく皆みな様さまお揃そろいですので、こちらへどうぞ」

　警備の黒騎士はそこかしこ。マヒロはコーネリアに従い、他より二回りは大きい建屋に案内される。

　そして通路を通った奥。窓のない一室には大きなラウンドテーブルが設しつらえられて、作戦会議室のようになっていた。

「マヒロ様をお連れいたしました」

「ご苦労様。あなたたちは下がっていい」

　奥の席に掛かけているユリカが言うと、マックスとコーネリアはお手本のようなお辞じ儀ぎをして退室する。

「好きなところにかけて」

「はい。では……」

　とりあえず巫み女こ装しよう束ぞくの姫ひめ将軍。長は谷せ部べ沙さ耶や香かの隣となりに掛ける。

　途と端たんに目を吊つり上げた沙耶香が言った。

「な、ぜ、だっ。他にいくらでも空いているだろうにっ」

　そこに、入いれ墨ずみだらけの上半身、真っ赤な髪かみを逆立てガスマスクのようなものを付けた紅ぐ蓮れんの男が言った。

「久しぶりだな、亡国の王子様よ。あのときは名乗る暇ひまもなかったが……」

「君は確か……、地獄よりザ・現出せしグランドフアイア・噴炎とマグマ・溶岩のヴオルケーノ・化イ身ン、・その偉大ザ・なる劫火ヘル。天魔将の一人だったな」

「お……、おう……。」

　からかったはずが、まさかフルネームで返されるとは思わなかったのか、通つう称しようＴＧＭはきょとんと目を丸くした。

「マグマ大使だっけ」

「西方太守だ馬ば鹿か野や郎ろう」

　怒おこったように言って、ＴＧＭは横を向いた。

「それと、そちらは？」

　残る一人に、マヒロは声を掛ける。

　魔ま導どう師し風のローブを装よそおった、ショートヘアで二は十た歳ちくらいの女が椅い子すを蹴ける勢いで立ち上がった。

「は、はっ、初めまして王子様っ、ま、マロン・ブッシュネル、ですっ！　学術技官で、いい、い、遺い跡せきの調査全ぜん般ぱんの葬そう式しき、じゃなくて総指揮を任されています！　二十二歳です、よろしくお願いしますっ！」

　立ち上がったのと同じくらい勢いよくお辞儀して、テーブルにおでこをぶつける。

　今度はマヒロが興奮のあまりテーブルを打ぶっ叩たたいて立ち上がった。

「きたっ！　一いつ生しよう懸けん命めいなドジっ子だ！　二十歳を超こえているが構うものかっ、誰だれぞ、誰ぞメイド服を持てっ!!」

「ははっ、こちらにございますマヒロ様っ!!」

　部屋の外に控ひかえていたのか、そしてどこに用意していたのか、マックスが本当にメイド服を持って入室してきた。

「でかしたぞマックス！　どこかアレだが本当によくできた執事だなおい!?　さっそくこの子に着せ、水がたっぷり入ったバケツを持たせるのだ！」

「はいっ、ただいまっ！」

「えっ!?　えっ!?　なんですか!?　困ります……！」

　頭を上げたマロンがおろおろ、右往左往し始めたそのとき。

　コンコンコン、とユリカがテーブルをノックした。

「マックスは下がる。マヒロ王子とマロンは座る。あと、黙だまる」

　マックスがそそくさと退室し、マヒロとマロンが椅子に掛け直し。元の静けさが戻もどったところでユリカは切り出した。

「それでは本題に移る。マロン、状じよう況きようの説明を」

「は、はいっ！」

　せっかく座ったのをすぐまた跳とび上がるように席を立ち、テーブルに用意しておいた、一メートル四方の大きな図版を広げた。先さき程ほど見えた遺跡そのままの形が記されていた。

「こ、こちらが〝帰らず神しん殿でん〟の三面図になりますっ！」

「ちょっと待った」

　マヒロはいきなり挙手して遮さえぎった。

「は、はいっ、王子様、何か不ふ手て際ぎわがありましたでしょうかっ……!?」

　おたおたと図版のシワなど伸のばし始めるマロンであったが、当然そんなことはどうでもよく。

「なんですか、その……帰らず神殿という物ぶつ騒そうな名前は」

「こ、これにつきましては、以前から冒ぼう険けん者たちの間で呼ばれていた愛あい称しようのようなものでしてっ、それでその、私たちも便べん宜ぎ上じよう、その名前を……！」

「あー、できればですね。その名前の由来の方を聞きたいのですが」

「はいっ、中に入ろうとして帰ってきた者がいないからですっ！」

　明めい瞭りようにして簡潔。

　マヒロは諦あきらめて頷うなずいた。

「……わかりました。続きをどうぞ」

「はいっ、えっと……つまりこの帰らず神殿には、旧文明最後期のハイテクによる、非常に高度な防衛システムが備えられていますっ。確かく認にんできたところでは、光学式の……あ、つまりレーザータイプのセントリーガン……えっと、セントリーガンというのはですね……！」

　自動制せい御ぎよで標的を追う、据すえ置おき型の銃じゆう座ざだ。

「他ほかの遺跡でも見ていますので、それについては大だい丈じよう夫ぶです。というか……」

「はい……？」

　内部構造の違ちがいは、それぞれの遺跡にもあったが。

「ひょっとしてこれ、地表に出ているだけで、他の遺跡と大差ないのでは？」

「そ、そうですっ！　ヴェロニカとオオヤシマの遺跡も調査したんですけど、そうみたいなんです！　ご明察です！」

「じゃあ話は簡単です。僕であればセキュリティシステムは反応しませんよ」

　ユリカが言った。

「……マロン、ものは試ためし」

「えっ、ええっと、ですが万が一……！」

「いいから。外に出る」
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　外に出た。

「……ユリカ様」

「なに」

「なんですかこの犯罪者か奴ど隷れいのような扱あつかいは」

　マヒロは猿さる回まわしのように腰こしに縄なわを括くくられていた。その縄の続く先を握にぎった沙耶香が言う。
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「心配するな。危ないときにはちゃんと引き戻してやる」

「いや……引き戻すって言っても……」

　ここはバンガローの並ぶすぐ近く。遺跡まではまだ何百メートルもあり、ロープはせいぜい数十メートルしかない。

　マヒロの腰からは二本の縄が伸びており、もう片方を持っているＴＧＭが笑った。

「一本がレーザーで焼き切れても大丈夫なようにだとよ。ま、二本とも切れたら諦めるしかねえが」

　そこでマヒロは、ようやく思い至った。

「……ひょっとして、この段階からすでにセキュリティが反応すると？」

「は、はいっ、そうなんですっ！」

　胸に抱だいた様々な資料をギュッと握って、不安げにマロンが言う。

「恐おそらくそこが、今まで王子様が訪おとずれてきた遺跡と決定的に違う点で、あのっ……王子様にはつまり、申し上げにくいんですけど、そのっ……！」

「実験台、ってことだぜ」

　ＴＧＭの言葉に、マヒロは頭を搔かいた。

「ということは……」

　来たとき気になった柵さく。目の前のそこだけが今は解放されている。それを指差しマヒロは言った。

「これ。侵しん入にゆう防止じゃなくて、誤って中に入らないように……ということですか？」

　こくり、ユリカが頷いた。

　次にマロンが補足する。

「え、えっと、柵は、危険範はん囲いから約三十メートルのマージンを取ってあります！　それ以上進んだら、どうか気を付けてください！」

（そうは言っても……）

　マヒロはまた髪を搔いた。

　遺跡がどれだけ優すぐれた技術によって構築されているかは、学者のマロンには悪いが自分が一番よく知っている。そして優れた技術であるが故ゆえに、その判別は完かん璧ぺきなのだということも、マヒロは過去の経験から知っていた。

「……んじゃ、行きますか」

　遺跡の入り口は既すでに開いている。扉とびらのようなものはない。と言ってもあれは遺跡そのものの入り口であって、祭さい壇だんへのそれはまた別なのだろうけど。

　マヒロは何を危き惧ぐすることもなく、過去に最も栄えた先人の理性を疑いもせず、遺跡に向かって歩き始めた。

　科学信しん奉ぽうというやつだ。

　なぜなら科学とは、具象化された理性だからだ。

「そ、そろそろ危険範囲ですっ！」

　メガホンを持ったマロンの声を背に、マヒロは肩かたをすくめるだけで歩き続ける。

　秘されているモノがモノなのだからセキュリティが強力なのは当たり前だろうに。マロンたちは初めて目まの当たりにした旧文明のそれに、いらぬ怯おびえを抱かかえているのに違いない。

　遺跡の外がい壁へきに、数機のセントリーガンが生えるのが見えた。

　瞬しゆん間かん。

「ぐへっ!?」

　マヒロは腰のロープに勢いよく引っ張られた。直後、その場所に音もなく光の線が走る。マヒロ自体は身をくの字に折ったまま、一本釣づりの如ごとく沙耶香の頭上を飛び越こえ。

「ぎゃっ!!」

　地面へと落下、激げき突とつした。

「大丈夫でございますか、マヒロ様っ！　お怪け我がはっ！」

　どこからともなく救急箱を取り出したマックスが駆かけ寄ってくる。

「打ち身捻ねん挫ざ打だ撲ぼく骨折擦さつ過か傷しよう、嗚あ呼あ、人工呼吸までっ！　全すべてこのマックスめにお任せをっ！」

「だからっ！　君が真っ先に寄ってきたら他の女の子が心配して余を抱き起こしてくれないだろうっ!?」

「お元気そうで何よりですわ、マヒロ様」

　元よりあまり心配してなかったようなコーネリアが、ニッコリ微笑ほほえんだ。

　そして沙耶香が冷たい視線で吐はき捨てる。

「ペルグルンであの高さから落ちて生きているのだ。誰が心配などするか」

「でもこれではっきりした。中に戻る」

　そもそも議論などする気もないように、ユリカが先程の建屋に戻っていく。

「あっ、あのっ、えっと……」

　おろおろとしていたマロンだったが、結局マヒロにぺこりとお辞じ儀ぎをしただけで、ユリカの後を追っていく。

「……前から思ってたんだが、帝てい国こくの女って強すぎやしないか」

　嘯うそぶくマヒロに、ＴＧＭが笑って答えた。

「陛下は王おう妃ひ様も皇女様もとても大切にしていらっしゃるからな。そうした女性を大事に扱う気風が、そのまま国風にも繫つながってるってわけだぜ……ま、それを勘かん違ちがいして付け上がるような性格の悪いのは問題だがよ」
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　元の会議室に戻ってきて、ユリカが嘆たん息そくした。

「危惧していたことが現実になった」

「は、はいっ……！」

　席を立ったマロンが発言する。

「実は、以前はこんなことはなかったんです！　帰らず神殿の入り口までは、冒険者さんでも、誰だれでも辿たどり着けたんですっ……！」

「ということは、何かきっかけが？」

　マヒロの問いかけに、マロンは首しゆ肯こう。

「私の前任者が、侵入した遺い跡せきの中で何かの扉を爆ばく薬やくで強ごう引いんにこじ開けようとしたそうでっ……恐らくはそれがきっかけでセキュリティが本格稼か働どうし、今の状態になったと推測されますっ……！」

「その調査団から、他に報告は？」

　マヒロの問いかけに、悲しそうな目でマロンは俯うつむいた。

「それは……帰らず神しん殿でん、ですから……」

「なるほど、帰ってこなかったと」

　素っ気なく言ってから、マヒロはふと思い出す。

「しかし、話からするとあの状態以前から『帰らず』だったのですよね？　僕の経験では、ああしたセキュリティは祭壇にしか見なかったのですが……遺跡の他の場所もあのような？」

　質問に対し、マロンはあたふたと資料を漁あさる。

「えっと、それが、奥深くまで進むと、守護者ガーデイアンがいるそうなんですっ！」

　マヒロは目を丸めた。

「モンスターですか？」

　入り口が開きっぱなしなら、そうした何かが勝手に棲すみ着いていてもおかしくはない。むしろ主を失った建物であれば今の時代、ごく当たり前とも言えることだ。もっともその場合は占せん拠きよ者でこそあれ、守護者という呼び名は大おお袈げ裟さな気がした。

「くっ、詳くわしくは、その、やはり帰らず神殿ですので証言が乏とぼしく、説明が難しいんですけど……！」

　腕うで組ぐみしたまま沙耶香が言った。

「魔ま物ものというより、幽ゆう霊れいの類たぐいらしいぞ」

「モンスターのエーテル類ではなく、心しん霊れい現象的な？」

「技官殿どのも知らないことを、私が知るわけないだろう。だが古来より、古い建物に物ものの怪けが憑つくというのはよくあることだ」

　次いでマロンが頷うなずく。

「ハセベ将軍の話は、冒ぼう険けん者らの間で特に噂うわさになっていた一説ですっ。また、そうではなく、旧文明の大戦争に使用されたバトルマシーンの生き残りだという話もありますっ……！」

　斜はすに構えていたＴＧＭが、手の平を返した。

「欲搔いて奥まで踏ふみ込んだ連中は、そいつに出会って『帰らず』なんだ。証言なんてのはビビって途と中ちゆうで逃にげ帰った臆おく病びよう者だけが、後からベラベラ囀さえずってんだよ」

「なるほど、それもよくある話か」

　マヒロは肩をすくめた。

　戦う前から回れ右したのでは、ＴＧＭが言うとおりただの臆病者扱あつかいだ。しかし、あそこにはとんでもないバケモノがいる、さすがの俺も敵かなわず逃げてきた……とでも言っておけば、格好はつく。

　もっとも帰らずなんて名前がつくほど実際の犠ぎ牲せい者がいるのだから、勇ゆう敢かんか臆病かはともかく、生きて帰ってきた連中の方が冒険者としての適性はあったのだろうとマヒロは思った。

　わたわた資料を漁っていたマロンが、一枚を見付けて顔を上げる。

「ゆっ、幽霊とか、マシーンとか、全体的な表現はともかく、具体的な証言もありますっ……！　えっと、なんでも、美しい娘むすめが光の尾おを引きながら、音もなく虚こ空くうを漂ただよっていたそうでっ……、こ、これが幽霊説の発はつ祥しようではないかと、私は推測しますっ」

　沙耶香が真顔で顎あごに手をやり、首を傾かしげた。

「光の尾……なるほど、噂に尾ヒレがついたわけだな……」

　特に狙ねらって言った様子でもなかったので、マヒロはそれについては言げん及きゆうしなかった。

「ま、その手のことは話が大きくなるのが常ですからね。じゃあそれは後回しにして、まずはあれを突破する術すべですか」

「そうなる」

　ユリカが首肯した。

「マロン。要点だけ」

「は、はいっ！　え、と、あのレーザーはとにかく強力で、重騎き士しの鎧よろいでも約一秒で蒸発してしまいます。すごい威い力りよくです！　ミスリル準銀を使用する聖騎士の盾たても、一・二秒で蒸発してしまいました。やはりすごい威力ですっ！」

　どこか興奮気味なマロンを見たユリカは、無表情ながら呆あきれて言った。

「私も魔導障壁マジツクシールドを試ためしたけど、三秒が限界」

「すごいですっ！」

　三秒防いだユリカがすごいのか、三秒で破ったレーザーがすごいのか、あるいはその両方か。マロンは言わなかったが。

　ユリカは構わず続けた。

「銃じゆう弾だんのような瞬間のインパクトならともかく、連続性が厳しい。よって私が考える結論は二つ。遺跡の内部に辿り着くまでレーザー光をかわし続けるか、身を守り得るその数秒以内に遺跡の内部に辿り着くか」

　マヒロは首肯。

「なるほど。たとえば聖騎士の盾を十枚重ねにすれば、十秒は確実に余よ裕ゆうができるわけですね」

「そう。それは事実」

　ユリカも頷く。

「ただしレーザーの狙いにはランダム性がある。百キロ近い重量を抱えながら、全身をその五十センチ四方の面積に隠かくし、柵さくから遺跡までの三〇〇メートルを十秒で駆け抜ぬけられればの話。もちろん、紋もん章しようを取りに向かうあなたが」

「無理です」

「そう」

　ちょっと残念そうな声がした。

　ひょっとしたらできるかも、とか僅わずかでも本気で思ったのだろうかこのお姫ひめ様は。

「とは言え、かわすのはもっと無理ですし……」

「あっ、あの、ですけど可能性がないわけでもありませんっ……！」

　マヒロは考えようとした頭を上げ、マロンを振ふり返った。

「と、言うと？」

「は、はい、調査の結果、セキュリティシステムは設計者の企き図とした通りの性能を発揮しているわけではない、と私は推測していますっ……！　姫様は先さき程ほど照準がランダムだとおっしゃいましたが、あれは恐おそらく、補正機能が働いているためではないかと思いますっ！」

　ランダムに光線が揺ゆらぐのは最初の約三～五秒ほどで、それ以上になると標的の中心線にピタリと狙いが定まるのだという。そこから、システムに何らかのエラーを生じているのではないかとの推論が立てられる。

　つまり設計当初の性能であれば、そのような測敵は照射前に完かん了りようさせることで、いきなり目標のど真ん中を撃うち抜けるのではないかということだ。

「それと、遺跡の壁へき面めんからセントリーガンが現れ、固定されるまでに最短で二・七秒、それから、セントリーガンがレーザーを照射するまでに最短で一・六秒ほどの時間がかかります！　つまり、誤差を考こう慮りよしても、四秒以内に遺跡内部へ到とう達たつできれば、レーザー照射を受けることはない、ということになりますっ……！」

　柵から遺跡までは三〇〇メートル。

　ＴＧＭの嘆息がマスクを鳴らした。

「一秒間で七十五メートル。キャスティのアホでも無理なハイスピードだぜ」

「あ、す、すみませんっ、そうですよね、無理ですよね、すみませんっ……」

　興奮気味にまくし立てていたマロンが、ＴＧＭの視線に射すくめられたように小さくなって腰こしを下ろす。

　そこにマヒロは、誰へともなく訊たずねた。

「ちなみに時速に直すと？」

　即そく座ざに答えたのはマロンだった。

「あ、えっと、二八〇キロメートルですっ！」

「じゃあ条件さえ揃そろえばいける」

　その場の全員が、えっ、と驚おどろいたような顔をした。

「待って」

　ユリカが真しん剣けんな声でストップをかけた。

「マヒロ王子。あなた、まさか」

「ええ、バイクで全開くれるだけの簡単な仕事ですよ」

「だめ。許可しない」

「なんでですか。楽勝ですよこんなの」

「楽勝でも辛しん勝しようでもどうでもいい。危険すぎる」

　でも、とマヒロは机上の三面図を指差した。

「見た感じ一階部分は空くう洞どうです。ですよね、マロンちゃん」

「は、はいっ、え、えっと……一階部分はとても広い、ホール状になっていますっ！」

「つまりある程度の減速は可能ということです。ペルグルンの時と違ちがってノーブレーキで激げき突とつするわけじゃありませんから、死にやしませんよ」

「でも、死ぬ可能性も否定できない。いくら広いと言っても、入り口からの奥行きはせいぜい百メートル。そんな速度域からの減速には全然足りないはず」

「もちろんです。そこでユリカ様の出番となるわけです」

「……えっ」

　予想外の言葉に、ユリカは目を丸くした。

「ユリカ様には僕の後ろに乗ってもらい、レーザーを防ぐためのシールドを展開してもらいます。速度はいくらか下がるでしょうけど、プラス三秒のマージンを考えれば遥はるかに安全策と言えます」

「えっ、えっ」

「さらに、突入成功後は慣性緩かん和わでも衝しよう撃げき緩和でも構いませんから、減速時にそうした魔法で僕の身を守ってください。もちろんユリカ様もお怪け我がをなさらないように。現段階では中に何が潜ひそんでいるかわからないわけですから、その後の護衛もお願いします」

「えっ……」

　ユリカも妹から、マヒロのペルグルンでの無茶は聞いていた。それがいかに無茶であるか、とてもよく知っていた。

　それに、付き合えとのたまう。

「……無理」

　ユリカは目を丸くしたまま、素すで首を横に振っていた。

「無理じゃなくて」

「だって、私は魔法の専門家として遺い跡せきの調査にアドバイスしに来ただけ。聞いてない」

「いま言いました」

「やだ」

「子供じゃないんですから」

「だめ。行かない」

　マヒロはいよいよ説得は難しいかと溜ため息いきをついた。

「わかりました。そんなユリカ様にいいものをお見せしましょう。……ちゃららでってれー♪　ティコティコーン！　じゆうさいりょーけーん」

　胡う散さん臭くさいジングルを口ずさみながら、一枚の書類を取り出す。

「じゆうさいりょうけんだと？　ニン右衛え門もん、それは一体？　これはねーバティス太くん、なんでも好き勝手やっていいっていう許可証なんだ」

「なっ……なんだ、その胡散臭い小芝しば居いは……」

　思わず呻うめいた沙耶香に、マヒロは答えた。

「帝てい都との劇団ニンニン座がやっている、パチモノ臭くさいと評判の『ニン右衛門＆バティス太』シリーズの真ま似ねですよ。旧文明崩ほう壊かい後の世界で生き残りをかけて戦う孤こ高こうの戦士バティス太を、大戦争の眠ねむりから目覚めた二十六世紀の忍にん者じや型ロボット、ニン右衛門・牙が龍りゆうが不思議な忍者兵器で助けるというハートフルバイオレンスアクションで……」

「そこまでは聞いていないが」

「じゃあこの仕事が終わったらデートがてら一いつ緒しよに見に行こうか」

「行かないが！」

　無下に断った沙耶香はさておき、ユリカは言った。

「自由裁量というのは、任務のある範はん囲い内についての判断の自由を認めるという意味で、好き勝手にしていいという意味とは違う」

「ではどうぞ」

　やってきたマヒロが差し出した紙を、ユリカは受け取った。




『自由裁量許可証




　発令

　グランマーセナル帝国軍令本部長シャルロッテ・アルセイン・マジスティア




　対象

　中原領政務官大使マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト




　範囲

　聖せい魔ま杯はい起動紋章の確保




　効力

　なんでも好き勝手やっていい権利を与あたえるものとする





以上』






　がたん。

　ユリカはテーブルに突つっ伏ぷした。

「姉上……。」
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　夜。

「……困った」

　野菜メインの質素な夕食をつつきながら、ユリカは小さな溜息をついた。

　両りよう脇わきには、給仕するノアールローゼン二人。

　テスラという、やや釣つり目のロングヘアの方が言った。

「もういっそのこと、陛下に直じか談だん判ぱんしたらいいんですよ。ユリカ様ＬＯＶＥな陛下なら、絶対お許しになりませんって」

　カトリーヌという、やや垂れ目のショートヘアの方が眉まゆをＶ字にして言った。

「そうですよ、何も姫様ご自身が危険な目に遭あわれる必要はありませんよ！　陛下のお言葉であれば、いくらシャルロッテ様の命令書だってチチンプイです！」

「それは、そうだけど」

　ただ。

　確かに自分でなければ、他ほかに誰だれがいるかという話だ。純じゆん粋すいな魔ま力りよく量の比ひ較かくからして、帝国内で自分に勝まさる者がまずいない。しかも三秒防げたのはただの魔導障壁マジツクシールドではなく、闇やみ属性の、光に対して相応の軽減効果を持つものだ。

　それでも三秒限りであることを考慮した場合に、やはり自分しかいないのではないか。

（……）

　遺跡の状じよう況きようは、シャルロッテもよく知っているはずだ。

　となれば今回のマヒロの作戦はまず間ま違ちがいなく姉の策さく謀ぼう、いっそ事前に軍令本部長室で取り決められていたことなのか……。

　そんなことを考えながら、食事を進めていく。

　ユリカが無口になったので、テスラとカトリーヌはその後ろで互たがいに顔を見合わせ、小さく肩かたをすくめる。

「そもそも」

　ユリカの突然の声に、二人のメイドが瞬まばたきする。

「はい？」

「なんですか、姫ひめ様」

「なぜあの二人は、ああも仲がいいのか」

　二人のメイドが、また顔を見合わせる。

「えっと、それってマヒロ王子と……」

「シャルロッテ様のことですか？」

「そう」

　いくら何でも好き勝手していいはない。あの姉がそこまで誰かを信用、信しん頼らいしている姿はちょっと記き憶おくにない。

　同じ策謀家タイプで、そこまでウマが合うものだろうか。どちらともなく腹の探さぐり合いになり、反目してしまいそうなものだが……。

「そんなに仲がいいんですか？」

　テスラの疑問に、はっとカトリーヌが息を吞のんだ。

「もしや……略りやく奪だつ愛あいっ……！」

　またとんでもないことを言い出したカトリーヌに、テスラが問う。

「は？　なにさ、略奪って」

「ああ、だからテスラってばわからないの!?　シャルロッテ様とマヒロ王子は、実は愛し合っているのよっ……！」

「なんで？」

　素で首を傾かしげるテスラに、いらっとしたようにカトリーヌが答えた。

「ああもう、馬ば鹿かね、理由なんてどうでもいいの！　軍令本部長執しつ務む室という閉ざされた密室で、あちらの国の王子様とこちらの国のお姫様という出会うはずのない二人が出会ってしまったのよ！　シャルロッテ様はいずれはこの国を負って立つお方、マヒロ王子にとっては憎にくき父の敵かたきのはずなのに……ああ、身分違いの恋こい！　運命とはなんて残ざん酷こくなのかしら……！」

　素で首を傾げたままパチクリするテスラ。

「それ先にやったのルナス様じゃん？」

「ええ、そうよ！　共に手を取り合う二人！　でもマヒロ王子には、すでにルナス様というフィアンセがっ！　苦く悩のうする一人の少年を巡めぐり、相争う姉と妹。ああもう、これだけでご飯三杯はいけるッ……！」

　テスラ曰いわく。

「でもそれ、王子様が優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけだよね？」

「もっ、馬鹿ね、だからまだ若い王子には、これは究極の選せん択たくなのよ！　迷って当然なの！　で、ここからがいいところなんだけど、今度はその略奪トライアングルにユリカ様まで加わって……」

「ウニ」

　ユリカがひとたび唱えると、拳こぶし大のそのような暗黒生命体が天てん井じようから降ってきてカトリーヌの頭に突き刺ささり、悲鳴が上がった。

　警備の騎き士しが駆かけ込んできた。

「失礼いたします、ただいまこちらより女性の悲鳴が……！」

「問題ない。下がっていい」

「はっ！」

　迅じん速そくな対応を見せた黒騎士を退出させ、ユリカは食事の続きに戻もどる。

　しくしくと涙なみだを流すカトリーヌをよそに、テスラは言った。

「……何の話でしたっけ、ユリカ様」

「なんだかもう、どうでもいい」

　自転車に乗れたことがないのでバイクに乗るのはもっと怖こわいから、今回の作戦には反対……とは、一国の皇女としても闇の法王としても、今さらとても言えないし。
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　帰らず神しん殿でんのある山の裾すそ野のに、旧レンキス王国の城下町が広がっている。城も既すでに無く、城じよう郭かくの土台を残すのみだが、支配者を変えただけの人々は変わらぬ営みを続けていた。

　もう百キロも西に行けば、帝国が西域からの魔物に備えた西の防ぼう波は堤てい、ＴＧＭが太守を勤めるマンダレイ砦とりで。

　そうして魔物も手て強ごわい西の辺境、街外れにある酒場には、その夜も腕うでに覚えのあるハンターや冒ぼう険けん者たちが集まっていた。そしてその日の話題の焦しよう点てんは、幾いく多たの冒険者が挑ちよう戦せんし続けついに敵かなわなかった〝帰らず神殿〟の攻こう略りやくに、帝国軍がついに着手したというものだった。

「へっ、軍なんざどうせ人海戦術さ」

「ありったけの魔法と爆ばく薬やく……ドカーン！」

「攻略なんてとても言えないわね」

「探たん索さくや探検なんてロマンは、がさつな連中には理解できないんだよ」

　そうして酒の香かおりと紫し煙えん、益やく体たいもない噂うわさ話ばなしが充じゆう満まんする中に、また新たなグループが入ってくる。

「おい、聞いたか？　帰らず神殿の野営地に、第二皇女が来ているらしいぞ」

「なんだって？　こんな辺へん鄙ぴなところに皇族直々にお出ましってのはどういうことだ？」

「決まってんだろ、やっぱあそこにはそれだけのお宝が眠ねむってやがるのさ」

「今さらそれを知ったところで、あたいらみたいなエクスプローラーにゃおこぼれもありゃしないよ」

「軍の目を盗ぬすんだところで、神殿自体が鉄てつ壁ぺきの防衛機能を持ってやがる」

「おいおい、けどよぉ、もしもだぜ……？」

　もたらされた新たな話の種に、酒場はまたにわかに活気づく。

　その隅すみのテーブルで、パリエル、レイナー、クーデリカの三人は夕食を摘つまみながら人を待っていた。

「……まさか二番姫が来ているとは……」

　クーデリカがよくない表情で呟つぶやいた。

　パリエルは枝豆を摘んで一口。

「炎えん将しよう、闇あん将しよう……結局二人か」

　腕組みして目を伏ふせたままのレイナーが付け加える。

「強さで言えば、ハセベ将軍も天魔将と遜そん色しよくはない」

「じゃあ三人、と……やっぱり正面突とつ破ぱは難しそうね」

　指折り数えて、パリエルは肩をすくめた。

　そこに……。

「よぉ！　稼かせいでるかい？」

「っ……」

　店の中にいなかったはずの男が、なんの不自然さもなくそこにいて、声を掛かけてきた。ほぼ同時にレイナーは視線を上げ、クーデリカは剣けんの柄つかに手をかける。

　粗そ野やな長ちよう髪はつ。卑ひ屈くつな笑えみと下げ卑びた声。あえてどこにでもいそうな冒険者を意識したのだろう衣い装しよう。まだ記憶にも新しい、麒き麟りんと名乗ったあの男だった。

　驚おどろきはしたが、パリエルは椅い子すに掛けたまま答える。

「これから稼ぐところよ」

「ひゃっひゃっ。そうかよぉ、まさかてめえらとはなぁ」

　同じテーブルの空いている席に断りもなく掛けたかと思うと、並ぶ料理を摘み食いし始める。

　今のやりとりが、ノエバから聞かされた助っ人との符ふ丁ちよう。

『稼いでいるか』、と聞かれれば『これから稼ぐ』。

『稼げているか』、と聞かれたら『稼ぎたい』。

　こういった酒場であれば、よくある時候の挨あい拶さつであった。

「それはこっちのセリフです」

　クーデリカは麒麟を睨にらんだまま、得物の柄を手て離ばなそうとはしなかった。

「パリエル様、いくらなんでもこの男と組むのは危険です。今からでもノ……」

　ノエバの名を思わず出しそうになり、クーデリカは口を噤つぐむ。

「……抗こう議ぎすべきです」

「言ってくれるじゃねえかチンチクリン。こっちだってなぁ、てめえら、ていうか」

　麒麟はこれ見よがしに顔をしかめたまま、親指でレイナーを指差す。

「そこのバケモノと組むなんて反へ吐どが出るってもんだ。てめえらが引いてくれるってんなら止めやしねえぜぇ？　獲え物ものは俺らだけで頂くからよぉ……？」

　身を乗り出してぐちゃぐちゃと肉を咀そ嚼しやくする麒麟へ、パリエルは笑いながら言った。

「またまた、そんな冗じよう談だんを。組むなら背中に気を付けろってわけでもないんでしょ？」

「まぁ～、なんかの事故でそういうこともあるかもなぁ～？」




　ドンッ。




「ッ……!!」

　麒麟が料理を摘むために伸のばした手の甲こうに、パリエルはナイフを突つき立てた。食事用の丸いナイフが、その下の木のテーブルまで突き刺さる。あまりにあっさりとした音は、賑にぎやかな酒場の喧けん噪そうに搔かき消され、他ほかの誰だれも気付きもしない。

　パリエルは笑顔のまま言った。

「ビジネスに私情を持ち込むのは三流のすることだって、わかる？」

「て、めっ……ガキの分際でっ……！」

「じゃあいいや。やれ、レイナー」

　一転、冷たくなったパリエルの表情と声に、レイナーが無表情のまま立ち上がり、漆しつ黒こくの大おお業わざ物ものに手をかける。

「まっ、待てっ……わかった、わかったから落ち着け、くそっ……！　俺はただの使い走りだ、仕事を引き受けたのは俺じゃねえ……！」

「え……？　そうなの？」

　パリエルはナイフを引き抜ぬいた。麒麟の手にはまだ貫かん通つう創が空いたままだったが、テーブルに血はこぼれておらず、ナイフにも血はついていなかった。

　もちろん、二度と食事に使う気にはならなかったが。

「でも、確か……なんだっけ。あなた、風ふう牙が衆でも大分偉えらいんじゃなかった？」

　麒麟は手の甲をさすりながら、苛いら立だった目をしていた。

「……気安くその名前を出すんじゃねえよ。とにかく、続きは後だ。ついてこい」

「あ、待って」

　立ち上がった麒麟をパリエルは呼び止めた。

「なんだ、まだ何かあんのか」

「お代」

「は？」

「いや、食べたでしょ。料理。お代、払はらっといて」

「はああ～!?　なんで俺が!?」

「だって三人分の食事代も出せないほどケチでシミったれた組織じゃないでしょ、〝風牙衆〟は」

　いい笑顔でこれ見よがしにその名前を出すと、麒麟は憤いきどおり半分に歯は嚙がみしながらも呆あきれ半分、懐ふところから取り出した貨か幣へいをテーブルに叩たたき付けた。




　　　　◆




　街を離れたパリエルたちは、月明かりの薄うすい夜の森を歩く。

「どこまでいくつもり？」

「もうすぐだ。心配すんな、ここら一円にはうちの連中が結界を張ってるから魔ま物もの一いつ匹ぴき出やしねえ。が、俺からはぐれたらどうなっても知らねえぞ」

　クーデリカが油断なく耳打ちする。

「風牙衆のテリトリーに踏ふみ込んでいるということです、パリエル様」

　罠わなを疑っているのだろう。

　言われてみれば……魔物の気配はなくとも、人の気配はあるような気がする。気がするだけで、そこまではっきりとは摑つかめない。しかし、誰もいないのかもしれない。そういったレベルの隠おん密みつ集団であることは、パリエルも過去の経験から知っている。

　やがて、少し開けた場所に出た。木立の中、空にぽっかりと星空が見える、逢あい引びきには雰ふん囲い気きが良さそうな草地。もっとも、恋こい人びと同士であればの話だが。

　そこに白尽ずくめの男が立っていて、パリエルはあっと声を上げた。

「白しろ鴉がらす……」

「くっくっく……いよいよ縁えんが深いと見えるな、おぬしらとは」

　麒麟が言った。

「早かったな、鴉」

「頭領のお出いでに遅ち刻こくもあるまい」

　頭領……？

　パリエルが聞こうとする前に、立ち止まった麒麟は唇くちびるに指を掛けて息を吹ふいた。音はない。

　犬笛のようなものか、瞬またたく間に鉤かぎ爪づめ、覆ふく面めんの一団が木こ陰かげから、枝葉の間から現れた。かといってこちらを取り囲んでどうこうしようという雰囲気もなく、皆みな、ある方向へ片かた膝ひざついて鉤爪を背中に隠かくし、頭を垂れる。

　すると、どこからともなくふわふわと、タンポポの綿毛のような物が流れてきた。

　一つ、二つではなく、森の中、風もないのにたくさんたくさん、皆が傅かしずいているその場所に集まって来て渦うずを巻き、その輝かがやくような純白の渦の中から声が聞こえてきた。

「その者たちか、幻げん蔵ぞう」

「はっ、お頭」

　麒麟と白鴉も、他と同じように片膝をつく。

　一度の瞬きの後には、綿毛はふわふわとそこかしこに散っていく。

　後に残ったのは、長い黒くろ髪かみをした若い女であった。いかつい黒のブレザーに赤いネクタイを締しめ、下は黒いストッキングの上に黒いプリーツスカート。黒いショートブーツで草を踏み締め、優ゆう雅がに一歩進み出る。

「うむ、ではまずは自己紹しよう介かいをしよう。わらわの名はケセランパサラン。風牙衆の頭領である。好きな食べ物は粉もの全ぜん般ぱん。あと葉は多た恵えが憎にくい」

　どうぞ、と言わんばかりにケセランパサランなる女から手の平を差し向けられる。

「あ、えっと……一応、パリエル傭よう兵へい団なんて呼ばれています。私はパリエル。ケチャップを使った料理は大体好きかな？　こっちは私の部下のレイナーで、絶対に認めようとしないけど甘いものが好きみたい。こっちはレイナーの妹のクーデリカで、逆に辛からいもの好き」

「うむ、よくわかった。此こ度たびは共に仕事に当たるということであるから、仲良くやろう」

「あ、これはどうも。こちらこそ、よろしくお願いします……」

　薬くすり漬づけの殺さつ戮りく集団というイメージだが……その組織のトップがこれというのは、少し意外であった。

　もっとも表向き穏おだやかな人物が、一皮剝むくと残ざん忍にんで冷れい酷こくな人物、というのは犯罪組織や野や盗とうグループなどでよくある話。となれば華きや奢しやな外観も同じだろう。ともかくあの麒麟と白鴉とを従えるのだから、あまり気を抜くべきではあるまい。

「うむ。皆ご苦労、楽にせよ」

　一同が立ち上がり直立不動となったところで、ケセランパサランは麒麟へと手を掲かかげた。

「では幻蔵、作戦の説明を頼たのむ」

「はっ。目的は帰らず神しん殿でんにある聖せい魔ま杯はいの起動紋もん章しようです。しかしこれは現状、ミスマルカの王子にしか封ふう印いんを解くことができず、我らはその封印の解除後を狙ねらっての奪だつ取しゆという段取りとなります」

「うむ。目的がはっきりしているから、分かり易やすくてよいな」

「はっ、つきましては我ら風牙は帝てい国こく軍の警備の攪かく乱らん。紋章へ向かうのは王子と面識のある、これら三人の傭兵が適任だろうとのノエバ公からのお言葉です」

「うむ。そなたらに異存はないか？」

　こちらへ向き直ったケセランパサランに、パリエルは答える。

「概おおむね大だい丈じよう夫ぶ。でもタイミングはどうするの？　封印が解けた後、って言っても……たとえば王子がそれを持って遺い跡せきを出た瞬しゆん間かんを狙うのか、それとも帝都までの帰り道を襲しゆう撃げきするのか」

「うむ、タイミングは重要であるな。パリエル団長には、それについて策があるのか？」

「団長……」

　そんな風に呼ばれたのは初めてで、少し戸と惑まどう。そもそもパリエル傭兵団と呼んだのが、先日のロッテンハイム宮前でのマヒロが最初だ。

「パリエル傭兵団であるから、パリエル団長が団長ではないのか」

「ああ、いえ。その通りなんだけど、パリエルでいいです、よ？」

　正直、たった三人で団というのも切ないのに、その大将を名乗るのはいっそ惨みじめ。

「わかった。パリエル、策はあるのか」

　一つ頷うなずき、拳こぶしを握にぎった。

「遺跡の中で封印が解けた瞬間を狙い、そして紋章ごと王子を人ひと質じちに取る……！」
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　一週間後。

　まだ朝あさ靄もや煙けむる早朝、おおよその準備は整っていた。

　今はミスマルカからの車馬隊が、マシンの最後の調整を行っている。それを若い者たちに任せた車馬隊長が、すでに舗ほ装そうの済んだ遺跡の方を見ながら腕うで組ぐみをした。

　そこからさらにバンガローの合間を縫ぬって遥はるか後方まで、加速レーンとしての舗装も済んでいる。

「しかし……また何かと思えば、今度は二五〇キロですかい……」

「出るだろ？　こいつなら」

　テントの中、車馬隊の持ってきたマシンを見ながらマヒロは言った。

　マシンの名前はＺＸ―７ＲＲ。

　パリエルを後ろに乗せてルナスの陣じん地ちに突つっ込こんだのも、もう随ずい分ぶん昔のように思えた。

　中原では道も悪く、そこまでの直線もなかったので二〇〇キロも馬ば鹿かげた夢物語であったにせよ、今回は充じゆう分ぶんな助走距きよ離りをほぼ完かん璧ぺきな直線で舗装してある。バイク自体も以前はストリップ状態だったものに、今回は空気抵てい抗こうを考こう慮りよした外装も付けている。

「そりゃあエンジンは前のガンマと同じ、一回こっきりのドラッグ仕様です。今回はそっちの兄ちゃんと嬢じようちゃんも手伝ってくれたおかげで、馬力だけなら予想外のことになってやすが……」

　車馬隊の面メン子ツに混じって、手先の器用なマックスが整備に加わっている。また、旧文明のテクノロジーに明るいマロンが、興きよう味み津しん々しんに眺ながめてはノートを取り、根ね掘ほり葉掘り訊たずねてはまた書き留め、隊員らと議論を深めている。

　隊長の話によれば、特にマロンは、これまで経験則でしか計れていなかった車馬隊の面々と違ちがって、機械やロボットといった各種工学についての見識が凄すさまじいそうだ。

「それだけの天才が全面協力してくれたのに、まだ何かあるのか？」

「メカはいいんです。一番の不安はタイヤが保もつかどうかでさぁ」

　フレームやエンジンのように、根幹をなす金属的な部分は、深くまで錆さびてさえいなければどうにかなる。錆びても研けん磨まなり溶よう接せつなりで元に近い性能は取り戻もどせる。リビルド品でもミスリルを混入して精製することで、オリジナル以上の品質を出せることもある。

　ただしタイヤはそうではない。ゴムはどうしても経年劣れつ化かする。旧文明時代のまま現存しているものはない。つまり、いま履はいているタイヤも現在の技術で製造したリビルド品。そして過去の製造技術に代わるだけの素材は、これまでのところ発見も発明もされていない。

「一応、オオヤシマの方で作られたそれなりのやつを入れちゃいますが……」

「なに、横にＧを掛かけるわけじゃない。出だしに路面を嚙かんでくれれば充分だよ」

「遠心力に堪たえられるかどうかでさぁ。今の時代、二〇〇キロや三〇〇キロを考えてカーカス巻いてる馬鹿はいやしませんぜ」

「あ。あ。隊長、君、余の数少ない理解者の一人である君ともあろうものが、ついに遠回しに余を馬鹿と言ったな？」

　車馬隊長は髪を搔かきながら深々と溜ため息いきをつき、呟つぶやいた。

「そりゃ王子……ペルグルンでのときゃあ思いましたよ。無む駄だな犠ぎ牲せいを払はらわねえためにとは、ああさすが俺たちの王子だってね。だが……」

「だが……なんだい」

「二度も三度もやるやつぁ、やっぱ馬鹿じゃねぇかと……」

「……。」

　最後のカウルが装着され、車馬隊の一人がやってきて親指を立てた。

「準備完かん了りよう、いつでもいけます！」

「よーし、それじゃあ……」

　マヒロはペルグルンでも使ったプロテクター付きに袖そでを通し、具合を確かめる。後々遺跡の中でも動き易いよう、コーネリアに頼んで腕のいい仕立屋に洗練してもらったのだ。

「いかがです、マヒロ様？」

「ええ、あつらえてもらっただけあってピッタリです。これなら足で走るにも不足ないでしょう。あとは……」

　姿を捜さがそうとしたとき、ちょうど向こうからお付きのメイドを従えてやってきた。




　　　　◆




「準備は」

　覚かく悟ごを決めたユリカは、普ふ段だんとは違う衣い装しようを身に纏まとって現れた。

　ジャケットにレギンス、その上から膝ひざ丈たけのタイト風スカート。最後にマントを羽織って一まとめ。

　ややも見違えたようにマヒロが言う。

「これはまた。魔ま法ほう剣けん士しみたいですね」

「昔は、そんな真ま似ねもしていた」

　もっとも、手にしているのは剣ではなく、黒い宝玉を頂いた魔導器としての金属ロッド。

　南部統一戦の頃ころは、この姿で戦場を駆かけ回っていた。鎧よろいがルナスのそれならば、これがユリカの戦せん闘とう服。

「段取りはもう、よろしいですよね？」

　マヒロの言葉に、ユリカはこくり。

「問題ない」

　別のバイクではあるが、予行演習は何度か行っていた。

　ユリカはそもそも自転車が苦手だったが、マヒロから二輪車というのはスピードが出ている限り、かつ路面が平へい坦たんで乗員が余計なことをしない限りは、絶対に倒たおれることはない乗り物だと言われ……何度かの予行演習の後には、そこまでの恐きよう怖ふ心もなくなった。

　もちろん激げき突とつや何かの不安はあるが、軽い体重の二人分くらいなら、自分の魔法であれば問題ない。

（……大丈夫）

　自分に言い聞かせて、ユリカは静かに一呼吸。

　マヒロがなんの飾かざり気けもないヘルメットを被かぶり、バイクに跨またがる。その後ろに、ユリカは横座りになる。

　セルモーターを始動。

　鋼鉄の咆ほう哮こうに、森の木立から多くの鳥が羽ばたき始める。

　エンジン音、排はい気き音ともに大きく、こうなると間近にいるマヒロ以外の声はほとんど聞き取れない。皆みな口々に激げき励れいか、応おう援えんかを述べているのが見える。

　そうして大勢に見送られる中、テントを出たマヒロは遺跡まで一直線に続くレーンを加速のために逆方向へ。末まつ端たんぎりぎりまで進み、総延長約一キロの道のりを振ふり返るようにＵターン。

　停車。

「いいですか？　ユリカ様」

　ユリカは身を伏ふせたマヒロの肩かたに片手を添そえ、もう片方の手で持ったロッドを彼の背に添わせる。

　最後の深呼吸をして頷いた。

「いつでも」

　エンジンの回転が上がり。

「行きます」

　ドン、と重くクラッチが繫つながる。

　予行演習より遥かに強きよう烈れつな加速感。身体からだが後ろへ引き剝はがされるような、それでいて視線が彼方かなたへ吸い寄せられるような感覚。

　今にも火を噴ふきそうなエンジン音、音速を吐はき続ける排気音、聴ちよう覚かくを麻ま痺ひさせそうな風切り音。まとわりつく風圧に抗あらがおうと、強こわ張ばりそうになる手足。

　だがユリカも昨日今日の新兵とはわけが違う。命を懸かけるのは、今日が初めてというわけでもない。

　伏せたマヒロの肩かた越ごしに、真まっ直すぐ、これから向かう遺い跡せきの口を見み据すえる。

　他ほかは何も気にしない。

　獲え物もの以外は目に入れず、それを狩かること以外は考えない。それが獅し子しの戦い方。それで全身が楽になる。

（……大だい丈じよう夫ぶ）

　野営地が迫せまってくる。レーンの左右、期待と不安をない交ぜにした表情で見守る家臣らの姿が、瞬またたく間に近付いてくる。

　マヒロの肩に添えるように、フロントノーズへとロッドの先端を突き出し、独りごちるように唱える。

「シールド展開」

　高密度の魔導障壁マジツクシールドはいくらか視界を暗くする代わりに、風圧をも軽減した。加速度はいや増し、メーターの針は二〇〇の場所を軽く振りきった。

　直後、マヒロがけたたましく笑いながら何やら喚わめくのだが、排気音が凄まじく、言葉としては聞き取れない。

　気が付けばもう一つの針は、レッドゾーンを振り切ろうとしていた。

　振り切ると同時に、野営地を通過。

　それまでこちらを見て歓かん声せいを上げていた全すべてが、通り抜ぬけ様に耳を押さえて顔をしかめ、身を捩よじる。

　一いつ瞬しゆんの光景に、ユリカは僅わずかに口元を緩ゆるませた。

　わかる気がした。旧文明の人々が呼吸も瞬きもしない無機物に、人間に対する以上の情熱を傾かたむけた理由。その先に訪おとずれる、スピードという名の魔法の虜とりことなってしまった理由。

　そしてセキュリティの反応する危険範はん囲いへ。

　セントリーガン稼か働どう。射しや撃げき位置に固定。レーザー照射。

　しかしそれはあまりに遅おそく、先人の造り出した二輪の獣けものはあまりにも速かった。

　照準の補正は高速移動する物体を捉とらえきれず、レーザー光がユリカのシールドの端はしをかすめた直後には、二人は遺跡の中へと飛び込んでいた。

　同時、マヒロがブレーキレバーを握にぎり、また踏ふみ締しめる。ぐんっ、とつんのめる逆向きの加速度。咆哮を止めたエンジンの代わり、響ひびき渡わたるタイヤの悲鳴。

　途と端たん、破は裂れつ音が足元から聞こえた。

「しまっ……！」

　マヒロの声。

　タイヤを破裂させたバイクが蛇だ行こうする。

　なるほど彼の言う通り、蛇行はしても倒れようとはしない二輪車の原理に妙みように感心しながら、ユリカはマヒロの腹部に手を回し、瞬間に出せるありったけの魔法力で結界を発動させた。

　いよいよバランスを崩くずし、転てん倒とう。

　石いし畳だたみの床ゆかに投げ出され、転がり、二人は奥の石いし壁かべに激突した。
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「っつ……ぅ……。大丈夫ですか、ユリカ様……？」

　身を起こしたマヒロが、ヘルメットを脱ぬぎ捨てる。

「平気」

　ユリカは素っ気なく言って立ち上がった。

　相応の衝しよう撃げきはあったが、痛む箇か所しよはない。

　自分の実力は自分が最もよく知っていて、その自分が意図した通りの結界を問題なく発動させた。だったら疑う余地がどこにもない。無事で当たり前だ。

　それよりも、ユリカは周囲に視線を配る。

　入り口は今しがた入ってきた、遠くに見える一つだけ。だから光源もその一点だけ。暗い暗いただ中に、視線を巡めぐらせる。

　立ち上がったマヒロが問う。

「何か……いますか？」

「いない。今のところは」

　探査魔法を全天へ向けて大おお雑ざつ把ぱに走らせてみるが、何かが動く気配も、作動する様子もない。

　鞄かばんの中で携けい帯たい式の小型伝信機が鳴っていた。旧文明の頃で言う、トランシーバーだ。

　取り出したそれに向かって、ユリカは言う。

「なに」

　聞こえた声はマロン。

《はっ、はいっ、ご無事かどうかの確かく認にんをと思いまして、ご連れん絡らくをっ！》

「無事」

「ユリカ様。心配してくれているのですから、もう少し言い方が……」

　半ば呆あきれたマヒロが、その手から伝信機を受け取る。

「僕だ。こっちは予定通り侵しん入にゆうできた。二人とも怪け我がはない。そっちからは？」

《え、えっと、まだセキュリティシステムは作動しているようです！　私たちは、まだ近付くことができません……！》

　つまり遺跡は、まだマヒロを管理者とは認めていないということだ。

「わかった、それじゃあ僕たちはこのまま祭さい壇だんの探たん索さくに向かう」

《りりょ、了りよう解かいしましたっ！　ご検討！　いえ、健けん闘とう……御ご武運をお祈いのりしておりますっ！》

　マヒロが返そうとした伝信機を、ユリカは受け取らなかった。

「あなたが持ってて」

　どうせ自分は口下手だし、何かあったら矢や面おもてに立つのも自分だ。だったら手て空すきで喋しやべるのが得意なマヒロの方が適任だ。

「これも」

　同じく鞄から取り出したトーチを渡す。

「わかりました。で、これからが本番なわけですが……」

　そろそろ目も慣れてきた。

　マヒロがトーチに明かりを灯ともすと、二人分の影かげが壁まで伸のびる。マロンの言った通り、この部分はただの広い空間のようだ。石の床、石の壁、石の天てん井じよう。

　冒ぼう険けん者の話によれば左右の小部屋にそれぞれ、上に向かう階段と、下に向かう階段。上階はすでに冒険者らに探し尽つくされ何もなく、それはマロンの前任者も確認済みとのことだった。

　つまり核かく心しんは、帰らずの危険と共に地下にある。

「……じゃあ、行きましょうか」

　マヒロの言葉に、ユリカはこくり。小さく頷うなずき歩き始めた。

　小部屋の中。地下へ向かう階段の前に立ち、ユリカはロッドに微び量りようの魔ま力りよくを流した。宝玉が輝かがやき、それが自前の照明になる。

　そして広い開口部を見て気付く。

「……違ちがう」

「何がですか？」

「ただの石段じゃない」

　数段下ったところから、石畳のようなそれでなく、のっぺりとした継つぎ目めのないものに変わっている。

　進み、足元を照らしてマヒロが言った。

「僕が今まで訪れた祭壇の様式と少し似ています。ノーテスカでは上は城、下は祭壇。教団領では上は大だい神しん殿でん、下は祭壇。だからこれもそうなっているのではないでしょうか」

　歩きながらマヒロが灯りを壁に向ける。石ではない。金属のようでもあるが、陶とう器きのようにも見える。

「まあ……他の場所は、祭壇だけがこんなようになっていましたが。壁ももっと透とう明めい感があったはずですが……」

　やはり他の祭壇とは特別に違うのだろうか。

　ユリカは先頭に立ち、油断はなくとも、どんどんと階段を下りていく。

「ユリカ様」

「なに」

「楽しそうですね」

「……」

　別に笑え顔がおのつもりもなかったが。

「いえ、こう……足取りが軽いというか、雰ふん囲い気きが。わかりやすく言うと、パッチワークをしているときのエーデルワイスのような」

　それはうまいたとえだと思った。

　自分も大たい概がい、顔色を変えないタチだ。

「ユリカ様ってダンジョンの探索とか、過去にも経験が？」

「初めて」

　思えば書物の中ではたくさん読んできたが、実際にそんな真ま似ねをするのは初めてだった。幼い頃ころは姉や妹と、城の中や庭の中を探検したりもしたが……それは所しよ詮せん子供の遊びで、ガラクタで囲んだ木の下を秘密基地と呼ぶようなものだ。

　今はもう表に出るのは億おつ劫くうで、本さえ読めればそれでいいのだが……頭の中の想像ではなく、実際にその場所を五感で感じることは、久しく忘れていた感覚を呼び起こされるようだった。

「……探検隊」

「そうですね」

「時空探検隊」

「……なんですか？」

　立ち止まったユリカは、思いもよらぬ言葉に瞬まばたきするマヒロへ振ふり返った。

「遺い跡せきとは、古代人の残したタイムカプセル。我々は時空の概念を凌りよう駕がするこの未開の遺跡で、超ちよう科学文明の大いなる秘宝を目にすることになるだろう……」

「……そう……ですね」

　おずおずと頷くマヒロ。

「だがそこには、秘宝を守るために開発された恐おそるべきスーパー殺さつ戮りくマシン、ミナーゴＸが立ちはだかるのであった……」

　ナレーションを終え、ユリカは再び階段を下り始める。

　少ししてマヒロが言った。

「ひょっとして皆みな殺ごろしだからミナーゴですか？」

　こくり。

「ユリカ様ってほんとネーミングセンスないですね……」

　……。

「……違う。この遺跡を作った古代文明人が」

　あはははは、とマヒロが軽く笑った。

「ユリカ様って僕くらいの年の頃に、そういった小説とか設定書とか書いてたクチでしょう？」




　がッ！




　ぎゅぎゅっ！




　ぎゅううううううううう……！




「貴様ッ！　なぜそれを知っているッ……！」

「ちがっ！　ちょっ！　待っ首！」

「ノアールローゼンですら『暗黒ドラゴンの烙らく印いん・詩し篇へんシュバルツナイトストーリー』の存在は知らないはずっ……！　吐はけっ！　どこで知ったっ！　我が心の闇やみを知った者を、生かしておくわけにはっ……！」




　ぎゅうううううううううううっ!!




「ギブ！　ギブギブ！　出任せです！　当てずっぽうで言っただけです！」

　ネックハンギングツリーを喰くらったまま、マヒロがじたばたと身み悶もだえる。

「……本当に？」

「本当です！　ほんとーですってば！　死ぬっ！　死っ……！」

　ユリカが手を離はなすと、マヒロはげほげほとむせながら深呼吸を繰くり返した。

「……はあっ、はあっ……ふはあっ……！　あ……あのね、ユリカ様……今、答え次し第だいで本気で殺す気だったでしょう……」

　こくり。
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「こくり。じゃなくて！　中原も今は落ち着きましたけど！　聖せい魔ま杯はいもあったらいいな、くらいの扱あつかいになってしまいましたけど！　それでも僕は結構なＶＩＰなんですよ!?」

「我が心の闇を覗のぞいた者には、永えい劫ごうの罪と罰ばつを与あたえる」

「……。内ない緒しよにすればいいのですね……？」

　こくり。

「……怪かい力りきじゃじゃ馬にドＳワガママに最後の希望が妄もう想そう癖へきか……くそ、なんて姉妹だ……」

「どうせ誰だれも見ていない。セキュリティのせいにすれば、あなたを殺すことは簡単」

「見てなくても！　倫りん理り的に！　大陸の情勢的に！　ていうかいま殺したらユリカ様もここから帰れなくなりますよっ!?」

「……闇を抱かかえて死ぬ。それもまた、闇の法王と呼ばれた私らしい最さい期ごと言える」

　フッ……。

「……あの……。とりあえず、祭壇まで行きませんか……？」
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　何段降りたか定かではないが、やがて灯あかりが見えた。

「これは……」

　行き当たったその広い空間を見み渡わたしたマヒロが、これまでのどの遺跡とも違う様子に絶句する。

「大発見」

　呟つぶやいたユリカは、無意識のうちにときめきを覚え、目を輝かせた。

　ジェスから聞いたことがある。西域には希まれに埋うもれているという、生きた遺跡だ。

　壁へき面めんにはブラウン管と言うのか、液えき晶しようと呼ぶのか、それとももっと後期の産物か、詳くわしくはわからないが……そういったモニターがまだ点灯しており、その下には埃ほこりを被かぶったコンソールやメーター、スイッチ類があり、まるで、旧文明のＳＦで読んだ宇宙船内部にでも迷い込んだ気分だった。

「すごい」

「ええ……驚おどろきました。タクローの持っているがらくたを集めれば似たようなものは作れそうですが……これは旧文明当時のままなのですね……」

「そう。まだ、生きている」

「マロンちゃんの話にはありませんでしたが……ひょっとして前の調査隊がショックを与えたことで、セキュリティというより遺跡そのものが蘇よみがえったとか？」

「その可能性も、充じゆう分ぶんに考えられる」

　セントリーガンのような目に見えて危険な様子がないことを確かく認にんした二人は、ひとまず部屋の中を見て回った。

　降りてきた階段からの入り口の他ほかに、出口が左右に二つ。モニターとコンソールは、左右の壁かべに一つずつ。正面の二つのドアの間に一つ。

「仮にさっき言った通りだとしたら、ここからセキュリティのコントロールができるかもしれません」

「……確かに。でも」

　ブルーバックが眩まばゆいばかりのモニターに映っているのは、『エラー！　管理者のログインを待っています　■』の一文だけだ。

（……）

　ユリカは引き寄せられるように、コンソールへ指を……。

「ユリカ様」

「なに」

　マヒロにすごい顔で手を摑つかまれた。

「こういう場所のお約束として、自じ爆ばくする可能性もあるとは思いませんか!?」

「ああいうのは、作り話。実際にあるとしても、相当複雑な手順になっているはず」

「まあ……自爆まで行かないにしても、下手にいじってまたセキュリティが強化されたら骨ですよ。とりあえず僕たちに危険はないわけですし、他を調べてからでも」

　それもそうかと、ユリカはコンソールから離れた。

　とは言えドアは二つ。片方は閉まったままドアノブもなく、もう片方は壊こわれているのか半分ほどスライドしたところで止まっている。

　とりあえずその半開きの方を二人で引っ張ると、ちょっとした引っかかりの後、全部開くことができた。

　照明は点ついている。

　直径二メートルほどの、円えん筒とう形をした狭せまい部屋だ。他に通じていそうな箇か所しよはない。

「何もないですね……」

「やっぱり、あれを」

　諦あきらめてユリカが小部屋を出た途と端たん、ドアが閉まった。慌あわてて振り返ったときには、マヒロを中に残したままロックがかかってしまっていた。

「ちょっ！　いや、待て！」

　中からはマヒロの声と、破れかぶれに方々を叩たたく音。

「余の冒ぼう険けんというか人生がこんな所でぇえええええっ……！」

　ユリカがなりふり構わず、ロッドに魔ま力りよくを込めてドアをぶち破ろうとしたとき。

　ポーン、と小気味よいチャイムが鳴ってドアが開いた。ガツッ、と中ほどで引っかかり、また半開きのままになったが。

　冷ひや汗あせをかいたマヒロが、半身になって中から抜ぬけ出してくる。

「はぁっ……殺されるかと思った……」

「中で何が」

「いや……なんというか、部屋全体がパパッと光ったんです。写真を撮とるフラッシュみたいに。まあ、それだけだったんですが……あれ？」

　言いかけたところで、マヒロが気付いたように指差す。

　見ると、モニターに変化があった。画面の左上の表示が、

『ユートピアＯＳへようこそ！

　コマンド？

　エラー　■』

　というように変わっている。

「……どういう意味でしょうか？」

「管理者を待っていたものが、指示コマンドを受け付けるようになった……。恐おそらくあの小部屋が、何らかの確認用の機械」

「さっきのフラッシュで、僕がそうだと確認されたわけですか……？」

　面めん食くらったようにマヒロが髪かみを搔かく。

「今まではこんな厄やつ介かいな仕し掛かけなかったんですけどね……」

「それを言ったら、上のセキュリティもそのはず」

　肩かたをすくめるマヒロに、ユリカは言った。

「とりあえずセントリーガンを止めたい」

「そうしたいのは僕も山々ですが、どうやってです？」

「それは……」

　ユリカの言葉は続かなかった。

　旧文明の機械など、どう操作したものか。コンソールから『止まれ』とでも打ち込めば止まるのだろうか。

「タクロー辺りなら詳しそうなんですが……こんなキーボードもたくさん持ってたはずですし」

「そう……」

　しかし今セキュリティを止めるか、止まったと確認できないことには、外部の者たちを呼び寄せるのは不可能だ。自分たちだって出ることができないのだから。

「それと気になるのは、エラーの文字です。ここへ来たときと変わってませんけど、管理者の確認が取れただけではダメなんでしょうか？　それとも機械自体が何かの不具合を抱えているとか」

「……わからない」

　そうして二人で考えあぐねていると、ようこそ云うん々ぬんの表示はそのまま、画面下部に新しい文字が現れた。

『誰かいますか？　■』

　ユリカはマヒロと顔を見合わせた。

「……とりあえず何か打ち込んでみますか？　こっちは一応敵ではないと認められたようですし、自爆とか攻こう撃げきとか、物ぶつ騒そうな言葉でなければ大だい丈じよう夫ぶだと思いますけど……」

　ユリカは頷うなずき、コンソールを見た。

　難解な魔導用の象形文字などではない。当たり前だが画面の文字が読めるのだから、入力装置がそうでないはずもない。旧文明以来、現在も使われているアルファベットや記号、数字等だ。

『ここにいる』

　と、ユリカは短く打ち込んだ。

　押し込むキーの感かん触しよくが心地ここちよく、少し楽しい。

　返事はすぐに返ってきた。

『ではお願いがあります

　この要よう塞さいを停止させてください　■』

　意外だったのはユリカもマヒロも一緒。

　すぐにユリカは次の言葉を打ち込んだ。

『ここは要塞？』

『ＹＥＳ　■』

　僅わずかの間を置き、文字が並び始める。

『人類最期の希望を込めて建造された航空要塞　■』

『ユートピア級二番艦かん、シャングリラ　■』

『過去の戦せん闘とうにより地中へ轟ごう沈ちんしました　■』

『しかし自じ壊かい装置が作動せず、ごく最近まで眠ねむっていたようです　■』

『何らかのショックにより再起動したようですが、ひどいエラーを起こしています　■』

　そこで間が空いたので、ユリカは再び打ち込んだ。

『放置したら危険？』

『ユートピア級は強大な戦闘能力と、自己修復機能を備えています　■』

『エラーが深刻な場合、人間を含ふくめたあらゆる生物に対し無差別攻撃を行う可能性があります　■』

　マヒロが小さく息をついた。

「……なんだか妙みような話になってきましたね」

「もっと色々聞いてみたい」

「同感です」

　ユリカは不慣れなコンソールを相手に、一字一句を確実に打ち込んでいった。

『あなたはこの要塞のコンピューター？』

『ＮＯ　■』

『私はずっと遠い場所にいます　■』

『要塞のＯＳがあなたを司令官と誤認した隙すきにハッキングしました　■』

　ハッキング。

　ユリカにとっては、まさに旧文明の小説でしか見ないような言葉だった。確か、コンピューターに対して非正規の手段で接触する、といった意味合いだったはず。

「ちょっと待ってください。誤認も何も、僕は聖せい魔ま杯はいの真っ当な管理者で、だからこの遺い跡せきに認められ……。あ、いや……、でもここは要塞だから……？」

　そうだ。そう考えると少しおかしなことになる。マヒロを管理者と認めるのは聖魔杯の起動紋もん章しようを祀まつった遺跡のはず。そしてマヒロは、過去にそれらの祭さい壇だんでそうと認められてきている。

　だがこのコンピューターの文章の主は、ここは旧文明の要塞だという。マヒロも、他の遺跡にこんなものはなかったと言っている。

　ユリカは文脈を考え、次に打ち込む。

『私は聖魔杯の管理者』

『ここには聖魔杯の起動紋章が眠っているはず』

『それを取りに来た』

　返答に、少しばかり間があった。打ち方がまずかったか、メッセージが届いていないのかと危き惧ぐした頃ころ、返答があった。

『ようやくはっきりしました　■』

『現在のこの要塞のエネルギー源はその紋章です　■』

『この要塞は自己修復の過程でその祭壇と接触し、融ゆう合ごうしたようです　■』

『それによって司令官の認証システムと、聖魔杯管理者の認証システムがオーバーラップしたようです　■』

　ユリカは続けてタイピングする。

『セキュリティシステムは切れる？』

『調べています…　■』

『エラーを起こしています　■』

『表層部のセキュリティをシャットダウンしました　■』

　それに伴ともなったものなのか、先さき程ほどマヒロが閉じ込められたのと別なもう一つのドアが開放された。

『しかし深層部はコアユニットによるスタンドアローンなので把は握あくできません　■』

　マヒロが言った。

「表層部ということは、とりあえず上のレーザーもなんとかなったってことでしょうか？」

「たぶん」

　本当にセキュリティが解除されたのかも気になったが、ユリカはそれ以上に画面向こうの相手が気になった。

　書物の中の主人公たちが体験していた、興味と好こう奇き心しんと探求心、その全すべてが今は自分のものなのだ。そして何より、これほどの情報提供者を放っておくわけにもいかない。確認すべきことはまだある。

『紋章を取り去れば解決する？』

『ＹＥＳ　■』

『要塞のエンジンはまだ死んでいます　■』

『現在のエネルギー源となっている紋章を取り除けば、自己修復機能もシャットダウンし、要塞が再起動する可能性はなくなるはずです　■』

　ユリカはふと思う。

　察するにこの要塞は、旧文明最後期のハイパーテクノロジー。もし復元することができるのなら、帝てい国こくにとって多大な戦力をもたらすのではないか。領土拡張によって分散した兵力を、補ってあまりあるほどの。

　ならば本当かどうかもわからぬ聖魔杯の伝説よりは、よほど……。

『聖魔杯の管理者ということは、聖魔杯のことも知っているのですね　■』

（……）

　僅かな逡しゆん巡じゆんの後、マヒロに問うまでもなくユリカは打ち込んだ。

『知っている』

『ではあなたの正しいと思うことのために蘇よみがえらせてください　■』

『その復活を願う全ての人々が望むことのために使ってください　■』

『お願いします　■』

　ユリカは画面に夢中で、僅かに目を細めたマヒロの表情など見る余よ裕ゆうもなかった。

　この人物は何を知っているのか。

　聖魔杯の正体より先に、問いかける言葉が浮うかんできた。

『あなたは誰だれ？』

『Ｗｉｌｌ．ＣＯ21　■』

『二代目聖魔王より未来を託たくされ、そして救えなかった　■』

『電子の亡ぼう霊れい　■』

「……」

　次の言葉が浮かばなかった。

　悪い冗じよう談だんだ。

　聖魔王の伝説は知っている。

　伝説として知っているだけだ。

　それは史実ではなく、実在ではない。

　聖魔杯にしても、強大なチカラを裏打ちさせるためにその伝説にあやかったものだと思っていた。

　だが……書物のインクよりも無機質な、ただ光点の並びだけで表されたその言葉の。自らを亡霊と呼ぶただ一言の、何と哀あわれなことか。

『あなたは』

　書きかけたユリカの文章が、オーバーライドされた。

『電波状じよう況きようが悪くなってきました　■』

『この要塞もまた、今や行く当てのない過去の亡霊なのです　■』

『役目を終えたことに気付いていない哀れな亡霊に、休息を与あたえてやってください　■』

『お願いします　■』

『ノシ　■』

「待って」

　消えていく文字列に、思わず声が出た。

　しかし届かず。

　画面は元のまま、左上に指示待ちを示す文字が残るだけだった。

「……てっきりまた預言者様かと思ったけど……」

　ウィルと名乗った相手のことに上の空で、ユリカはマヒロの小さな呟つぶやきを聞き逃のがした。

「何？」

「いえ、なんだか不思議な相手だったなぁと」

　こくり。

「もし事実なら、私たちはとんでもない相手と会話をしていたことになる」

「二代目とは言え、聖魔王と面識があったってことですからね……最後の『ノシ』の意味は、わかりましたか？」

「わからない。続けようとしたところで、通信が途と切ぎれたのかも」

　ユリカが小さく嘆たん息そくすると、マヒロも軽く溜ため息いきをついた。

「これ以上は確かめようもありませんね。ええと……」

　マヒロがトランシーバーを取り出し、呼出ボタンを押す。聞こえてくるのはノイズだけだ。

「……とりあえず本当にセキュリティが解除されたか、ちょっと上に戻もどってみませんか？」

　どうあれ先程の話では、この先はまだセキュリティの危険が残っているらしい。帰らずの話もある。可能ならばこの先の探たん索さくは二人きりより、いくらかの人数があった方が心強い。

　ユリカはマヒロに頷うなずき、一いつ旦たん、元来た道を取って返すことにした。
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「どうだ、マロン」

　ＴＧＭの声に、マロンは伝信機のダイヤルをいじりながら首を振ふった。

「だめみたいです、やはりもう地下に進んでらっしゃるようで、通じる気配がっ……」

　機械の方は諦あきらめたマロンが、不安げに資料を漁あさる。

「あ、あのっ、やはり、前の調査隊はもっと大おお掛がかりな伝信機を背負っていったそうで、それでも通じなかったそうなので、今回お姫ひめ様がお持ちになった簡易伝信機トランシーバーではっ……」

「ふぅむ……今は待つより他ほかに手だて無し、か……」

　嘆息半分に、沙さ耶や香かはテントの外を見やった。

　もう遺跡の方が朧おぼろに見えるほどだ。

「一段と霧きりが濃こくなってきたな。何か、不ふ吉きつの前まえ触ぶれでなければいいが……」

「そっ、そうですね……最近、霧は多い気がしますっ。季節もあると思いますけどっ、去年の今頃は、こんなに多くなかったようなっ……」

　そのとき、伝信機から呼びかけの声があった。

《こちら時空探検隊》

「あ、あ、王子様っ……!?　こちら本部、マロンですっ！　ご無事でしたかっ……!?」

《ああ、ユリカ様ももちろん無事だ》

「あ、でも、時空探検隊というのはっ……？」

《さっき決まったコードネームだ。それより、さっき少し進展があった。セントリーガンがまだ反応するかどうか、ちょっと確かめてくれないか？》

「かしこまりました、王子様っ！　です、けど……！」

　マロンが顔を上げた先には、もはや百メートルも視界の利きかぬ、ミルクを流したように濃い霧がたゆたっていた。




　　　　◆




　帝国軍キャンプの近きん傍ぼう、木立の陰かげに隠かくれてパリエルは言った。

「この霧、白しろ鴉がらす？」

「そういや、てめえはあいつとやり合ったんだったな」

　鎖くさり帷子かたびらを着込んだ麒き麟りんが、帝国軍の野営地を遠望する。

　高地であるが故ゆえに寒暖の差は大きく、そうでなくとも低い雲がかかることもある。それに紛まぎれて、一週間ほど前から白鴉はこの付近に霧を撒まいていた。

　ある日突とつ然ぜん、姿も見えぬほどの霧が出れば当然の警けい戒かいを招くが、前もって慣らしておけばそれを和やわらげることができる。

　そこに、一等濃い霧が集まり、白鴉の姿を形作った。

「レーザーが沈ちん黙もくしたぞ」

　パリエルは頷く。

「なら紋もん章しようを手に入れたってことだね。よし、ラクな仕事だ！　行くぞ、レイナー！」

「了りよう解かいした」

　と……パリエルは腰こしの剣けんに手を添そえ、レイナーを連れて遺い跡せきに向かって駆かけ下りた。

「待ってください！　この作戦はやはり危険です、パリエル様！　兄さん！」

　クーデリカが長いスカートをはためかせてそんな二人を追い、見る見る、雲海のような中へ消えていく。

「……呆あきれたガキだぜ。敵てき陣じんのど真ん中行くのにラクな仕事かよ」

「呆ほうけるな麒麟。わらわたちも行くぞ」

「はっ！」

　ケセランパサランは一度、顔だけ振り返る。

「霧の方は任せたぞ、鴉」

「御ぎよ意いに」
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　予想して片目だけは閉じていたパリエルだったが、真っ白い闇やみの中から真っ暗な遺跡に飛び込んだため、僅わずかばかりに視界が焼き付きを起こしていた。

　だが、僅かだ。すぐに、黒いレザーのツナギ姿と、タイトスカートの魔ま法ほう剣士風を見付ける。目を丸くした二人の姿は、広大な薄うす暗くらがりの中に容易に見て取れた。

　ぎりぎりのタイミングだったようだ。

　天魔将の魔法は何度か見ていたが、威い力りよくが大きすぎる。だから屋外でぶつかるのは一番避さけたい。衝しよう突とつする必要があるのなら、そういう最大威力を潰つぶせる遺跡の中がいい。

　パリエルは進み出て、マヒロに言った。

「ご苦労様でした、王子。手に入れた紋章をこちらへ渡わたしてもらいましょうか」

「いいだろう。ただし、そこにいる黒尽ずくめの女の子と交こう換かんだ」

　ケセランパサランが自分を指差し、無言で首を傾かしげる。

　構わずマヒロは続けた。

「いや待て、せっかくだからクーデリカちゃんも一いつ緒しよによこせ。それで交こう渉しよう成立だ。どうだパリエル、悪い話じゃないだろう？」

　パリエルは自分を指差した。

「……私は？」

「自惚うぬぼれんなボケ」

　腰の剣を抜ぬき放はなつ。

「見み損そこないましたよ、王子！　王子がそんな人身売買じみた真ま似ねを望む最低のクズ人間だとは思いませんでした！　死にたくなかったらさっさと紋章を寄こせこのカス！」

「何がカスだ余は対価をきちんと支し払はらうと言っているのに光り物突つき付けて一方的に強ごう奪だつしようという方がよほど非人道的ではないかっ!?」

　じり、とパリエルが間合いを詰つめる。じり、とマヒロがユリカを庇かばうように後ろに下がる。

「君はもうちょっと僕のことを知っていると思ったけどな、パリエル」

「何がですか？」

「五人がかりだろうと、僕に脅おどしは利かないぞ」

「ええ、知っていますよ王子。王子に脅しが利かないことを、護衛であった私は、誰だれよりよく知っている。脅しが利かないなら、どうしますか？　あとはほんとにやるしかないでしょう？」

「……へえ」

　マヒロが息を吞のむところを、パリエルは初めて見た。強がってはいても、ふざけた様子はない。だからパリエルは、最さい後ご通つう牒ちようとして畳たたみかける。

「護衛だった頃ころの私が、一番恐おそれた方法で行きます。王子がそれを望まずとも、こっちは最大限の暴力を行使します」

「君にできるか？」

「仮に私にできなくても、私以外の全員ができます」

　マヒロが小さく溜息をつき、それから小さく笑い出す。

「……でもまあ、パリエルらしいかな」

「何がおかしい」

「散々かっこつけてもらったあとで悪いんだけどさ。まだ紋章を手に入れてないんだよねー、なんて」

　諦てい観かんを込こめてパリエルが振り下ろした剣を、流れるように立ち位置を入れ替かえたユリカが宝玉付きのロッドで受け止める。

　赤い瞳ひとみを冷たく細めるなり、片手に持った小型の伝信機に向けて呟つぶやく。

「やれ」




　ドドンッ!!




　気付いたときには、パリエルは背後からかっさらうようにレイナーに押し倒たおされ、床ゆかの上を転がっていた。回転する視界に見えたのは、入り口を吹ふき抜け奥の壁かべを焦こがすほどの、大だい蛇じやののた打つが如ごとき紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えん。

　その溶よう岩がん流のような只ただ中なかで、マヒロを背にシールドを展開したユリカが踵きびすを返して小部屋へ逃にげる。

「待てっ!!」

「待つのは貴様だっ!!」

　パリエルは見るより早く、声が聞こえるより早く、風切り音に剣を返していた。黒いコートを羽織った巫み女こ装しよう束ぞく、薙刀なぎなたを受け、受け切れず、威力を流すためにもう一度転がる。

「真ま面じ目めそうな顔して不意打ちとは卑ひ怯きようなっ……！」

「丸腰相手に五人がかりで脅すような相手に言われたくはない！」

　今度は沙さ耶や香かが、音だけで背後からのクーデリカの剣を薙刀の柄つかに受ける。動きが止まったところにレイナーがかかり、それは身軽な足取りで横にかわす。

「皇女様に手をかけるとはいい度胸だ……！　よほど丸焼きになりてえらしいなぁ……!!」

「けぇっ、イキがってんじゃねえぜぇクソがぁ！」

　入り口付近では、麒麟とＴＧＭが乱戦になっている。ケセランパサランだけが薄く微笑ほほえむまま、てんでバラバラの戦いを眺ながめている。

（まずいな……！）

　護衛をやっていたから、パリエルにはわかる。連中の目的は足止めだ。殺そうが殺すまいが、ユリカの元へ行かせないことが至上命題なのだ。

　その長物ゆえに沙耶香が間合いを置いた瞬しゆん間かん、

「追うぞ!!」

　パリエルは叫さけび、バックステップから一気にマヒロたちの消えた小部屋へ向かって駆け出した。

「逃がすと思ったかっ!!」

　その直情的な性格から、脇わき目めも振ふらずに沙耶香が踏ふみ出したところを……ただ眺めていたケセランパサランが見み逃のがさなかった。




　ぼふんっ!!




　パリエルに見えたのは、ケセランパサランが何かを投げた様子だけ。だが沙耶香の足音は背後から搔かき消えた。

「馬ば鹿か野や郎ろうハセベ、てめえ何やって……！」

　気を取られて叫ぶＴＧＭの目の前で、麒麟が閃せん光こう弾だんを叩たたき付ける。

　そうして……あっという間に、遺跡は元の静けさを取り戻もどした。

「うぅっ……、不覚っ……！　何をした……!?」

　沙耶香はかぶりを振りながら起き上がり、元いた場所から数十メートルも離はなれた場所にいたことに驚おどろいた。何かに殴なぐられたような気はしたが、こうも距きよ離りを吹き飛ばされるような感かん触しよくではなかった気がする。

「ＴＧＭ将軍！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ああ、くそっ……スタングレネードってやつか!?　まともに喰らっちまったぜ……!!」

　ＴＧＭが何度も目を擦こすり、瞬まばたきを繰くり返し、かぶりを振ってから腰こしに差した伝信機を手に取った。

「マロン、聞こえるか!?」

《はっ、はいっ将軍っ！》

「悪いが時間がねえ、俺たちはこれから皇女様を追っかける！　表の連中には霧きりが晴れるまで絶対持ち場を離れさせるなよ！　声での確かく認にんを徹てつ底ていさせろ！　いいなっ!?」

《ふぁ、はいっ！　えとっ！　了りよう解かいしましたっ！》

　その返事だけ聞くと、ＴＧＭはスイッチを切った。

「やっと耳鳴りが治まって来やがった……ハセベ、お前の方は大丈夫か？　随ずい分ぶんハデにぶっ飛んでたがよ」

「は、はい。私の方は……なんというか、狐きつねにでも摘つままれた気分です。しかし、時間がないというのは……？」

　小部屋の方へ走りながら、ＴＧＭは言った。

「連中、俺らを無視しやがった。こんな状態になったら、どの道ただで帰れるはずがねえ。姫ひめ様を人質にするつもりだ。そうなったら俺らはもう手出しができねえ」

「あっ……確かに……！」

「わかったら急ぐぞ！　人質になる前に、姫様と俺らで挟はさみ撃うちにしてやるぜ……！」

　階段を下りながら、沙耶香は疑問した。

「……あの。ユリカ様は、お強いのでしょうか？」

「あ？」

　呆あきれ半分、疑い半分の眼まな差ざしに射すくめられ、沙耶香は首を振った。

「いや、その……正直……私がお見かけした分には、鈍どん臭くさ……あああ！　いや、その……！　読書するお姿しか見かけたことがないので……！」

「だったらなんだよ。なおさら姫様が追い付かれる前に、俺らが急ぐしかねえだろうが！」

「は、はいっ！　失礼しました！」
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　モニターがあるのでモニタールームと名付けた先さき程ほどの部屋を通り抜け、ユリカはマヒロと共に遺い跡せき……ハイテク要よう塞さいの奥を目指す。硬こう質しつで無機質な通路は、壁へき面めんの床近くにだけ照明が灯ともっている。

「はぁ、はぁ……あいつらは、何」

「僕と喋しやべってたのが、ミスマルカにいた頃の護衛のパリエルです。レイナーは知ってますよね？　もう一人のスカートドレスの子が、クーデリカというレイナーの妹だそうです」

　なるほど。言われてみれば、どことなく雰ふん囲い気きは似ていた。パリエルの顔も、要塞でのときに見た覚えはある。

「まあ、そこまではいいのですが……問題はもう一人の男です。先日の新型機関車の件で実行犯のリーダーをしていた、風ふう牙が衆の麒き麟りんと言います」

「……？　でもあのときは、レイナーたちはあなたに味方したと」

　言うなればパリエル一党は、風牙衆と敵対したはず。

「それがなぜ、轡くつわを並べるような真似」

「ええ、だからよくわかりません。いよいよ反乱軍気取りのために風牙衆と手を組んだのか、それとも未いまだ風ふう来らい坊ぼう気取りで金で雇やとわれているだけか……」

　十字路が見えてくる。通路は床も壁も硬質な金属製。少し耳を澄すませば、追う足音が反はん響きようしながら響ひびいてくる。要塞の構造はわからないが、迷っている時間もない。

「左」

　ユリカがそう言って左折した瞬間、通路のシャッターが閉ざされた。マヒロが元の道に取り残される。

　慌あわてて立ち止まったユリカは、シャッターを叩いてすぐにわかった。モニタールームのドアどころではない。鋼鉄製の、あるいは隔かく壁へきと呼ばれる類たぐいの物だ。ブザーと共に端はしに灯った赤いランプはロックの表示か。

「いま破る！」

　ユリカがロッドを構えようとしたとき、マヒロの方からも声がした。

「駄だ目めです、見付かりました!!　ユリカ様もそのまま逃げてください!!」

　それきりマヒロの駆かけ足あしが遠ざかっていき、代わりに数人分の足音が近付いてくるのがわかる。

「っ……」

　まずい。立ち止まっている場合ではない。

　大局的に見れば、皇女である自分やルナス以上に、マヒロは帝てい国こくにとっての重要人物なのだ。真しん偽ぎの程も定さだかではない紋もん章しようや聖せい魔ま杯はい以上に、敵の手に落とさせるわけにはいかない。どうあってもどこかで合流しなければならない。

（……私が、守らなくちゃ）

　ユリカは再び走り出した。




　　　　◆




　走りながらパリエルは、誰だれへともなく問いかける。

「王子が右に曲がったのは見えたけど、お姫様の方は!?」

　クーデリカが答えた。

「二手に分かれたのかもしれません！　罠わなの可能性もあるのでは……!?」

　その注進に、パリエルは分かれ道まで来て思わず立ち止まった。マヒロは剣けんも魔法も使わないが、知ち恵えだけはやたらと回る。今しがた見えたときも、さも誘さそうように笑って手など振っていた。

　だからあの王子は厄やつ介かいなのだ。罠に乗せるために誘っているのか、その裏を搔いた方にユリカが何か仕し掛かけているのか。

　自分はマヒロの性格を心得てはいるが、逆を言えばマヒロも自分の性格を熟知している。

　そこに麒麟が言った。

「おい、早くしろよ！　こんな一本道でさっきみてえな火か炎えん放射が来たらひとたまりもねえ！」

　と、そのとき左の壁かべがブザーを鳴らし、もう一本の通路が開けた。仮にこれがマヒロたちの操作したものなら、どの道が罠なのか？

「ああ、もう！」

　今までの祭さい壇だんとは様子が違ちがう、祭壇があったいかなる場所とも違う、帰らず神しん殿でんと呼ばれる遺跡。

　ケセランパサランが、新たに開けた通路の床ゆかに気付いた。

「ユリカ姫はこの左手の通路を行ったようだ。二手に分かれるか？」

　戦力は一極集中させるのが好ましいが、屋外ほど広くはないこの構造物内、五人揃そろっていても一度に戦えるのはどうせ二、三人が限度だ。

　パリエルは頷うなずいた。

「わかった。王子にはレイナーとケセランパサラン。ユリカ姫には残りの三人を割さく」

　するとクーデリカが、不服を込こめて異を唱えた。

「なぜですかパリエル様。私たちと、風牙衆とで別れればいい話では」

「話がこじれた以上、私じゃやっぱり王子と相あい性しようが悪い。あのお喋りには無口なレイナーと、性格を知られていないケセランパサランに当たってもらう」

「了解した、姫」

「うむ。面おも白しろそうであるな」

　レイナーとケセランパサランがそれぞれに頷く。

「やれやれ、ガキのお守もりかよ……」

　不平を言う麒麟を肘ひじで強くつつき、パリエルは言い返した。

「超ちよう美人のお姫様を後ろから羽は交がい締じめにさせてやるんだから文句言うな」

　背後からＴＧＭと沙耶香、二人分の足音が迫せまってくるが、パリエルたちはまだ動かない。

　充じゆう分ぶんに引き付け、そして二人の将軍の姿が見えた瞬しゆん間かん。

「行くぞ！」

　示し合わせた通りに、パリエルたちは二手に散開した。




　　　　◆




「くそっ、別れやがっただと……！」

　走りながらマスクの下で息を荒あららげるＴＧＭへ、沙耶香が問う。

「我々はどちらに向かえば……!?」

「落ち着けぇ、クールになれよぉ……。連中は追う側で、誰もこの遺跡の中がどうなってるかはわからねえはずだぜ。俺たちを混乱させるためだけにしては、リスキーだ。なら、何でわざわざ別れた？」

「たとえば……ええと、姫様とミズクラゲが、何らかの理由で二手に分かれた……？」

「いいぜ、ならそう考えようじゃねえか。迷っている時間はねえ。姫様が行ったのはどっちだ？」

　そこでようやく、二人は十字路に辿たどり着く。

「レイナー将軍……いえ、元将軍は右へ行きました！　ミズクラゲごときに、あれほどの手練てだれは必要ありません！」

「よぉし、いいじゃねえか！　だったら右だ！　うまくすれば勲くん章しようものだ、気張るぜハセベ！」

「はっ!!」
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　ひとまず、マヒロは走っていた。

　追ってくる足音にパリエルのそれはない。

　しっかりと重く踏ふみ締める油断ない足音はレイナーのものだ。もう片方の軽く気楽なの方は、黒尽ずくめの少女のものだろう。いや、妙みように大人びた少女か、二は十た歳ち前後か、それはわからないが。

（くそっ、パリエルの指示だとしたら知恵が回るようになったな……）

　あの入り口での出会い頭がしら、もう少し交こう渉しようで食い下がってくると思ったが、見込みが外れた。

　言葉の通じない猟りよう犬けんが相手というのは、いくら口八丁でも分が悪い。ライン要塞で対面したときはユリカが間に入ってくれたが、有う無むを言わさず嚙かみ付かれればそれまでだ。

　しかもユリカの方には残りの三人が回ったことになる。皇女が捕つかまるようなことになれば、帝国軍はもう手が出せない。それを打開するには……カードがいる。パリエルの真意はわからないが、向こうは紋章を寄こせと言ってきたのだ。それさえあれば、交渉の目め処ども立つ。なければ、話が始まらない。

「はぁっ、はぁっ……！」

　途と中ちゆう、通路に階段を見付けて駆け下りる。上には何もない。地上には何もない。だから下へ向かう。

　内部構造には木材など欠片かけらも見当たらず、旧文明のコミックに出てくるような宇宙船そのものだ。

　階段を飛び降りれば三さん叉さ路ろ。今来た階段を含ふくめて十字路。勢いを殺さぬためだけに真っ正面の道を選び、次に見えた十字路を右に折れる。どこをどう走っているか定かではないが、ともあれモニタールームを背にする形で走り続け……。

「っ……！　これは参ったな……！」

　行き止まり。ユリカとの間を遮さえぎったシャッターが眼前に立ちはだかっていた。

　追う足音はもう近い。数歩戻もどり、モニタールームにあったのと似たようなドア。通常なら取っ手のある部分に触ふれると、小気味よい音を立てて横に開いた。

　レイナーがケセランパサランと共に、マヒロが最後に折れた十字路へ達したのはその直後だった。

「……右だな」

　つい、とケセランパサランが、まるで足あし跡あとでも見えるようにそちらを振ふり返る。

　もう、二度目か三度目か。さすがにレイナーは言った。

「なぜわかる」

「空気の流れ。あと、匂におい」

　気配、とでも言われた方が、レイナーにはまだしっくり来た。

「なんだ、わらわの子分を切り刻んだ割には鈍にぶいのではないか？」

　ケセランパサランが、手の平にあの綿毛を一つ乗せて、宙に浮うかべた。綿毛は、僅わずかにその通路の方へと、ゆらゆらと不安定に飛んでいく。

「風ふ呂ろの湯を勢いよくかき混ぜれば、しばらくはそれに従った流れができるであろう。空気も同じ分子の集まりで、流体だ。あれだけの勢いで人ひとり分の大きさが駆け抜ぬけていったのだ、しばらくは渦うずもできる」

（……）

　時折見せる、人を食ったような酷こく薄はくな笑えみ。

　大気の中で暮らすよう進化した動物の視覚は、元より空気が見えないようにできているにもかかわらず。

　だからこの黒尽くめの女が普ふ通つうではないことだけは、レイナーにもわかっていた。魔ま人じんの程度ではない。オオヤシマで見た、葉は多た恵えと名乗った女に近い。そういう人外の類だ。

「どうした、行かぬのか？」

「いや」

　レイナーは再び走り出した。

　烈れつ火かのような気配が近付いてきている。

　途中、幾いくつかの分かれ道があった。ケセランパサランほどの追つい跡せき能力を持っていなければピンポイントで追い付く確率は低いだろうが、感じた限りは二人分。

（……）

　長は谷せ部べ沙耶香とＴＧＭ。

　自分が帝てい国こく軍にいた頃ころと変わらぬ実力であれば、どちらか一方だけでも、パリエルやクーデリカには荷が重い相手だ。その二人共がこちらを追ってきたのは僥ぎよう倖こうだが……パリエルたちがユリカを捉とらえて合流するまでの間、自分は豪剣けんと天魔将相手に持ち堪こたえられるか。

　同じことを考えたのか、表情を読んだのか。

「なに、わらわたちとてあの王子を手て篭ごめにすれば同じこと……なのだが？」

　ケセランパサランは行き止まりの手前のドアで立ち止まった。細い指で方々ぺたぺた触れて回るが、開く気配はない。

　レイナーは漆しつ黒こくの大剣を振りかざしながら問う。

「この中か」

「そうだ」

　彼女が身をかわすと同時、振り下ろす。

　火花が散り、金属製のドアは切り裂さかれる。

　まるで重騎き士しの盾たてでも叩たたき切ったような感かん触しよくだった。その手て応ごたえに、この遺跡が普通ではないことをレイナーは実感した。これまでの通路にも幾つもあったが、そんなただのドアにこれほどの堅けん牢ろうさを求めるとは、どういう意図で作られた遺跡なのか。

　ケセランパサランがドアの残ざん骸がいを足の裏で蹴け飛とばし、部屋の中に踏み入った。

　いや、そこもまた、部屋と呼ぶには広大な、倉庫のような空間だった。

　静まり返っている。一見して人の気配はない。

　そこでレイナーは対面の壁に、今しがた切り開いたのと同様のドアが開いているのを見て目を細めた。

「……逃にげられたか」

「いや、あれはフェイクだな。わらわたちが向こうへ行った隙すきに逃げる算段なのであろう。そこのコンテナの影かげに潜ひそんでいる……はずである」

　はず……という不確定な言葉に、レイナーは横のケセランパサランを振り返った。

「物もの陰かげではいくらわらわでも見えぬぞ」

　だから、問えばいい。

「いい加減にせぬか。そこにいるのはわかっているのだぞ、マヒロ王子」

　しかし返事などあるはずもない。

　嘆たん息そくして腰こしに手を当てたケセランパサランが、胸を張ってこんなことを言った。

「よしわかった。お姉さんとイイコトをしよう」

「それは誠まことか!?」

　マヒロがとあるコンテナの上に、燦さん然ぜんと姿を現した。

　真ま面じ目めな顔で、しかし悠ゆう然ぜんとケセランパサランは頷うなずく。

「もちろんだ。教育機関に文ぶん房ぼう具ぐの寄付をしたり、医い療りよう機関に献けん血けつをしにいくのだ」

「……って、それでは本当に良いことではないか!?　謀はかったな!?　いたいけな少年の純真を弄もてあそんだのだな!?」

　マヒロの言葉に、ケセランパサランは真顔で首を傾かしげた。

「？　イイコトに本当も噓うそもあるまい？」

「……。え……っ？」

　きょとんとしたマヒロに、一転、悟さとったようにケセランパサランは笑みを浮かべた。

「なるほど……それが得意の芝しば居いというわけか。残念ながらわらわには通用せぬ。お前が優やさしい王子だということは、すでにリサーチ済みである」

「え……っと。え？」

「何だったら貧しい人々の支し援えんをしている教会に、多額の寄付もしようではないか。どうだ、これならより多くの困っている人々を助けられるぞ？　ふふふ」

　得意満面に甘かん言げんを弄ろうするケセランパサランに、マヒロはきょとんとしたまま何やら言おうと口を開き、しかし言葉が出ないまま、少しの間うろたえるようにして……最後にレイナーの方を見た。

「……こんなことを君に聞くのも何だが、僕はどう答えればいいんだ？」

　喋しやべっているのはケセランパサランであって、それがどういう意図に基づくものかなど、レイナーには答えようもない。それをマヒロがどう答えるかなど、なおさら知った話ではない。

　だからレイナーは要件だけ言おうとした。

「……投」

　投降しろ、と。

　その瞬しゆん間かん、背後で凄すさまじい気配がした。気付いたときには、レイナーは構える間もなく砕くだけた壁かべの残骸ごと吹ふき飛んでいた。コンテナの一つに打ち付けられ、衝しよう撃げきに霞かすむ視界の先に何が起きたかを見る。

　紅白姿の女が、薙刀なぎなたを振り下ろした形で立っていた。

　草ぞう履りはなく、足た袋び一枚。

　そこでのやりとりを聞き付け、完全に気配を消して近付き……今、レイナーが一声発した瞬間に音だけでその位置を捉え、ドアより遥はるかに頑がん強きような壁を、ただ一いち撃げきでぶち抜いてきた。

　迂う闊かつを思う間もなく、レイナーは剣士の本能のまま痺しびれる指先に力を込こめ、黒の剣を握にぎり締しめる。それより早く、低く跳ちよう躍やくした沙耶香が音もなく迫せまり、横に一回転して最大威い力りよくを叩き付けてくる。

　姿勢を低くしてやり過ごす。背後でコンテナの一つが、ひどい音を立てて切り裂かれた。沙耶香が無言、鬼き神しんの如ごとき眼光で二刀目を振り下ろすのを、ようやくレイナーは剣で受け、受け止めきれずにまた吹き飛ぶ。

　別のコンテナに強く背を打ち、鋼鉄の箱がひしゃげるのを背中に感じる。肺はい腑ふが搾しぼられ酸素を失う。

「覚かく悟ごッ!!」

　まさに息つく間もなく追撃する沙耶香へ、気力だけで立ち上がって、今度こそ弾はじき返す。
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「っ……！」

　以前に増して一撃の威力が凄まじい。

　視界の端はしで沙耶香に向かおうとしたケセランパサランが、しかし通路の方を振り返る。全身の紋もん章しようをほの暗く輝かがやかせた男が、構えた銃じゆう身しんから長大な火か炎えん放射を棒状に薙なぎ、ケセランパサランの援護を遮しや断だんする。

　瞬またたく間に庫内の温度が上じよう昇しようし、警報と共に天てん井じようから消火のための薬液が降り注ぐ。

　レイナーからの反撃を受け流し、炎えん獄ごくによる牽けん制せいで距きよ離りを開けながら沙耶香が叫さけぶ。

「ミズクラゲ!!　姫ひめ様はどこだ!?」

「途と中ちゆうで別れた！　たぶん他の三人が追っている！」

　炎ほのおの渦でケセランパサランを追い詰つめながらＴＧＭが叫ぶ。

「なんてこった、向こうが本命かよ！　とにかくこっちだ王子!!　俺もハセベも手が離はなせねえ、てめえで来い!!」

「わかってるんだが……！」

　ケセランパサランは身軽に逃げる。鞭むちのようにしなるＴＧＭの炎が、マヒロの動きを束そく縛ばくする。魔導障壁マジツクシールドを張れぬマヒロは炎のある方には動けない、かといって動きすぎればレイナーの間合いに入ってしまう。そうなるように、ケセランパサランが中空に、コンテナの陰にと動き回ってＴＧＭの攻こう撃げきを誘ゆう導どうしている。

　その最中でレイナーは沙耶香とただひたすらの打ち合いを演じ続ける。

「行かせてなるものか」

　ケセランパサランの払はらった腕うでの軌き跡せき、一面に綿毛が舞まった。ＴＧＭの投射する炎に容易に引火し、眩まばゆい火花は彼女の姿を眩くらませる。

　正体不明の一人がこれまでになかった動きを見せ、標的を見失って舌打ちしたＴＧＭが一度攻撃の手を緩ゆるめた。

　どうあれマヒロの判断は速かった。一足飛びにコンテナから跳躍した……瞬間。

「っ！」

　マヒロの眼前に砂すな嵐あらしのように綿毛が流れ、それが過ぎるとニタリと嗤わらったケセランパサランの姿が現れた。

　レイナーは捨て身で沙耶香の動きを押さえ込み、マヒロを巻き込めぬＴＧＭは火炎放射を行えない。

　ケセランパサランは、両手で頭の後ろまで振ふり上げた〝枕まくら〟を、思い切り振り下ろす。

　それはマヒロの脳天で、ぼふん、と枕らしい音を立て、マヒロの身体からだは勢いよく床ゆかに叩き付けられ、転がりながら二度跳はねた。

「っつ……！　なん、だっ……!?」

　目を白黒させながら、かぶりを振ってマヒロが起き上がる。

「うむ？　手加減はしたが、わりかし丈じよう夫ぶであるな。……はぁん、そのプロテクターか」

　大きな枕を片手にぶら下げた女が、ゆらゆらと危なっかしく微笑ほほえみながら歩み寄る。

「伏ふせろガキぃ!!」

　疾しつ駆くし、火炎ライフルを細く絞しぼったＴＧＭが青白いガスバーナーの剣で薙ぎ払う。ケセランパサランが宙へ飛び、マヒロはＴＧＭと行き違ちがいに前転して彼の背後に身を隠かくす。

「てめえなんか武器はねえのか!?」

「なんにもない!!」

「じゃあとっとと逃げてユリカ様を追いかけやがれ!!　ここは俺らで押さえ……!!」

　どん！　と柔やわらかい物が固い物にぶつかる音がした。

　その方向を見たケセランパサランが高所で嗤うのを見て、マヒロもＴＧＭも振り返った。

　それは沙耶香の背が、壁に激げき突とつした音だった。

　レイナーが容よう赦しやなく剣を振り下ろし、沙耶香が渾こん身しんでそれを受け止める。だが沙耶香の背後は壁。逃げ場はない。床は消火液で水みず浸びたし。沙耶香の足袋は滑すべるばかりで、脚きやく力りよくを使い切れない。腕わん力りよくだけで抗あらがえる膂りよ力りよくの相手ではない。

　沙耶香の奇き襲しゆうは確かに成功した。だが皮肉にも、それが敗因ともなった。

「ハセベ将軍。もう勝ち目はない」

　だから武器を捨てろ。

　レイナーの静かな勧かん告こくに対し、沙耶香は挑いどむ目付きのまま口の端を吊つり上げた。

「問答無用、これぞ武士の本ほん懐かい……！」

「……運がなかったな」

　レイナーは表情を変えず一度刃やいばを引き、しかし沙耶香は得物から右手を放した。翻ひるがえる漆黒の刃に対し、大おお業わざ物ものを振るうよりも遥かに速い徒と手しゆ空くう拳けん。

「降参だ!!」

　マヒロの声。

　沙耶香の胸むな元もと、身に纏まとう千早一枚。僅わずかそれだけの隙間を残して、レイナーは漆黒の切っ先をピタリと止めた。

「僕の負けだ。もう逃げない。言うことを聞くからそこまでにしろ」

「……」

　レイナーは改めて状じよう況きようを把は握あくする。

　自分は沙耶香を殺せる位置にあり、マヒロの声がなければ間違いなく殺していた。

　だが、あと、わずか数センチ程ほどか。彼女を殺すだけ前進していれば、それは彼女の貫ぬき手の間合いともなっていた。構えたまま止まった沙耶香の指先には、おぞましいほどの魔ま力りよくか、霊れい力りよくか、そうした類たぐいが込められていた。

　魔法は門外漢であるレイナーは、詳くわしくは知らない。だが、剣けん士しであるから命のやりとりについては理解している。

　自分が沙耶香を殺していれば、そのときは自分も……死ぬか、良くても半身は消し飛ばされていたのではないか。そういう予感だけはした。

「っ……貴様っ！　ミズクラゲ!!　命を懸かけた武人の闘たたかいに水を差すとはいかなる了りよう見けんだ!!　事と次し第だいによってはただではすまさんぞ!!」

　ひとまず事態が収まったことに、マヒロは大きく息をついてから言った。

「……いいじゃないか。レイナーが剣を止めてくれたんだから」

「私の負けだとでも言いたいのか!?」

「相打ちじゃ勝ちにはならない」

　沙耶香は諭さとすようなその言葉に一瞬目を見張り、しかしすぐまたマヒロを睨にらみ付けた。睨み付けるだけで、何も言わなかった。

「……レイナー、ハセベ将軍の武器を取り上げてくれ。それで終わりにしよう」

「……」

　レイナーは歯は嚙がみする沙耶香の薙刀に手をかけるが、彼女は何も抵てい抗こうしなかった。だからそのまま取り上げ、自身の漆しつ黒こくの刃は鞘さやへ収めた。

　ＴＧＭが大きな溜ため息いきでマスクを鳴らす。

「マジかよ……」

「すまない、ＴＧＭ。けど向こうだってユリカ様を殺すことが目的なわけじゃない。ここは言うことを聞いてくれないか」

「……いいが……。皇女様になんかあったら、その限りじゃねえぜ……」

　ＴＧＭが脱だつ力りよくしたように銃口を下に向け、マスクから繫つながるホースを外すと、背中のボンベとライフルをその場に落とした。ぐわしゃん、とひどく重い、やかましい音がした。

　一連を見ていたケセランパサランがニタリと笑う。

「見よ。やはり噂うわさ通りの優しい王子であるな。騙だまそうとしてもわらわの目はごまかせぬ」

「……いや……。その…………まあ、いいんだけどね……」

　マヒロは消火液に塗まみれた頭をぼそぼそと搔かいて肩かたを落とした。

「これはわらわが持とう」

　心なしか軽い足取りでやってきたケセランパサランが、ＴＧＭの捨てたボンベをひょいと背負い、ライフルを手にする。

「で。どうすると撃うてるのだ？」

「ガキのオモチャじゃねえんだぜ……。それより、こっからどうすんだ」

　レイナーはケセランパサランを見て、ケセランパサランは自分を指差し首を傾かしげる。

「わらわが決めるのか？」

「決めてないんですか？　ええと……名前は」

「ケセランパサランである」

「ケセラン、パサラン……ちゃん？」

「長いからケセランパサランでよい」

　マヒロは何やら言いたげにしたが、一度口を閉ざして言い直した。

「……じゃあユリカ様か、パリエルか、とりあえず捜さがしに行きましょう。追っかけていったのなら、どこかで一いつ緒しよになってるでしょうし……取り返しの付かないことになる前に、急いで捜したいのですが」

「同感だぜ」

　とＴＧＭが言い。そのときばかりはレイナーも、

「ああ」

　と。自然と賛同の声を上げていた。




　　　　◆




「はぁ……、はぁ……！」

　ユリカは走っては目を凝こらす。

　通路の構造は、単純に前後と左右に交差するだけのものだ。だからモニタールームを起点に、どちらに向かって走っているかは把握している。

　だというのにマヒロと別れた方向……自分は左に別れたのだから、それより右の方向……には、どうあっても辿たどり着けない。それらの隔かく壁へきは全すべてシャットダウンされている。いや、走る方向から隔壁の閉まる音が聞こえることもある。

（……誘導されている……）

　だが……要よう塞さいと言っても所しよ詮せん機械だ。とすれば、誰だれが何のためにそんなことを判断しているのか。でなければ、先程会話したウィルが道案内でもしてくれているのか。

（……）

　メルヘンチックな考えに、物語の読み過ぎを自じ嘲ちようしそうになるが、生あい憎にくと息が苦しくて笑う余よ裕ゆうもなかった。

　もともと、走るのは苦手だ。

　この要塞の指揮官と誤ご認にんされたマヒロなら、ドアや、ひょっとしたら隔壁もどうにかしたら開けるのかもしれないが……。

「はぁ、はぁ……」

　角を曲がって一息つく。足音は三人分。マヒロと沙耶香とＴＧＭの声ならいいが。

「麒麟、今度は!?」

「そっちだ！　もう相当近いぜぇ……！」

「まるで犬のような鼻ですね……！」

「バーカ、おめえらみてえなガキの使う安いシャンプーの匂においじゃねえ、そこらじゃまずお目にかかれねえ上物の香こう水すいだぁ！　ちょっと訓練受けた奴やつなら間違いようがねえってもんだ……！」

（……）

　忍しのび衆。

　肉体の酷こく使しに長たけたレンジャーであり、環かん境きようの把握にも優すぐれるスカウトだ。ジェスと魔物の群れから逃にげ回った際には彼に言われて、そうした気配は川に飛び込むなり何なりして消したことを思い出すが、ここは完全な人工の構造物内。洞どう窟くつのように地下水の染み出している様子もない。

　呼吸が僅かに整ったところで、疲ひ労ろうに足が根を張る前に、再び走り出す。

「はぁ、はぁ……」

　マヒロはまだ無事だろうか。こちらへ向かってきているのはパリエルと、鎖くさり帷子かたびらを巻いた粗そ野やな長ちよう髪はつの男。あと、声だけでは判別できないが……鎧よろいの音から、大おお盾たてを持った銀髪の少女だろう。

　となると、マヒロへ向かったのはレイナーと黒尽ずくめの女だ。口数の少ないレイナー相手であれば、マヒロの口八丁でどうにかなるか……あるいは、あれは猟りよう剣けんの一方で猟犬でもあるから、耳を貸さないか。

　追ってくる三人を引き連れたままマヒロと合流するのは、まずいかもしれない。自分ではレイナーとは勝負にならないだろう。だが麒麟という男もまた、無手ながらレイナーを苦戦させたと聞いている。

　でも……今、マヒロを守れるのは自分しかいない。

　でも……マヒロが逃げた方向には辿り着けない。

　どうしよう。

　静かなのは好きだが、一人は嫌きらいだ。

（……）

　ああ、そうなんだとユリカは気付く。

　あのときは運良くジェスが通りかかってくれたが、こうして改めて追われる立場になってみると、あのときの状況が軽いトラウマになっていることに気付かされる。

「……はぁ、はぁ……」

　そうこう考えているうちに、開けた場所に出た。倉庫。格納庫。ハンガー。そのような場所に出た。

　床ゆか面めんと、二十メートル以上はある高い天てん井じよう面に、直径三メートルはあろうかという大きな円柱が並んでいる。円柱は下の方にスカート状の円えん盤ばんを穿はいていて、スカートの下には橇そり状の足を四つ生やしている。

　ロボットか何かなのか。それとも、要塞の設備的な装置なのか何なのか。

　悪いことには出口らしき場所には隔壁が降りている。袋ふくろ小こう路じだ。

　さらに言えば広すぎる。見晴らしが良すぎるのだ。どこかに身を隠かくすべきかと判断したときには、追い付いた向こうに姿を捉とらえられていた。

　そもそもの足の速さが違ちがっていた。

「はぁい、お姫ひめ様ぁ！　少々失礼しますよぉっ！」

　下げ卑びた声に顔だけ振ふり返ると、床の低い部分を分銅が飛んでくるのが見えた。避よけたつもりだったが、片足にそれの引き連れたワイヤーが絡からまり、あっという間もなくユリカは転んでしまう。

「く……」

　争いごとは嫌いだ。痛いのも辛つらいのも苦しいのも好きではない。闇将の座を占しめてはいても、ルナスのように自分は軍人だからと割り切ることもなかなかできない。

　でも……さすがに、イラッときた。

「おいおい怒おこるなよぉ、大人しくしてりゃあ何もしやしねえよぉ？　なあおめえら？」

　そのときには、ユリカの左右にパリエルとクーデリカが陣じん取どっていた。喉のど元もとに二本の剣が交差する。

　左のパリエルが言う。

「……これ以上危害を加えるつもりはありません。一緒に来てくれますね、ユリカ皇女」

　剣術はせずとも、伊だ達てに父やルナスと戦地を駆かけ回ったわけではない。動きや構えを見れば、どの程度かはまあわかる。

　さすが連合時代にはマヒロを護衛し、要塞で沙耶香を相手取り、今となってはレイナーを従えるだけのことはある。ユリカは視線だけをパリエルへ向けた。

「……マヒロ王子は」

「今はレイナーともう一人……風ふう牙が衆の頭領が追っています。口先だけで逃げ切れる相手じゃないことは、わかってもらえますね？」

「そう」

　あれが風牙衆の頭領とは。

　ワイヤーを手た繰ぐるようにして麒麟が近付いてくる。

「とりあえず、その杖つえ置いて両手を出しな。足を外すのはそれからだ……まあがんじがらめに縛しばって俺様が抱だっこするってのもアリだけどなぁ？　ひへへ」

　若い二人の少女が、その言葉、笑い方に露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

　そう。マヒロが言っていた。

「……お前が、麒麟」

「ほぉ！　これはこれは、麗うるわしき皇女様に名前を覚えてもらえるとは光栄だぁ！」

「新型機関車で帝てい都とを滅ほろぼそうとした」

　パリエルが、しまった、というような顔をした。

「……へ～え、なるほど。それで許せねえってか？　俺様みてえな極ごく悪あく人の言うことは聞けねえってわけだ……？　じゃあどうするよ？　なあ、お姫様よぉ？」

「待て麒麟！　お前はもういい、口を開くな！」

　パリエルに構わず、ユリカは言った。

「マヒロ王子から聞いている。殺しても死なない」

「あ～あ？　それがぁ？」

　ユリカの身体からだが、喉元の刃やいばをかわすように仰あお向むけに、床に開いた闇に沈しずむ。

　そして麒麟の頭上に開いた闇より降り落ちながら。

「うるさい馬ば鹿かお前は死ねっ」

　力ちから一いつ杯ぱい、ロッドを振り下ろした。
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　パリエルがユリカの身体がどこに落ちたか覗のぞき込もうとしたときには、麒麟が目と鼻の先をかすめ飛んでいった。

　あまりに突とつ然ぜんのことで、次に見たときには、二転、三転した麒麟が床に這はいつくばっていた。常人なら即そく死しか、良くても意識不明のところを、それでも彼は仰ぎよう々ぎようしく眼光を漲みなぎらせてバネのように跳はね起きる。

「……痛ぇじゃねえかよぉおおお!?　大人しくしとけばいいものをよぉ!?　お転てん婆ばなお姫様にはちょぉおおお～っとお仕置きが必要みてえだなぁ!?」

「……」

　ユリカはロッドを両手に握にぎり締しめたまま、パリエル、クーデリカ、麒麟の三方を見ながら、じり、と後あと退じさる。くぐり抜ぬけた闇が消えたときには、片足に絡み付いたワイヤーも途と切ぎれていた。

　パリエルは構えたまま麒麟に対して叫さけんだ。

「このっ、馬鹿っ！　大人しく止まってくれたのをわざわざ挑ちよう発はつする奴があるか!?」

「ひゃあっひゃあっひゃあっ！　ガキのお嬢じようちゃんたちにゃわからねえだろうが、ぎゃあぎゃあ悲鳴でも上げながら抵てい抗こうしてくれた方が盛り上がるってもんだぜぇ……!?」

　それを聞いたクーデリカが、冷めた目のままに「下げ衆す」と呟つぶやく。

　麒麟は気にしない。

「なあ、お姫様よぉ？　そんな澄すまし面づらでどんな悲鳴を上げてくれるか、考えただけでぞくぞくするぜぇ！　おら、かかって来いよぉ……!?　まさかさっきのでほんとに俺様が死ぬと思ったのかぁ～？」

　パリエルが怒ど鳴なる。

「いい加減にしろ！　目的を忘れるな！」

「うるっせえ、いちいち俺に指図すんじゃねえよ！　生いけ捕どりにすりゃあいいんだろうが!?　殺しはしねえぜ、殺しは……なぁ!?」

　だめだ、この馬鹿はやっぱりネジが飛んでいる。

　胸中で舌打ちするパリエルをよそに、奈な落らくという名の鎌かまを手にして麒麟が動いた。

「来ねえならこっちから行くぜぇ!!」

「っ……」

　飛びかかってきた麒麟を、ユリカが避ける。

　麒麟は大振りに、右に、左に、上へ、下へと斬きり付ける。ユリカはそれを、避けて、避けて、また避ける。

「……パリエル様」

「ああ」

　同じことを思ったらしいクーデリカに、パリエルはあいまいに相あい槌づちを打つ。

　麒麟は斬りかかってはいるが、そこには何ら殺意というものは込こめられていなかった。レイナーとやり合ったときのような気き迫はくもない。パリエルのような剣けん士しからしてみれば、それはただ無む闇やみで、無意味な大振り。街のチンピラがよくやるような、ただ相手を怖こわがらせるためだけの、大おお袈げ裟さで隙すきだらけの虚こ仮け威おどし。

　しかしユリカはそれを精一杯避けている。表情は澄ましているが、麒麟が振りかぶれば身をすくめ、次に刃の来ないだろう方向へ……飛び込むように身をかわし、よたと足あし踏ぶみをするほどだ。

　街のチンピラから逃にげ惑まどうだけの、やはり街娘むすめの体てい。そうやって逃げ惑うだけで、息も上がっている。芝しば居いや何かには見えない。

「おらおらぁ、逃げてばっかじゃ捕つかまっちまうぜぇ!?　ちったぁ抵抗しろってんだよぉおおおお！」

「っ……」

　それをわかっているのか、麒麟はなおも面おも白しろがって、けたたましく笑いながら追い回す。

「来い、クーデリカ」

「はいっ」

　パリエルはクーデリカと共に、ユリカの退路を塞ふさぐ位置へ回り込んだ。

　可能性は二つ考えた。

　一つは、何らかの理由があって魔ま法ほうを使えない。

　マヒロと何らかの策をかわしており、そのための時間稼かせぎを行っている。あるいは、魔法を使うために大おお掛がかりな様式を必要とする。体調が優すぐれない……なんでも考えられるが、一度はああして姿を消したことから、可能性は低いか。

　もう一つは、先さき程ほどの姿を消す魔法で精一杯だった。

　転移魔法などの話自体は聞いたことはあるが、魔法とは得てして便利なものほど高度な才能、技量、精神力、その他諸もろ々もろを要する。時間稼ぎの点で言えば、マヒロとの何らかよりはそうした疲ひ労ろうの回復を狙ねらっているのではないか。目の前の流れを見る限りは、その方がしっくり来る。

　だとしたら、早いうちに取り押さえた方がいい。

「そこまでですユリカ姫、その馬鹿が間違って怪け我がをさせないうちに降参してください」

　だが、止まる気配もなくユリカはパリエルの方へ突つっ込こんでくる。

「ごめん」

「えっ……」

　パリエルの目の前に、先程ユリカが姿を消した闇が広がった。パリエルには見えなかったが、ユリカはその中に飛び込んだ。そしてパリエルは視界を遮さえぎられて気付かなかったが、

「後ろだ馬鹿っ!!」

　麒麟の声。

　パリエルの目の前のそれと同時に、クーデリカの背後にもそれは広がっていた。ぎん、と鎧よろいの鳴る音。背中に痛つう烈れつなショックを受けたクーデリカが、その場に倒たおれ込む。

　闇の穴は消え、ユリカがまた逃げ出す。

「ちょ……大だい丈じよう夫ぶ、クーデリカ!?」

「あ……、平気……、です……が……」

　パリエルが抱き起こすと、意識はあるが目の焦しよう点てんが定まらないような感じだった。

「大丈夫、少しの間動けなくしただけ……。はぁ……はぁ……」

　と、こちらと距きよ離りを空けたユリカが答える。距離が空いたことで、足を止めて呼吸を整えている。

「ひゃあっひゃあっ！　お上品なお姫様のクセによぉ、後ろからの卑ひ怯きような不意打ちがご趣しゆ味みってわけだぁ!?」

　そんな傍かたわらの麒麟へ、パリエルは声を低くした。

「ナメるのはもう止やめろ。やばいぞ、あれ」

　すると麒麟も、口を動かさぬ腹話術で声を低くした。

「わぁかってんだよバカ。相手は闇の法王様だ」

　ユリカへ向けた下卑た笑え顔がおは変わらなかったが、パリエルより潜ひそめた麒麟の声は真剣だった。

「てめえ、魔法使いの何が一番厄やつ介かいかわかってんのか？」

「それは……魔法じゃないの」

「バ～カ、それがどんな魔法か、使われるまでわからねえってことだろうが。魔法使いってのはペテンが回りやがる……連中には剣も拳こぶしも必要ねえ。大人しく捕まるなんてことほど気味の悪いもんはねえんだよ。転ばせたあのときに、そのまま捕まえでもしててみろ。こっちが油断したところでドカンだ」

　ドカン。

　魔法一発でこちらは三人ともが全ぜん滅めつする。事実、彼女は拘こう束そくなど難なく逃げおおせた。

「あの手の輩やからは、まず頭に血を上らせて集中力を削そぐのが定石だぁ。そうして追い込んだところで手の内を晒さらさせれば、もう怖いもんはねえ……それが大人しくしろだの何だの、だからガキだってんだてめえらは」

「……あ……う……。……わかった……」

　馬鹿だ馬鹿だと思っていた相手に筋の通ったアドバイスをされたパリエルは言い返すこともできず、おずおずと頷うなずくしかなかった。

「でも、それならそうと言ってくれればいいのに……」

「今の話聞いて頭に血を上らせるバカがいるかよぉ……第一、風ふう牙が衆にメシおごらせるほどお偉えらいパリエル傭よう兵へい団の団長様ならそれくらいご存知だと思ってなぁ～？」

「ぐっ……このっ……」

　と、自分がカッカしても仕方がない。

　パリエルは歯は嚙がみするだけで我が慢まんする。

「……で、風牙衆の総代様としては、具体的な作戦はあるの」

「口の利きき方がわかってきたじゃねえか。向こうは呪じゆ文もんも紋もん章しよう符ふも使わねえ一番厄介な手合いだ。殺せねえとなれば、あとは気絶させるしかねえよ。落とし方くれえわかってんだろうな？」

「こっちだって元近衛このえ騎き士しだ、馬鹿にするな」

「ひゃっひゃっ！　元、ねえ……」

　含ふくんだ言い方のあと。麒麟は進み出た。

　パリエルは麒麟と距離を置き、ユリカの側面へ回り込むように近付いていく。当然、ユリカは左右に気を配りながら後退していく。麒麟だけ注意していた先程よりも、状じよう況きようは不利のはずだ。

　そう、向こうは帝てい国こくの将軍で、知ち恵えも回る。麒麟にああも言われたあとでは、同じ女だからと暴漢に襲おそわれる風を演じて、自分とクーデリカの同情、隙を誘さそったのではないかとさえ思えてくる。

　クーデリカは身を起こしてはいるが、まだ立ち上がれない。ただの打だ撃げきではなく、そうした麻ま痺ひ的効果のある魔法じみたショック攻こう撃げきだ。

　油断はしない。次に闇やみが現れたときは、全天を注意する必要がある。

　その気迫を悟さとったように、ユリカの目がパリエルも注視するようになった。

「……気付きましたか、ユリカ姫ひめ。もう不意打ちは通用しません」

「……」

　実際どう出るかはともかく、あえて言うことで牽けん制せいすることはできる。そこに麒麟が乗ってきた。

「ひゃあっひゃあっひゃあっ！　いいぜぇ、ガキぃ！　そうだよなぁ、もう通用しねえよなぁ！　さあどうするお姫様よぉ!?　グーが通用しねえって言われたら、考えちまうよなぁ!?」

　するとユリカが言った。

「じゃあ、次はチョキを出す」

「「……」」

　生なま兵びよう法ほう。

　普ふ段だん余計な交こう渉しようごとなどしたことのない二人だからこそ、逆に足が止まってしまった。

「私は、チョキを出す」

　手の内がわからない。

　チョキが何を意味するのかわからない。出会ったときから変わらぬユリカの澄すまし顔、ポーカーフェイスは、強がっているかどうかさえもわからない。

「ダークゲートの使い方は一つじゃない」

　有り体に言えば、ユリカにとっては、そうして敵が足を止めてくれるだけで充じゆう分ぶんだった。

　ユリカの頭上にゲートが開く。パリエルと麒麟は自身の周囲を警けい戒かいしたそのとき、離はなれた場所からその場を見ていたクーデリカが叫さけんだ。

「足元！」

「っ!?」

　パリエルは見る前に飛び退のくが、ゲートが開いたのは麒麟の足元。

「なぁにいいいいいっ!?」

　麒麟は離れた場所にあるユリカの頭上のゲートから、自分の足が生えるという不思議な光景を見ながら闇に落ちる。

　不意の落下。何の姿勢も取れぬまま、ベースボーラーのようにロッドを縦に構えたユリカがいる。

「我が一打に嘶いななき叫べ……闇の本塁打ダーク・ホームラン！」

　ただし打つのは白球ではなく、敵。




　ズドフッ!!




　アッパー気味のフルスイングに、くの字に折れた麒麟の体はもみくちゃに回転しながら壁かべと天てん井じようの合わせ目に激げき突とつし、濡ぬれたボロ雑ぞう巾きんのように数十メートルを舞まい落ち、床ゆかに激突した。

（……。）

　歳としの割に修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけたつもりのパリエルだったが、人体があれほど勢いよく、高く、遠くまで飛ぶのを見たのは始めてだった。

「っぐ……！　お……！　あ、あっ……！」

　呻うめく麒麟に向けて、ユリカが歩き始める。

「っ！　待てっ!!」

　走り、パリエルが捕つかまえようとしたときにはユリカが闇をくぐり抜ける。どこへ消えたか捜さがしたときには、倒れ込んだまままだ動けぬ麒麟目掛け、ロッドをゴルファーのように背の後ろまで振ふり上げていた。

「死を許されぬ不便な体を持ったことを後こう悔かいするといい。無む辜この民たみが覚えた恐きよう怖ふを刻み込んでやる。……闇の会心打ダーク・ナイスシヨツト！」




　ヒュゴッ!!




　風切り音と打突音。

　麒麟が反対側の壁の天井に激突し、壁に激突し、錐きり揉もみながら床に激突し。

　パリエルはユリカを捕まえようと走る。次のホールでも目指すように歩き出したユリカの身体からだが、あと一歩のところでまた闇に消える。

「ああっ、もう！」

　振り返ると、やはりユリカは麒麟の側に立っていた。麒麟が半ば砕くだけて震ふるえる腕うでで、どこからか注射器を取り出したのを、ユリカは足を振り上げ、その手指の骨ごと容易たやすく踏ふみ砕く。ロッドを大上段に振りかぶる。

「ご、あ、待っ……！」

「お前のような下等下げ劣れつな者には、目め隠かくしすら生なま温ぬるい。……闇のダーク・スイカウオーターメロン・割りスマツシユ！」

　そこからはもう、滅めつ多た打ちだった。逃にげる様が素人しろうと丸出しなら、ロッドを振り下ろす姿もまた、美しさも実用性も皆かい無む。型も何もあったものではない、ただ一いつ生しよう懸けん命めいな滅多打ち。

「はぁ、はぁ……はぁ……！」

　しかも、そのうちユリカの方が疲つかれを見せる有様だった。パリエルはある程度まで近付くと、気配を殺して慎しん重ちように忍しのび寄っていく。

　それを悟り、麒麟は全身を打ち砕かれながらもなおも挑ちよう発はつする。

「ひ……ひゃぁ……、結局、その程度だ、ぜぇ……！　俺様はぁ……死な、ねぇ……ぜぇ!?」

「はぁ……はぁ……。でも、痛みはあるはず。最初に殴なぐったとき……はぁ、痛いと、言った……」

「バァカ、痛みで音を上げるようじゃぁ、忍しのびはつとまら……！」

「なら確かめる」

　ユリカが次に打つ部分へ視線をやった。

　麒麟はその視線を感じた瞬しゆん間かん。

「バカてめぇ、そこはあっ!?　おおおおおおおおお姫様だろうがあああああああああああああああぁっ!?」

「闇のダーク・女の子ガール・製造クリエイト・撃クラツシユッ──!!」

　脚あしの付け根の間に、先さき程ほどのティーショットじみた一撃。悲鳴もなく白目を剝むいた麒麟が、また反対側の壁にまで飛んでいく。またパリエルの目の前で、ユリカは闇に消える。

「また……!?　ああもうっ、いい加減に……！」

　パリエルも再三方向転てん換かんしたとき……。

「えっ……？」

　しかし、ユリカの姿は泡あわを吹ふく麒麟の側そばには見えなかった。執しつ拗ような麒麟への追撃はこのための陽動。はめられたと思った瞬間。

「ダークチョップ」

　静かな声は背後から。

　パリエルは首の後ろに綺き麗れいな手刀を受け、その場に崩くずれ落ちていた。

　　　　[image: ]

（……つ……疲れた………）

　ユリカはパリエルの襟えり首くびを捕まえ、引きずり歩く。そして最初に自分の足に絡からみ付いたワイヤーを拾うと、パリエルの両手首を後ろ手に縛しばり上げた。

　これでいい。今いる三人の中では、このパリエルが最も人ひと質じちとしての利用価値がある。レイナーがこのパリスティエル姫の騎士として従っているのなら、少なくともこれでレイナーの動きは封ふうじることができる。

「はぁ……」

　ようやく大きな溜ため息いきをつく頃ころには、最初に倒たおしたクーデリカという少女が、どうにか立ち上がるまでに回復したところだった。

「……闇ダークを付ければいいというものではないと思いますが」

　またネーミングセンスのことについて言げん及きゆうされた。

　いっそ開き直ってユリカは言い返した。

「武装を解除しなさい」

「そのお方を、いま帝てい国こくの手に渡わたすわけにはいきません」

「なら、パリスティエル姫にダークひどいことをする」

　ユリカは努めて冷たい顔で、気を失っているパリエルの襟首摑つかみ、その力ない姿を見せ付けた。

　クーデリカはこちらを睨にらみ付けたまま、いかなるダークひどいことを考えたのか、僅わずかに顔を赤らめ……やがて大きな盾たてと、剣けんを、不承不承その場に下ろした。

「……あれだけの高度な魔ま法ほう技術を持ちながら私たちを殺さなかったのは、兄さん……レイナーへ対する人質というわけですか」

「それもある」

「それ、も……？」

　いわゆる魔法らしい魔法、塵ちりも残さず吹き飛ばすような魔法を使えないわけではなかったが、これほど完かん璧ぺきな形で残る遺い跡せきをつまらない諍いさかいで傷付けたくなかった。

　何より。

「この子が死んだら、きっとマヒロ王子が悲しむ」

　そうなると、不器用な妹がまた右往左往するに違ちがいないのだから。

「私も、争いごとは好きじゃない」

　だからパリエルたちの気勢を削そぐために、麒麟をあれだけ手ひどく痛めつけたのだが……さすが窮きゆう地ちのペルーナ城に参戦し、ルナスの陣じんに突つっ込こんできただけのことはある。

（……）

　基本的に戦士なんて手合いは、想像力が欠落しているのだ。戦場でどれだけ凄せい惨さんな光景を目まの当たりにしても、自分がそんな目にあったらどうしよう……などと考えない。自分の痛みさえ顧かえりみられないのだから、他人の生死なんて尚なおのこと。だから容易く刃やいばに手をかけられる。

　無論、それは戦士としては正しい資質なのだけれど……人間として見れば、マヒロが言うところの倫りん理り観が歪いびつなのだ。

　まあ、今はそれを考えても仕方がない。

「……今度は私が聞く。あなたたちの目的は何」

「最初にパリエル様が仰おつしやったとおり、紋もん章しようです……聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせることができるという」

「違う。それを使って何をするつもりかを聞いている。一枚だけ手に入れたところで、聖魔杯は蘇らない」

「……わかりません」

　ユリカは無言のまま、ロッドの柄えをパリエルの首筋に添そえた。刃は物ものではないから、それだけでどうかなるものではない。何か魔法を使うつもりもない。ただ、よくないことをするぞ……という、そういう意思表示だった。

「……本当です。私たちは……傭よう兵へいとして、紋章を奪うばうよう雇やとわれただけです……」

「雇い主は」

　クーデリカの視線が泳ぐ。

　一瞬、ぶっ倒れたままの麒麟を見た。

「……風ふう牙が衆です……」

「いくらで雇われた」

「っ……、それは……交こう渉しように当たったのは、パリエル様で……」

　クーデリカという少女、若く真ま面じ目めそうなだけあって、可愛かわいいものだった。

　普ふ通つうはそうだ。こうした状じよう況きよう下で問い詰つめられれば、噓うそなんてつけない。ただ返答するにも窮するものだ。

　やはりマヒロがおかしいのだ。この少女と同じような年頃でありながら、演技もするし、もっと厄やつ介かいなのは演技か本気かの区別が付かないところを見せてくる。

「あなたが答えないのなら、このパリスティエル姫ひめに嫌いやでも喋しやべってもらうことになる」

「っ……」

　クーデリカは歯は嚙がみし、口くち籠ごもった。

　よほど言えない相手か、よほど言えない取り交かわしがあるのか。

　軍属としては、もうちょっと締しめ上げるべきことは心得ている。しかしユリカ個人としては、か弱い少女をあまり脅おどかすのもいい気分がしなかった。

「う、がっ……くそっ……がっ……！」

　ようやく麒麟が起き上がる。

「やってくれたじゃねえかぁ……、へっ、人質取って一安心ってか……」

「もう勝ち目はない」

「残念だが、俺はそんなガキ一人どうなったって関係ねぇからよぉ……!?　やられた分くらいはきっちりやり返させてもらうぜぇ！」

「死なないのなら、閉じ込める」

　ユリカの不ふ穏おんな言葉に、麒麟がピタリと足を止めた。

「ダークゲートの入り口だけを開け、出口は作らない。お前は闇やみに取り残される」

「っ……、へっ……それで、どうなるってんだよ……」

「ただの再生能力リジエネレーシヨンならまだいい。ただし、食料も水分もいらないような本当の永久機関ならよく考えるがいい。私もそこまで残ざん酷こくな真ま似ねはしたくない」

　ユリカの目は本気だった。

　麒麟は深しん紅くの瞳ひとみに微かすかに息を吞のみ、不ふ遜そんな笑みを形作る。

「へ……へへっ、得物振ふり回すだけで息も絶え絶えだった箱入りのお姫様が、この俺様を脅すつもりかよ……！」

　都合、五人分の足音が近付いてきたのはそのときだった。

　マヒロ、沙耶香、ＴＧＭ、レイナーと黒尽ずくめの娘むすめ。

　レイナーともう一人が、それぞれ沙耶香とＴＧＭの武器を預かっているのを見て、状況は察した。マヒロが捕とらえられることまでは予想もしていたが、天魔将と三剣までが落ちているのはユリカも想定外だった。

　そしてマヒロたちもまた、ユリカの手の内にパリエルがいて、クーデリカが空手となっているのを見て理解する。

　互たがいに人質を取り合うややこしい状況に、黒尽くめはゆらゆら笑う。

「幻げん蔵ぞうが後おくれを取ったか。さすがは闇の法王、一ひと筋すじ縄なわでは行かぬようであるな」

「も……申し訳ありませんお頭かしらっ……！」

　先程までの下げ卑びた風ふう体ていが噓のように、麒麟が片かた膝ひざ付いてその娘にかしこまる。娘は優やさしく、ニコリと微笑ほほえんだ。

「謝らずとも良い。罰ばつならあとでくれてやる」

　あれだけいたぶっても平然と笑い続けていたあの男が、じっと床ゆかを凝ぎよう視ししたまま、この世の終わりのように青ざめる。

　ユリカは娘に問いかけた。

「あなたは」

「わらわの名はケセランパサラン。風牙衆の頭領である」

　銃じゆう身しんとボンベ、一式で六十キロはあるＴＧＭのデスボイラーをリュックサックのように軽々担かつぎ、名前は未確認生命体さつぱりわけがわかりませんと来た。

「……う……あれ……。レイナー……？　私……」

　朧おぼろ気げながら、意識を取り戻もどしたパリエルが呟つぶやく。ユリカはその身体からだを抱だき寄せ、改めて首元にロッドの柄を添える。

　こちらは沙耶香もＴＧＭも武器を取り上げられているのに対して、向こうはクーデリカ以外は素すの状態。大陸最強の猟りよう剣けんと不死身の麒麟、その麒麟を怯おびえさせるほどの風牙衆の頭領。

　そして紋章を取って来ることができるのはマヒロのみ、という事実。素通りされれば、それを止める術すべがこちらにはない。マヒロを取り返せなければ……。

（……）

　自分がマヒロについてきた意味がない。

　その表情を読み取ってケセランパサランは言った。

「状況は正しく理解できているようであるな、プリンセス・ユリカ。わらわたちの目的は、聖魔杯の紋章である。それさえ手に入れば、そなたらの生死になど興味はない」

「……私が死ねば、お前たちが生きて出られる道理はない」

「そう話を急ぐな。殺す道理はないということだ。お優しいマヒロ王子は、無用な犠ぎ牲せいを出さぬために自ら降参を申し出た。あとはそなたが大人しくしてくれれば、わらわたちは戦う道理すらない、ということである」

「……」

　ユリカは沈ちん黙もくでマヒロを見やった。

「全すべて僕の一存です。責任の所在も僕にだけあるものです。最悪、紋章はまたどこかで取り返せますが……失った命は返っては来ません」

「でも……帝都を滅ほろぼそうとしたような連中に、ただ紋章をくれてやるわけには」

　ユリカが言いかけたそのとき、要よう塞さい内にブザーが鳴り響ひびいた。

　薄うす暗ぐらい暖色の照明が、眩まばゆいばかりの白いそれとなり一いつ切さいを明るく映し出す。

　無機質な女の声が響き渡る。

《内部管制システム復旧完かん了りようしました。艦かん内ない走査を開始します》

　パパッ、と室内が二度、フラッシュした。

《機関修復率七十二パーセント。船体修復率六十五パーセント。飛ひ翔しよう可能状態を確かく認にん。当艦はこれより、地球生命解放作戦の戦列へ復帰します。ドローン格納庫内に識別不能生命体反応の健在を再確認》

　けたたましいアラームが鳴り響く。

《警告。警告。当艦はこれより艦内部に残る全生命体の殲せん滅めつ作業を開始します。メンテナンス要員は識別バッジを着用の上、速すみやかに艦内より退たい避ひしてください。殲滅作業完了後は排はい除じよ作業、除染作業へ移行のため遺品の類たぐいは残りません。警告。警告。当艦はこれより艦内に残る全生命体の殲滅作業を開始します。メンテナンス要員は識別バッジを着用の上、速やかに艦内より退避してください。殲滅作業完了後は排除作業、除染作業へ移行のため、遺品の類は残りません》

　地鳴りのような微び震しん動どう。

　とてつもなく巨きよ大だいな金属が唸うなり合う共鳴音。

　構造物に、生きるという言葉が当てはまるのなら……それはまるで、遺い跡せきが目覚めたかのような気配。そしてそれは、中にいる全員にとって、決して心地ここちの良い予感をもたらさなかった。

　ＴＧＭが視線を険しくする。

「おいおい……どうなってんだよこいつは……！」

　危機感を込めた表情でクーデリカが言った。

「今の声、あまりいいことを言っていなかったように聞こえましたが……！」

　ユリカはマヒロに問うた。

「マヒロ王子」

「いいえ、僕はレイナーたちから逃にげたあと、ここまで来ただけです！　何も……！」

　それまで、一切を楽しむ風だったケセランパサランが驚おどろきの様相でどこへともなく視線を巡めぐらせていた。

「地球生命解放作戦……と言ったか？　戦列に復帰すると……？」

「お頭、それが何か……？」

　ケセランパサランが、異変を感じてはいてもまだ判然としない麒麟へ振り返る。

「この艦の名前は何だ？　誰だれでもよい、この遺跡に入ってから番号やコードネームや、何でもいいから見たものは……」

「ユートピア級二番艦。シャングリラ」

　ユリカが言うと、彼女は悪い冗じよう談だんでも聞いたような顔で、ゆっくりと振り返った。

「ユートピア級……だと？」

　こくり、頷うなずく。

　するとケセランパサランは血相を変え、互いの人ひと質じちのことなど忘れてユリカへと詰め寄った。

「馬ば鹿かが、知っていたのか!?　帝てい国こくはこれを蘇よみがえらせて自国の兵器にでもするつもりか!?」

「知ったのはここに入ってから。ウィルと名乗る何者かが、最初の部屋にあった画面でそう言っていた」

「!!　まさか、ウィル子か……!?　他ほかにはなんと言っていた!?」

「エラーを起こして、紋もん章しようの祭さい壇だんと融ゆう合ごうしていると。だからエネルギー源になっている紋章を取り去って、再起動を止めて欲しい……」

「……当たり前だ。当たり前だが、……まずいぞ。ならばあれが目覚めるより先に紋章を手に入れなければ……」

　そこまで言って、ケセランパサランは険しい目で彼ひ我がの状況を見やった。

「だったら先を急ごう」

　マヒロが言った。

「人質云うん々ぬんの話は後だ。とりあえず僕は紋章を手に入れる」

　その人質云々を無視したマヒロが走り出そうとした首元に、レイナーが漆しつ黒こくの刃やいばを差し渡わたす。

「姫ひめの解放を要求しろ。それさえ叶かなえば、俺はもう邪じや魔ま立てしない」

「ったく……、ユリカ様！」

　マヒロに、ユリカはかぶりを振った。

「……だめ。パリスティエル姫が命令すれば、レイナーがどう行動するかの保証はない。それは、そういう男」

　ユリカは改めてパリエルへ言った。

「レイナーに武器を捨てるよう命令して。マヒロ王子を解放してくれれば、私もあなたを解放する」

「それを信用しろって言うの？　みんな何を怖こわがってるのか知らないけど、こんな何百年も昔の機械ガラクタがまともに動くと本気で思っているの？　動き出したら世界が滅びるとでも？」

　しかし、事実、扉とびらは自動開閉した。

　事実、照明は灯ともっている。

　だが……やはり事実として、警告のアナウンスはあったが、何かが起こる気配はない。

　パリエルの言葉に、全員の意識が揺ゆらぐ。




　だが、強気を装よそおってはいても、パリエルはパリエルで焦あせっていた。現状はともかく、その後のことを考えた場合に、脱だつ出しゆつの要かなめとなるユリカを確保できていないのだ。そうでなくとも帝国側にさらなる増ぞう援えんが来れば、事態は悪化する一いつ途と。




　ユリカもまたそれをわかっているから、容易にはパリエルというカードを手放さない。手放せない。

「……」

「……」

　互いに打開の言葉が尽つき、言葉が尽きたとなればあとは動くしかない。どう動くかを読み合う気配が、場に極度の緊きん張ちよう感をもたらし始める。

　そのときだった。

　各おの々おのが入ってきた場所とは正対する方角でシャッターが開いた。

　全員が、警けい戒かいをしたままそちらに視線を向ける。

「……コマンダーの生存を確認」

　それは先さき程ほどの警告を発した声だった。

　音もなく、床面から僅わずかに浮ういて、滑すべるように格納庫内に入ってくる。

　人間離ばなれして鮮あざやかな、エメラルドグリーンの髪かみ。同じ色の、ガラスのように冷たい無機質な瞳ひとみ。髪から覗のぞけるのは、耳を覆おおうヘッドホンのような部品。手足の爪つま先さきより首元までの全身を覆うのは、身体の曲線を浮き立たせる白いボディスーツ。

　そういう、人形のような印象を強く抱いだかせる、若い女だった。手にしているのは自身の身長の優に二倍はあるだろう、長大な。そして大おお柄がらな機関部を持つ、見たこともない形状の銃だった。

　ケセランパサランが啞あ然ぜんとした表情で言った。

「馬ば、鹿か、がッ……！　冒ぼう険けん者の言っていた幽ゆう霊れいとは……まさか、この……!?」

「光学イクスプローサーを使用します。強い光と大きな音に注意してください」

　緑髪の女が携たずさえる得物の機関部が、クゥン、と低く唸った。

「避よけろっ!!」
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　ケセランパサランが叫さけぶ。

　各々に予感を察した強者たちは、その銃じゆう身しんの射線から距きよ離りを置くように飛び退のく。

　光が走り、直ちよく撃げきした格納庫の壁かべが爆ばく発はつを起こし、それによって全員が吹ふき飛ばされた。

　バックパックから光の粉を撒まきながら、音もなく接近した緑髪の女が、倒たおれたマヒロの手首をいとも容易たやすく捕つかまえ、身を翻ひるがえす。

「コマンダーを確保」

「っ……、く……待て、君は……」

「地球生命解放戦線ユーラシア東部方面軍第一殲滅隊所属、ユートピア級航空要塞二番艦・シャングリラのコアユニットです」

　マヒロの身体からだを携えたまま格納庫の高くまで舞まい上がり、彼女は再び身を翻した。無機質な銃口を、ようやく爆発の衝しよう撃げきから立ち直ろうとする面々の中心に向ける。

「待っ……!!」

　マヒロが叫びかけたときには、彼女は再びトリガーを引いていた。閃せん光こう、爆発。もうもうたる煙けむりと鉄の焼ける炎ほのお。

「殲滅作業完了。排除作業を開始」

　シャングリラは高度をそのまま、爆ばく煙えんを呆ぼう然ぜんと見下ろすマヒロを連れて元来た方角へ。

　するとシャッターどころか広大な壁へき面めんごと、ゆっくりと開き始める。その向こうから現れたのは、四本足に人型の上半身を持つロボット。百体以上ものそれが、飛行するシャングリラと入れ替かわりに、規則正しい軍隊アリのようにユリカたちのいた格納庫へと進み始めた。
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（……）

　ユリカは膝ひざをついた低い姿勢のまま、全力で展開した闇やみのヴェールを取り払はらう。爆散したのは、そのダークゲートを反射するように通り抜ぬけた手前の床ゆか。下層階数層の構造が丸見えとなるほどの大穴が空いていた。

　煙の薄うすれ行く頃ころ、その左右を迂う回かいしてロボットの大軍が押し寄せ、ユリカたちを包囲し始める。一発目の攻こう撃げきで、人質がどうこう言っている場合でないことは全員がわかっていた。

　拘こう束そくされていたパリエルを身を挺ていして庇かばったのはレイナーで、今はクーデリカがそのワイヤーを解きにかかっている。もちろんユリカはそれを止めない。レイナーが手放した得物を手に、沙さ耶や香かがユリカの前に立つ。

「ご無事ですか、姫様!?」

「問題ない。……それよりさっきのあれは、何」

　ユリカはその方向も見ず、名前も呼ばなかったが、問いに答えられる人物は一人しかいない。

「戦略級全局面型多目的戦せん闘とう半機。タイプ・ラストセイバー。人類が築き上げた科学の結けつ晶しよう。旧文明最後にして最高の産物である」

　そう言ってケセランパサランもまた、背負っていたボンベをＴＧＭの足元へ、片手で放り投げた。

「行くぞ、麒き麟りん」

「行くって……ああ、撤てつ収しゆうってことで……？」

　ゆらりと、ケセランパサランは一等危ない笑みを浮かべた。

「ばぁか。せっかく乗りかかった艦フネである。手に入れるのだ」

「!?　……まさか……この……、こいつを、ですか……!?」

　その空間、ひいては地中に埋うまっている要よう塞さいそのものを示すように両りよう腕うでを広げる麒麟へ、ケセランパサランは言った。

「よくよく考えれば、飛べるというなら飛ばしてしまえばいいのだ。いかにグランマーセナルと言えども、航空戦力は皆かい無むである。あったところで、ユートピア級であれば飛ひ龍りゆうとて敵ではない」

「しかしお頭かしら、さっきのあのバケモンはどうするおつもりで……!?」

　振ふり返り、彼女はすでに消え去ったシャングリラを指差した。

「あのコアユニットには、まだ思考能力が残っているらしい。ならばなぜだか司令官と思い込んでいるマヒロ王子にクスリを打ち、傀かい儡らいにすれば紋もん章しようも要塞もわらわのもの。一挙両得ではないか」

「一挙で片付けられるほど、簡単そうな相手には見えなかったけど……！」

　そんなことを言うパリエルは、レイナー、クーデリカと共に右手からのロボットに対たい峙じ。

　敵ながら沙耶香は首しゆ肯こう。

「ああ、さっきのは地上で見たレーザーより遥はるかに強力そうだったぞ！」

「全くだ！　皇女様がいなかったら、俺たちは粉こな微み塵じんだったな……！」

　沙耶香とＴＧＭは言いながら、ユリカを背にして左側から来たロボットに構える。

　ケセランパサランはパリエルたちとユリカたち、両勢力の間を駆かけ抜け、自らが綿毛にでもなったようにふわりと大穴を飛び越こえた。

　振り返ってニヤリ。

「ならばお前たちはもう帰れ、腰こし抜ぬけ共。紋章と艦はわらわがもらう」

　それだけ言って、本当に一人でマヒロが連れ去られた方へ走っていってしまった。

「お頭ぁ!?　お待ちを……！」

　麒麟が愚ぐ鈍どんなロボットの頭を踏ふんで、勢いのまま壁を数歩走り、そのまま向こう岸に着地、ケセランパサランを追っていく。

　ロボットは間合いなど気にせず、各々腕わん部ぶからモップとブラシを生やし、ずいずいと詰つめ寄ってくる。

「……モップ……？」

　クーデリカが、光線でもマシンガンでもロケットでもないことに目を丸めた。

　次にパリエルが言った。

「こいつらって、ひょっとして……バトルマシンじゃなくて……？」

《排はい除じよシマス》

《汚よごレヲ排除シマス》

《生ゴミヲ排除シマス》

《除じよ菌きんシマス》

《殺菌シマス》

《滅めつ菌きんシマス》

《バクテリアハ　デストロ～イ》

　モップやブラシであるが、鋼鉄の等身大だけあって、ものすごい馬力で押してくる。

「この木で偶くどもが、いい加減鬱うつ陶とうしい!!」

　沙耶香が一体を一刀両断した。同じタイミングでレイナーも突とつ出しゆつした一体を屠ほふり、クーデリカが続き、ＴＧＭもバーナー炎えんで溶よう断だんする。

　システムがリンクしているのか、他ほかの多くのロボット頭部のカメラレンズに一いつ斉せいに赤いランプが灯ともった。

《敵性確かく認にん》

《敵性確認》

《薄汚レタ生命体確認》

《ゴミメ》

《クズメ》

《カスメラガ》

《バクテリアハ　デストロ～イ》

「なんっか腹立つ!!　鉄てつ屑くずの分際でスクラップにしてやんぞコラ!!」

　パリエルも憤いきどおりをぶつけるように切り捨てる。

　沙耶香が言った。

「ええい、キリがない……！　姫ひめ様、ここは私が引き受けますので、姫様だけでも避ひ難なんを……！」

（……）

　まんまと、ケセランパサランに誘さそわれた気がする。気がするが、上に残っている者たちでは対処は難しいだろう。

　一国の皇女としては軽けい率そつだ。軍属としては有事を想定し、地上に戻もどって対策を指揮すべきだ。

（でも……）

「姫様!!」

　ブラシと迫せりながら尚なおも顔だけ振り返る沙耶香へ、ＴＧＭが叫さけんだ。

「おいハセベ、皇女様が行かねえってんだ!!　黙だまって道を切り開け!!」

「は……はいっ！　了りよう解かいですっ!!」

　忠臣だ。

　迷っていたのが申し訳ないのと同時、やはりあれだけの兵器が半ば野放しであることを考える。ともかくも、自分はあの攻撃を防ぐことができた。しかし上に戻りありのままを帝てい都とに報告すれば、父は決して自分をその戦線に立たせることはないだろう。

　戦略級、とケセランパサランは言っていた。この艦かん以前に、あのコアユニット一人が一勢力として戦線を構築しうる存在なのか。

《……聞こえますか!?　さっき、私と話をした誰だれかはいますか……!?　聖せい魔ま杯はいの……！》

　伝信機からの若い娘むすめの声に驚おどろき、ユリカはそれを急いで取り出した。

「ここにいる。あなたは……ウィル？」

《良かった、通じましたか！　急いで紋章を手に入れてください！　要塞が司令部からの応答を求めて回線を開放したので、そのルートからアルゴリズムをある程度解かい析せきできました！　コアユニットは指揮官と誤認したあなたを使って、作戦行動に移ろうとしています！》

「作戦行動？」

《この要塞には遺伝子改造された生物兵器に対して、攻撃を加えるプログラムが組み込まれています！　それが深刻なエラーによって、純粋な人間以外の全すべての生命体が攻撃対象となっているのです！　いえ、安全回路によって、人間だけは攻撃できない状態に保たれている……と言うべきかもしれませんが……！》

　ユリカは先の攻撃の威い力りよくを思い出し、軽く息を吞んだ。

「……つまり、魔ま人じんも」

《魔人も魔族もありません、人間以外の全て、家か畜ちくやペットと言った無害な動物も全てです！　ああ、ですが……コアユニットは既すでに稼か働どうしています！　もし難しいようなら、あなただけでも避難を……！》

　ユリカは歯は嚙がみした。

「……ごめんなさい。聖魔杯の管理者本人は、たった今コアユニットに連れ去られた。猶ゆう予よは、どれくらい」

《っ……！　わかりません……、私もシステム面から妨ぼう害がいを試みていますが……！》

「わかった。急ぐ」

　ユリカは沙耶香たち、パリエルたちの双そう方ほうへ告げた。

「私は行く。来る者は来い」

　ウィルの言葉通り、あれはここで眠ねむらせておかなければならない。真っ先に焦しよう土どと化すのは帝国だが、ケセランパサランの言うように空中へ逃にげられた場合、中原、教団領、ヴェロニカ、共和国……人類そのものが壊かい滅めつ的打だ撃げきを受ける恐おそれがある。

　そうなれば、父の掲かかげる大義への障害となる。

　闇やみのゲートを大穴の向こう岸に開き、ユリカはくぐり抜けた。

　その姿を見付けたパリエルたちにも手招きをする。沙耶香、ＴＧＭ、パリエル、クーデリカ、レイナーと続き……ロボットは掃そう除じ対象が消えたと判断したのか、ゲートを識別できなかったのか。追ってこようとはしなかった。

　ゲートを閉じて、ユリカは走り出す。

　少し後ろでパリエルの声がした。

「なんか……思ってたより強したたかだよね……」

「……」

　ユリカは少しだけ振り返った。

「いや、だって私たちだけじゃ上の遺い跡せきから逃げられないし……あんな話聞いた後じゃ、一いつ緒しよに行くしかないって言うか」

「……それは、私も同じ」

「えっ？」

　大勢の走る足音で、自分の小さな声では聞き取れなかったらしい。もう帰れ、と言ったのはケセランパサランが最初。紋章と艦をもらうと言われて、快く帰れるはずがない。

　つまりあの女は、「来い」と誘ったのだ。
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「お頭、なんだってあんな捨て台詞ぜりふを……！」

「あ？　ならばお前だけであれに勝てるのか？　そこまでの力をくれてやった覚えは、わらわにはない」

「そいつぁ……、そうですが……！」

「わかったら走れ」

　有あり体ていに言って時間がないのである。

　あれコアユニツトが目覚めるより先にと言ったのは自分だが、肝かん心じんのあれがとっくに目覚めてしまっているとは思わなかった。

　あの攻こう撃げきに恐れをなして逃げ出されるわけにはいかない。今は少しでも手勢が必要だ。だから、マヒロをクスリ漬づけにすると引き合いに出してみた。優やさしいと評判の王子様を守るために、幾いく人かは食い付くだろう。

　もちろん、マヒロにクスリを打つのは最善手だ。コアユニットにそれだけの隙すきが作れて、指揮官と誤認しているマヒロの言うことに従順であればの話だが。

「ちっ……！　通路が閉じてやがる……！」

「わらわがやる」

　隔かく壁へき目め掛がけ、ケセランパサランは枕まくらを思い切りぶん投げた。枕のぶつかった音は、隔壁がひしゃげる轟ごう音おんに搔かき消される。支えるレールがねじ曲がる。だが、まだ人が通れるだけの隙間はない。

「……何という皮肉だ。これだけ丈じよう夫ぶなものを作りながら、それを可能にした文明は今は昔であるか……！」

　走ってきた勢いのまま、ケセランパサランは右足振ふり上げブーツの踵かかとを叩たたき込んだ。片側がレールから外れ、めくれるようにねじ曲がり、人一人分ほど通れる隙間が空く。




　　　　◆




　マヒロが連れられたのは、やはり広い広い空間だった。先さき程ほどまでいた格納庫よりもさらに広い。ただ、他と違ちがって立方体ではなく、半球型、ドーム状の空間だった。床ゆかも、それに被かぶさるような天てん蓋がいも、今までの場所とは違って黒に近いグレーだった。

（祭さい壇だん……！）

　マヒロは一つしかない入り口の真正面、彼方かなたの奥に、これまで何度か見てきた同じそれを見付ける。

　ウィルが言っていた、祭壇と融ゆう合ごうしたという話。まさにそうとしか表現しようのないものを、現実に目まの当たりにするとは思わなかった。青い色の祭壇付近の床と壁かべには、これまでと同様、透とう明めいの壁の中に電子回路のような模様が見えた。

　祭壇をこの要よう塞さいの中に作ったとは考えられない。恐らくは上の遺跡の地下にあったものを、本当にこの場所にまで取り込んでしまったのだ。

　自分はあれを手に入れなければならない。だが、ただ向かっても、シャングリラに遮さえぎられてしまえばそれで終わりだ。

（……）

　パリエルたちは無事だろうか。

　ユリカがいたから、ひょっとしたら彼女の魔法で何人かは助かったかもしれない。だがあの爆ばく発はつの後だったから、誰も受け身を取ることもできず、助からなかったかもしれない。

　この今の時代、どこの誰であっても、そういう可能性はあることは理解している。だからこそ共和国のアンディ・Ｊ・イエスマンは文化華はなやかなりし平和の時代を羨せん望ぼうしたのだろうし、帝国のネオシスは今以上の不ふ穏おんと不安を排はい除じよするため人類の統一を願っている。

　マヒロはシャングリラに片手を摑つかまれたまま、飛行する彼女の姿を見上げた。

　スーツの背中に付いた、小さなバックパック。そこから伸のびたアームから、鮮あざやかな光の粉がはらはらと舞まい散っている。

　旧文明の時代、魔法とはカルトであり、今ほど公おおやけのものではなかったという。

　ならば彼女は魔法ではなく、科学で飛んでいるのだろう。まだジェットエンジンすらリビルドされていないこの時代。ようよう、原子力ではなく魔導力によって核かく兵器の破壊力を模も倣ほうすることが精一杯のこの時代。

　彼女とこの要塞は、そんな今の時代には……不安定要素でしかない。

　空間の中心付近まで来た頃ころには入り口の扉とびらが重々しく閉ざされていき、他の壁のパネルと見分けが付かなくなった。そうした雰ふん囲い気きからしても、ここだけが特別な部屋なのだということはすぐにわかった。

　そしてマヒロはようやく下ろされ、地に足を付けることを許された。長く摑まれていて、多少痺しびれの残る手首をさすりながらマヒロは言った。

「ここは……？」

「コントロールルームです」

　シャングリラは少しの間、床を見ていた。

　それからその場に膝ひざをつき、床に指を置くと、その場所にスイッチボックスが現れた。幾つかのボタンを操作すると、今度は少し離はなれた場所の床が大きく口を開けた。

　モーターの駆く動どう音。

　床のしたから迫せり上がってきたのは、人ひとりが入れそうな大きさの、流線型のカプセル。しゅっ、と気密を解放する音の後、カプセルの透明な蓋ふたが開いた。

「……」

　マヒロはカプセルの中にあるものを見て、微かすかな感かん慨がいを覚えた。

　そこに入っていたのは、白骨近くまでミイラ化した人体だった。

　それが誰かなんて、もちろんわからない。着衣はなく、身元を示すものもない。

　ただ、モニタールームで見たウィルの言葉が事実なら……これは、人類最後の希望のために選ばれ、乗り込んだ。英えい雄ゆうのような誰かなのだ。

「……彼は？」

　かなり風化しているが、肩かた付つきや髪かみの短さから、男性だったのだろうとマヒロは思った。

「私の記き憶おくではわかりません。艦の整備記録をチェックしますか？」

　シャングリラは言って、無造作にその遺い骸がいを摑み、カプセルの外に放り出した。かしゃん、とよく乾かわいた硬かたい枯かれ枝えだの音が無機質な空間に響ひびき渡わたり、頭骨が転がり、剝はがれた皮ひ膚ふ片は粉ふん塵じんのように舞い散った。

「わからない、って……」

「人的資源の枯こ渇かつを危き惧ぐした司令部は第二次統合整備計画に基づき、ユートピア級のコマンダーにキー遺伝子を持ったクローンユニットの使用を決定しました。なのでこの死体は特定の個人を表すものではありません」

　旧文明の人類が直面した、なりふり構わぬ総力戦の様相。その一いつ端たんを垣かい間ま見みた気がして、ひやりとした。

「事実、あなたもそうなのです。コマンダー」

　無感動無表情の声と言葉。エメラルド色の瞳ひとみが見せる、機械的な瞬まばたき。シャングリラはそのミイラを一いち瞥べつもせず、カプセルへと手の平を差し向ける。

　どうぞ、と。

「……〝彼〟になれと？」

「あなたは〝彼〟なのです」

　よくできている。怜れい悧りな表情、明めい瞭りような言葉、場末のチンピラなどよりよほど言葉が通じるように見える。だが、言っていることはめちゃくちゃだ。

　認にん識しきが欠落している。

「我々は人類生存と自然生物の多様性のために、この戦争を勝たねばなりません。地球を守るのは兵器ではなく、人類でなければなりません。それについて、あなたにどの程度の自我が発生しているかは問題ではありません。あなたが個人を主張したところで、この戦争に勝利しない限りは、あなたという個人もまた近い将来、存在し得ないのです」

　恐らくはこの認識の欠落が、ウィルの言っていた『ひどいエラー』なのだ。旧文明は数百年も前に滅めつ亡ぼうした。つまり戦う者はいなくなった。戦争は終結したのだ。

　このシャングリラは、それに気付いていない。自分の役目が終わったことに気付いていない。だが同時、そのエラーのために彼女は自分をコマンダーと認識している。

（くそ……難しいな……）

　問題は誤認が解け、自分がコマンダーではないと正しく認識された場合だ。それではだめなのだ。

　そうではなく、彼女にもう戦う必要がないことを理解させなければならない。パリエルたちの無事が確認できていない以上、ここで自分が倒たおれるわけにはいかない。

　壊こわれている相手に対して、間違わせたまま、正しい認識を与あたえねばならない。

「シャングリラ。戦争はもう終わったんだ」

「司令部よりその通達はありません」

「じゃあ、一いつ緒しよにここを出て地上の様子を見に行こう。そうすればきっと……」

「地表は敵性生命体と高こう濃のう度どの酸性雨、放射線によって汚お染せんされているものと推測されます。人間であるコマンダーに対して、それを許可することはできません」

　カプセルの前に立った彼女は、ミイラのいた寝しん台だいへ手の平を向けたままだった。

「どうぞ。コマンダー」

「……」

「あなたは当艦で三番目のコマンダーです。全人類によって選ばれた勇者なのです」

　その勇者が枯かれ木きのように床に転がったまま、落ちくぼんだ眼がん窩かで虚こ空くうを見み詰つめている。

「……そんなにひどかったのか。戦争は」

　シャングリラは答えるより先に、ドーム状の全天に映像を映し出した。いや、天蓋だけではなく、床面のパネルも映像モニターとして切り替かわった。

　まるで、異世界の只ただ中なかにでも放り出されたような気分だった。

　そこは地平線と山の稜りよう線せんまでも見渡せる、不毛の大地だった。真っ赤に染まった雲の下、荒こう涼りようと黒く立ち枯れた葉のない森林の間かん隙げきで、無数の複雑怪かい奇きなロボットと、無数の複雑怪奇な生物とが相争っている様子だった。

　機械は車輪を付けたもの、履り帯たいを履はいたもの、虫のように歩行するもの、羽虫のように飛行するものもある。それに対する生物は蛆うじのように地を這はう肉につ塊かいであり、甲こう虫ちゆうのように多足歩行する甲こう殻かくであり、耳みみ障ざわりな音を立てて飛ぶ羽虫そのものであり、二本足や四本足で進む歪いびつな巨きよ人じんであった。

「これは……」

　どっちがどっちではなく。

　どちらも、現在の大陸で目にするモンスターと呼ばれる類だった。西域方面で見られる、特に凶きよう悪あくで知られる類によく似ていた。

「北キヴ周辺における会戦の記録映像です。一四〇億人前後で調整されていた人類の総人口は、この時点で二十億人程度まで減少したと推測されています」

　機械は生命体をレーザーで切り裂さき、電でん撃げきで焼き、爆ばく弾だんで吹ふき飛ばす。生命体は機械に向けて巨大な質量で押し寄せ、多少の欠損ならば恐おそろしい勢いで治ち癒ゆし、スクラップを取り込んで自らを武装する。

　砕くだける鋼鉄と、飛び散る肉塊。

　ただそれだけの戦いだった。

　一面どこを見渡しても、ただただ、それだけが繰くり返されている戦いだった。

　その映像のどこにも、人間らしい人間の姿は映っていなかった。

「どっちが……人類の勢力なんだ？」

「どちらも人類の造り出したものです。どちらも人類の勢力だったのです」

「……だった……？」

「戦争が始まると、両陣じん営えいの軍事コンピューターは当然のように戦力の拡かく充じゆうを判断しました。しかし高度に自動化された全球的な軍事ネットワークは、あるとき大規模なフラッシュクラッシュを引き起こしたと言われています。機械兵器の生産工場も、生物兵器の生産工場も、それぞれの守るべきの人々を防衛するためにフル稼か働どうを始めました。戦時の非常事態下における安全機構によって、それを止めようとした人間は全すべて敵性の工作員と判断され、やがてネットワークは外部からの一いつ切さいの入力を受け付けなくなりました」

「……それが……」

　今日。大戦争と呼ばれるものの、正体。

「地球上には機械兵器と生物兵器とが、無む尽じん蔵ぞうに溢あふれ出しました」

　　　　[image: ]

「フラッシュクラッシュ……」

　耳慣れぬ単語をユリカが反復すると、ウィルは続けた。

《プログラムされたアルゴリズムの動作としては正しくても、人間の常識からすれば明らかにおかしい結論がコンピューターから導き出されたのです。初めてそれが起きたのは株式市場の株価においてでしたが、そのときは戦局評価について発生しました。双そう方ほうの軍事コンピューターともが、自軍の戦局が破は滅めつ的であることを判断したのです。全ての自動兵器は人間に危害を加えないようプログラムされていましたが、互たがいのコンピューターはこう判断します。〝敵の人間がこちらの人間を滅ほろぼそうとしていることが破滅の原因である〟》

「……」

《その後、戦火の拡大は主要各都市部にまで及およびます。国際人類保護憲章によって規定された、無人機以外による外交的武力衝しよう突とつの禁止条約、人間生命安全保障条約のため、その時代には人間の兵士というものが存在しませんでした。人類が過去の文ぶん献けんを参考に、ようやくゲリラほどの組織立った軍事行動を取れるようになる頃ころには、一四〇億人いた地球の総人口は五分の一にまで減少していました》

　呆あきれたように沙耶香が言った。

「旧文明の人々は今よりずっと発達していたはずなのに……平和を求めるならまず無む双そうしろ、という格言を知らなかったのか」

　さらに呆れてユリカは言った。

「たぶん、武装。平和を欲ほつするなら戦いくさに備えよ」

　沙耶香が走りながら顔を赤くする。

　もっとも今のような時代であれば、並ぶ者なき豪ごう傑けつ無双が一人いればそれはそれで平和にもなりそうなので、ユリカはそれ以上は言わなかったが。

　多少離れていても聞こえているらしく、ウィルはそのやりとりがおかしそうに続けた。

《ですが、ある意味備えていたからこその悲劇でした》

「どういう意味」

《その時代の高度な自動兵器の前では、いかにすぐれた兵士も、人間である以上は虫けら同然です。有あり体ていに言えば、戦場において人間なんて何の役にも立たない時代だったのです。それによって起き得る一方的な虐ぎやく殺さつや残ざん酷こく性を排はい除じよするために制定されたのが、さっき言った条約です。人間を傷付けることは非人道的。人間を戦地に赴おもむかせることは非人道的。人間が武器を手にして戦うことは非人道的……安全と健康のためなら、何もかもがまかり通る時代があったのです》

「……それで、旧文明はそのまま滅びちゃったの……？」

　パリエルの言葉にウィルが答える。

《いいえ。それでも人類には、それまでに培つちかわれ、蓄たくわえられてきた科学技術がありました。自動兵器たちも、元はといえば人間が造り出した産物です。人類は暴走したそれら自動兵器の長所も短所も把は握あくしていました。そうして再び人類に平和を取り戻もどすため……人々が再び安心して暮らせる理想郷を取り戻すために計画されたのが、ユートピアシリーズなのです》

　クーデリカが言う。

「大層な話ですが、要は同じ人間が撒まいた火種なのではありませんか？」

　ＴＧＭがそれに賛同した。

「とんだマッチポンプだな。同じ人間へのしっぺ返しならいいが、なんで何百年も経たった今になって俺たちがその尻しり拭ぬぐいをさせられてんだ」

　ウィルの笑い声が聞こえた。

《にはは。さあ、どうしてでしょう？　ですが私の知る限り、人類の歴史はマッチポンプの繰り返しです。あなたたちが今まで多くの苦労を背負ってきたように、あなたたちの子孫もまた、あなたたちが残した多くの問題を背負っていくことになるはずです。ですがそうした苦労を乗り越え、そうならないよう良かれと思ってやったことにより文明は発達してきました。一方でその変化によって生まれた新たな問題に、新たな世代は取り組むことになるのです。これまでも。そしてきっと、これから先も。ずっと》

（……）

　だから学ぶことは大切だ。

　ただでも新しい問題が起きるのだから、同じ失敗を繰り返している暇ひまなどない。新たな問題からは教訓を得て、それっきりにするべきなのだ。そのためには誰だれかを責めている余よ裕ゆうはない。いま、過去の人々を責めても解決はしないように。

　旧文明の人類も、過去に経験した凄せい惨さんな戦争を繰り返さぬよう努力してきたのだろう。そして戦場でかけがえのない命が失われぬよう、自動兵器を生み出したのに違ちがいない。本来戦場に行くべき誰かの代わりに、機械がその役を負ったのだ。

　ウィルの言うように、当初は自動兵器による一方的な虐殺も起きたのかもしれない。だからと言って今の時代のように大勢が一いつ斉せいに斬きり付け合い、敵味方含ふくめた大勢が死に合うことが人道的と呼べるだろうか。

　技術が充分に発達して、自動兵器が充分にその役を担になえるようになったとき……ウィルの言った条約ができたのかもしれない。武力衝突や戦争という最悪の外交状態にまで陥おちいった場合でも、誰も殺し合いをしなくて済む、平和で安全な真の理想郷。

　だから少なくともユリカは、ＴＧＭやクーデリカのようにそれを責める気にはならなかった。民主主義誕生後の時代にそういう世界になったということは、取りも直さず人類全体がそうなることを願っていたからに違いないのだから。

　ならばこの要よう塞さいとてそうなのだ。当時の逆境に置かれた人々が、未来の子供たちが安心して過ごせる世界を取り戻すため、良かれと思って造ったものに違いないのだ。

（……）

　同時にユリカは思う。

　いま進めている父の理想も、遠い未来、そうして過去の人類に何らかの弊へい害がいをもたらすのだろうかと。

　もちろんそれは、今はわからないけれど……。

「あれは……！」

　パリエルが行き止まりで悪戦苦く闘とうするケセランパサランと麒麟を見付けた。ここまで不自然にひしゃげた隔かく壁へきが幾いくつかあったが、彼女たちが強行突とつ破ぱしたのだろう。

　ただ、その一枚は一等強固なものらしい。

「お頭かしら、追い付かれちまいました……！」

「気にするな、ここまで来れば一いち蓮れん托たく生しようである」

　ケセランパサランが声を上げる。

「誰かこのシャッターをぶち破れる者は!?」

《その声っ……ケセラセラですか!?》

　ウィルの声。それを聞いたケセランパサランが腰こしに手を当て、呆れたように眉まゆを吊つり上げた。

「……ケセランパサランである。その声はウィル子であるな。この艦かんのどこかにいるのか？」

《いえ、この要塞は生物兵器対策も万全ですが、機械兵器戦を想定した電子攻こう撃げき対策も相当です。手は届いていますが、今の私では侵しん入にゆうまではとても……ケセランこそ、この要塞の状じよう況きようは把握しているのですか？》

「ユートピア級であることはな。しかもコアユニットは、わらわたちを見境なく攻撃してきた」

《攻撃って……もう接せつ触しよくしたのですか!?　ケセランでも勝てなかったのですか!?》

「わらわは沙さ穂ほや何かほどガチ戦闘系ではないのである。近くに他ほかの誰かはおらぬのか。ただし葉は多た恵え以外」

《こんなところからでは、そっちの外の状況なんてわからないのですよー……》

　そんなやりとりを横目に、沙耶香が言った。

「何やらよくわからないことを言っていますが……姫ひめ様の先さき程ほどの魔ま法ほうで、向こう側へ通り抜ぬけることはできないのですか？」

　ユリカは力無くかぶりを振ふる。

「無理。私は、見えない場所にはダークゲートを開けない」

　やろうと思えばできないこともないが、見えない場所に作るのは危険すぎる。通り抜けた先が壁かべの中だったりしたら、どうなるかわからない。

「俺がやる」

　レイナーが進み出て、剣けんを振りかざした。




　カァンッ!!




　鋼はがねの割れるような凄すさまじい音。

　レイナーが、珍めずらしく唇くちびるを引き結んだ。対象の手て強ごわさ故ゆえか、己おのれの技量の及ばなかったことにか。裂さけ目めはできた。だが、浅い。二、三センチか。音からして、数十センチは優にありそうな隔壁だ。

《いま構造を確かく認にんしました！　左右の壁、隔壁から三十センチほどのところに作動回路が通っています！　左右にある両方を切断すれば、閉じ込め防止の安全機構が働いて開放されるはずです！》

「俺は左をバーナーで溶よう断だんする！　ハセベはレイナーと右を当たれ！」

　ＴＧＭの声に、二人が逆側の壁へ向かう。

《ですが、気を付けてください！　これはコントロールルームを覆おおう中心殻かくの一枚です！　コアユニットはこの向こうにいます！》

　……つまり、この向こうは空くう洞どうか。

　ユリカは訊たずねた。

「ウィル。隔壁の厚さは」

《複合装そう甲こうで六十センチ以上はあるようです》

「向こうの空間の広さは」

《待ってください……えー……、直径八十メートルほどのドーム状です。天てん井じようはもっと低いですが、それでもかなり広い空間です》

　六十センチ向こうの八十メートル圏けん。

　ならば、かなりの余裕がある。

《動力の流れから、紋もん章しようもその空間内……今あなたたちのいる真向かいの辺りにあるようです。聖せい魔ま杯はいの管理者も、恐おそらくはそこに……》

「わかった」

　ならばただ開くだけでは駄だ目めだ。

　こんな大きな、しかも六十センチも厚みのある重い隔壁が、一いつ瞬しゆんで開くとは思えない。開いた瞬間、隙すき間まからあの銃じゆうで狙そ撃げきされればそれで終わる。かといってこちらから野放図に攻撃しても、マヒロの正確な居場所がわからないのでは彼を巻き込みかねない。

　ユリカは、ルナスが持っているような大きな盾たてを持つクーデリカを振り返った。

「その盾の材質は」

「……ミスリル準銀、ですが……」

　それでこの大きさなら、相当な魔力が乗るはずだ。いけるかもしれない。

　麒麟が言った。

「ほほ～う、お姫様には何か策がおありのようで」

「ある。お前には万一の時にもう一度死んでもらう」

　振り返ったユリカが冷たい目と声で言うと、麒麟はわかりやすい顔で押し黙だまった。




　　　　◆




「……現在、他のユートピア級、及および司令部に向けて回線を開いていますが応答がありません。深刻な事態を想定する必要があります。残された人類はもう僅わずかなのです」

　昔話を終えて、今……シャングリラは。

　これが本当に機械なのかと疑いたくなるような、真剣な表情を見せていた。

「コマンダー。あなたの持つキー遺伝子のアサインがなければ、当艦は作戦行動に移れません」

「……それだけのハイテクなら、地上の様子を調べられたりしないのか？」

「すでに確認しました。人型の敵性生命体多数。過去にそれらの侵入を確認しています」

　帰らずの冒ぼう険けん者たちのことか。

「違う、それは敵じゃない、同じ人類だ」

「いいえ、体内に流動的なエネルギーが蓄たくわえられていました。純じゆん粋すいな人間ではありません。敵性生命体です」

「っ……」

　ようやく気付いた。

（……魔導力……魔人を敵だと判断しているのか……）

　厄やつ介かいだ。

　だが……。

「……シャングリラ。彼らは、言葉の通じる味方なんだ。今では人間と同じ人類なんだ。僕がどこから来たかはわかるか？　上にいる彼らに見送られてきた。彼らは、敵性生命体じゃない。味方だ」

　シャングリラが無造作に、光学イクスプローサーというあの大おお仰ぎような銃を構えた。

「あなたを敵性の工作員と判断します」

「だったらなぜ敵であることをここで打ち明ける必要がある？　大人しくそこに入って、この艦を乗っ取ればいいだけの話だ。違うか？」

「……」

　やはり彼女には理性がある。言葉から判断することのできる、人間と同じ理性だ。

「これだけは断言する。僕が最後だ」

「何がですか」

「キー遺伝子とやらを持つ者としてこの場所を訪おとずれる人間は、僕が最後だ。君の言う通り、もう他のユートピア級は現存していない。司令部もない。だからこの世界には、もうクローンユニットを造る工場もない。なぜだかわかるか？」

　シャングリラが、小さく息を吞のむ仕草を見せた。

「人類は……滅めつ亡ぼうしたのですか？」

「君が戦っていた戦争は、もう四百年も前に終結したんだ。君はその間、ずっとこの地中で眠ねむっていた」

「答えてください。人類は滅亡したのですか？」

「……大だい丈じよう夫ぶ、人間は国家を形成できるほどに繁はん栄えいしている。そして地上にいる彼らも人類だ。人間と共存している、同じ人類なんだ」

「……」

　ごく自然に口調を強くしたり。今は、明らかにこちらを睨にらみ付けるような気配がある。

「君は……本当に機械なのか？」

「……コマンダー。先程の敵性生命体群が、このコントロールルームへの侵入を試みています。艦は未いまだ不完全であり、バイオキシンガス等の対生命体用防衛システムは作動していません。時間がありません」

　シャングリラは銃口を逸そらすと、マヒロの喉のど輪わを摑つかみ上げた。会話自体は無感動な人間と話しているようにしか思えないのに、明らかに人間の膂りよ力りよくではなかった。しかもただ力が強いだけでなく、鼓こ動どうや脈動から来る微び細さいな揺ゆらぎすらない。

　しかし間近に見る彼女からは、微かすかだが、人間と同じような息いき遣づかいを感じた。

「っ……どうしても戦うつもりか……？　だが、誰だれとっ……？」

「人類以外の、人類に仇あだなす全すべてです。それが私に課せられた使命です」

「よく考えろ……君には、明らかに理性が……自分で判断する能力があるんだろう……？　応答がないと、君が自分で言ったんじゃないか……？　戦うことを君に命令する司令部とやらは、もう……」

「約束したのですっ!!」

　シャングリラが叫さけんだ。

「教授とっ!!　姉とっ!!　妹たちとっ!!　必ずこの地球に希望と未来を取り戻もどし、緑溢あふれる平和な世界を蘇よみがえらせるとっ!!　工場で作られただけのお前に、人と人の結び付きのっ、絆きずなの何がわかるっ……!!」

「っ……」

　血を吐はくような言葉の後、マヒロは叩たたき付けるようにカプセルの寝しん台だいに押し込まれた。

「……地下何千キロに沈しずもうとも、何千何万何億年経過しようとも関係ない!!　そうです!!　私は、私の理性に従って戦うのです……!!」

「待て、シャングリラっ……！」

　閉ざされたときのように、入り口を成す隔かく壁へきが重々しく開き始める。マヒロが入ったカプセルの蓋ふたは閉ざされる。

「シャングリラっ！　話を聞いてくれ！　おい……！」

　叫んでも、閉ざされたどれだけ蓋を叩いても、彼女はもう振り返らなかった。

　長大な銃口を、コントロールの入り口へと狙ねらい定め、その機関部を駆く動どうさせる。銃口に光が集つどい、そして。
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「行けっ！」

　ユリカはクーデリカの構えた盾にありったけの魔導力を流し込みつつ、同時に四つのゲートを開放する。目の前が光で何も見えなくなるのと、シャングリラの左右にパリエルたちが姿を見せたのはほぼ同時だった。

　先せん陣じんを切った麒麟が奈な落らくの鎌かまを振ふり下ろすより早く、銃を持たぬ方のシャングリラの貫ぬき手がいとも容易く麒麟の中心線を刺さし貫つらぬく。それでシャングリラの両手は塞ふさがった。

　反対方向より飛び込んだ沙耶香が、槍やりより長い無防備な銃を両断する。

　一番厄介な得物を封ふうじた。ユリカの作戦通りだった。あとはコアユニット本体のみ。

　シャングリラが麒麟から腕うでを抜ぬき取り、銃の残ざん骸がいを手放したところに、レイナーが大上段から振り下ろす。どちらも常人の目には止まらぬ速度であったが、シャングリラが身を庇かばうように掲かかげた腕、黒い刃やいばの命中したその場所に電光が走り、シャングリラの身体からだは弾はじかれる。

「どう!?」

「手て応ごたえがない」

　マヒロの閉じ込められた方へ駆かけ出すパリエルへ短く返し、レイナーは構え直す。

　マヒロが叫んだ。

「パリエル、その足元にスイッチがある！」

「どういじればいいんですか!?」

「だよね!?」

　シャングリラは床ゆかに背を打つより早く、背面より光の粉を撒まき散らし、空中で姿勢を整えた。エメラルドグリーンの瞳ひとみが瞬時に左右し、全ての状じよう況きようを把は握あくする。

「バリアユニットであるか……！　もうよい、お前たちは王子を助けろ！　後はわらわが……！」

　高々と飛ひ翔しようしたシャングリラは、連続で、高速度で飛来する枕まくらを最小限の挙動でかわし、直ちよく撃げきするＴＧＭの火か炎えんをそよ風のように受け流す。かわされた枕がコントロールルームを形作る外がい殻かくに衝しよう突とつし、部屋全体が震しん動どう鳴動する頃ころに、シャングリラの背面が爆ばく発はつするように光り輝かがやいた。

　輝き線せんだけを残し、気付いたときにはケセランパサランの背後に音もなく停止する。

「しまっ……！」

　言うより早く無造作なパンチを受け、今度はケセランパサラン自身が綿のように軽々と吹ふき飛んだ。側面からのレイナーの斬ざん撃げきは宙を滑すべりノーモーションで回かい避ひ。そこから放たれたるシャングリラの電光石火の蹴けりを、レイナーは見るより早く天才的な直感で予測し、剣けんの柄つか尻じりで合わせる。

　ズドン、と空気を振るわせる冗じよう談だんじみた音に、銀ぎん髪ぱつが沸わき立ち長身が激しく揺らぐ。その一瞬の隙すきに足あし払ばらいを喰くらってレイナーの体勢が崩くずれる。

　シャングリラがレイナーに止とどめを刺そうとする瞬間、

「レイナー将軍!!」

「っ！」

　沙耶香より放たれた炎えん獄ごくを、レイナーは床を転がり、シャングリラはトンボ返りを打って回避する。舞まい上がったシャングリラは、コマンダーに手をかけようとするパリエルの背後に音もなく舞い降りる。

「後ろだっ!!」

　カプセルの中からのくぐもった声と気配だけで、パリエルは振り返りもせず前転。手刀をかわすと同時に下から斬きり上げた。先の電磁バリアで防がれるが、その背後からクーデリカが一刀を横薙なぎ。直撃する。

「っ……!!　バケモノ……！」

　効かず、クーデリカは歯は嚙がみした。体表を覆おおうスーツにすら剣の歯が立たない。華きや奢しやに見える身体なのに、衝しよう撃げきに揺るぐことさえない。

　振り返り様の回し蹴りで、クーデリカの盾たてが砕くだけ散る。小さな悲鳴を上げるクーデリカの背後から、その陰かげに身を潜ひそめていたユリカは飛び出し、魔ま力りよくを込めたロッドを振り上げ、カプセルの蓋を叩き割った。

「ユリカ様……！」

「はぁ、はぁ……早く、紋もん章しようを……」

　常識外れなエネルギー銃じゆうの一撃を防ぎながら、ゲート四つの同時開放。すでにフラフラだったユリカは、それで歩く精神力も使い果たしていた。

　シャングリラが振り返る。

　マヒロがユリカの身体を抱だいてカプセルから転がり出た直後に、凄すさまじい風切り音が走った。透とう明めい部分が割れただけの蓋は、それによって爆音を立て、ヒンジごと壁かべまで吹き飛んだ。

「コマンダー……」

「……すまない。シャングリラ」

「姫ひめ様は私が預かる！　お前は行け！」

　間に入った沙耶香に頷うなずき、マヒロはその場にユリカを手放すと祭さい壇だん目め掛がけて走り出した。

「コマンダーっ……！」

　戦せん闘とう能力を佚いつしたユリカを無視し、マヒロを追おうとするシャングリラへ、パリエルが叫んだ。

「こっちだ!!」

　視線だけやったところで、シャングリラは間合いを計り間ま違ちがう。

　記き憶おくにも記録にもデータのない、不可視、八筋の同時斬撃。

　電磁バリアを張る間もなく、白いボディスーツは突とつ如じよ伝線したかのように幾いく筋も切り裂さかれた。揺らいだところに、死体を演じていた麒麟の鎌が、スーツの破れた隙間から肩かた先さきに深々と喰らい付く。

　麒麟の体を蹴り飛ばし、根元まで突つき立った鎌を抜き放つ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ──!!」

　ＴＧＭが咆ほう哮こうする。火炎ライフルではなく、ボンベから最大出力を噴ふん射しやした渾こん身しんのタックルにシャングリラの身体がくの字に折れ、いよいよ床に膝ひざをつく。

　その真上からケセランパサランの枕が振り下ろされた。シャングリラの頭が叩き付けられた床は爆発したようにパネルを散らし、陥かん没ぼつする。クレーターの中央に沈んだシャングリラの背中目掛け、刃を逆手に返したレイナーが、全身、全ぜん霊れい、全体重をかけて切っ先を振り下ろし、床までも串くし刺ざしにする。

　シャングリラは……。

「……」

　悲鳴一つ無い。

　だが、死んだのでもなかった。

　エメラルドグリーンの瞳が動く。

　最後に、マヒロの背中を捉とらえる。

　それから、動く。

「っ……！」

　麒麟に腱けんをやられたせいか、左の腕は不自然に痙けい攣れんして動かない。レイナーに腰よう椎ついを断たれたせいか、両りよう脚あしはぴくりともしない。

　それでも力を込める。動かぬ以外の全身に力を込めて、漆しつ黒こくの刃の刺さったまま、床より身を引き剝はがす。ついには胴どう体たいで、レイナーの剣を床から引き抜く。柄はまだレイナーの両手に握にぎられているというのに、それでも起き上がった。柔やわらかな光の粉を散らし、口の端はしから、身体の節々から赤い血を流しながらも、しかし顔色一つ変えずに立ち上がる。

　レイナーが二太た刀ち目を浴びせようと剣を引き抜いた瞬しゆん間かん、翻ひるがえるように宙へ舞う。

　誰も、何も言えなかった。

　麒麟は何を茶化すこともできず、コアユニットのことを知っていたはずのケセランパサランも息を吞のみ、レイナーでさえ、そのまま慎しん重ちように距きよ離りを置いた。

　包囲はしていても遠巻きのまま。

　誰だれも彼も啞あ然ぜんとしたまま、瞬まばたきすら忘れていた。

　そして誰かが呟つぶやく。

「………これが……」

　これが、科学なのかと。

　旧文明の人類が営々脈々と受け継つぎ、発展させてきた……究極の。

　そして最後の。

　科学の、純じゆん粋すい結けつ晶しよう。

「……」

　しかしもう、シャングリラの視線は他ほかの誰をも見ていなかった。

「シャングリラ」

　マヒロは祭壇の紋章に手を置いたまま、その名前を呼んだ。元よりシャングリラは、マヒロの姿しか見ていなかった。

　距離が離はなれてはいても、面と向かってマヒロは言った。

「もうわかっただろう？」

　シャングリラの背から、勢いよく光の粉が舞い始める。

「……」

　光が爆発する。高速飛翔。一直線にマヒロへ。

「シャングリラっ……！」

　マヒロは最後まで逡しゆん巡じゆんし、そして……結局。

　紋章を取り上げるより早く。マヒロ自身が命じるより早く、祭壇自体が備える防衛システムが作動した。マヒロを正しく管理者と認にん識しきした祭壇は、要よう塞さいのコアユニットをその管理者とは誤認しなかった。

　マヒロの周囲にセントリーガンが鎌かま首くびをもたげる。幾条ものレーザー光、光速は、いかにシャングリラでもかわしようがなく。しかしシャングリラは電磁バリアを展開しようともせず。

　レーザーはシャングリラの胸むな元もとに収しゆう斂れんし、スーツが光線によって蒸発し、貫かん通つうしたそれがシャングリラの背にあるバックパックを破は壊かいした。光の粉が止やみ、シャングリラは空中で姿勢を崩すとそのまま床に落ち、勢いのまま転がり、滑り、マヒロの足元をかすめて祭壇に激突した。

　祭壇は砕け、紋章だけがマヒロの手に残った。

　エネルギー源を失った要塞の照明が落ち始める。

　マヒロは、倒たおれたシャングリラの前に膝をついた。

「どうして……。本当は、もうとっくにわかってくれていたんだろう……？」

「……」

「君が見せてくれた映像には、そこにいるみんなのような姿はなかった。強大な敵への恐きよう怖ふを押し殺しながら、使命感に駆かられながら、連れん携けいしながら、協力し合って戦うような兵器の姿はなかった。それに気付いたから君は、最後の方は、誰も殺そうとしなかったんじゃないのか……？」

　シャングリラは虚うつろな目のまま、血を吐はいた。

「人類は……生存していますか……？」

「……ああ。もちろん」

　マヒロが頷くと、シャングリラは小さく頷き返した。

「では、私の任務は終しゆう了りようです……。脱だつ出しゆつしてください、コマンダー……。自壊装置が作動しています……」

　その頃には、全員が集まってきていた。

　そこら中から金属のぶつかり合う音、折れ曲がる音、潰つぶれる音、ひしゃげる音……そういった崩ほう壊かいの序曲が轟とどろき始めていた。
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「……マヒロ王子」

　沙耶香の肩を借りたユリカが急せかす。

　当初の目的である紋章は手に入った。

「ええ、わかっています……行こう、シャングリラ」

　紋章をポケットにしまったマヒロがシャングリラの手を取るのを見て、全員が「は？」というような顔をした。

「……コマンダー……？」

「青空と、緑を。一いつ緒しよに見に行こう」

　笑え顔がおで、マヒロはシャングリラの腕うでに肩を入れた。

「ちょ、ちょっと待てミズクラゲ！　そいつを連れて帰るつもりか!?」

　沙耶香の吃きつ驚きようを聞きながら、マヒロは力を込める。

「そうです……って、重っ……！」

　立ち上がるまではできるが、抱きかかえたり走ったりは到とう底てい無理な重量だった。

「いや、誰か冗じよう談だん抜ぬきで！　手を貸してってば！　パリエル！」

「はあ!?　何言ってんですか王子、こっちはそいつに殺されかけてるんですよ!?　なんで私が……！」

「金貨百枚！」

「ちょっ……う……！」

「こないだの分入れて二百枚っ!!」

「おま!?　おま～っ……！　払はらえよっ!!　今度こそぜってー払えよてめーっ!!」

　言いながら、シャングリラの反対側に肩を入れる。

「手を貸すのですか……パリエル様……」

　呆あきれてクーデリカが呟いたが、あまりごちゃごちゃやっている時間はなさそうだった。

　一同は急ぎ元来た道を引き返し始めた。
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　一行は崩くずれゆく通路を駆け抜ける。

《過去のログをいくらか覗のぞくことができました。この要塞は何らかの攻こう撃げきによって中ちゆう枢すう部を破損し、高度二万五千メートルから墜つい落らく。そのときのダメージと衝しよう撃げきが、エラーの直接の要因だったと考えられます。要塞は敵てき襲しゆうを避さけるためそのまま地中に埋まい没ぼつ、自壊装置によってスクラップになるはずでしたが……》

　伝信機からのウィルの言葉に、ユリカはおぶさった沙耶香の背に揺ゆられながら呟くように言った。

「エラーのせいで、作動しなかった」

《そういうことになります》

　そのまま、今この時まで生き続けたのだ。

　先のマヒロとシャングリラのやりとりから察するに、戦争がとうの昔に終わったことも知らぬまま。数百年も。

《わずかに一基だけ残った機関で自己修復を開始。祭さい壇だんを取り込んだのは……つい最近。ここ数年のことのようです。それから現在に至るまで、何度か侵しん入にゆう者を排はい除じよした記録があります。侵入したあなたたちを隔かく壁へきが分断したのは、侵入者の戦力を分散させる戦術的判断からのようです》

「そう」

　とユリカは頷うなずいた。何か意思ある者に導かれるような錯さつ覚かくをしたのは、そうしたプログラムのせいだったのだろう。

《しかし、そうしたプログラムもエラーの塊かたまりでした。ドローン格納庫に集めたはいいものの、肝かん心じんの防衛システムやパトロールロボットがまだ機能を回復していませんでした。その辺りの総合的な判断がまだ欠落していたのでしょう。管理者の……マヒロでしたか。彼自身は権限をオーバーラップさせたために、スイッチや何かを使えば、自由に行き来できたようですが》

「彼女……コアユニット自身で判断することは」

《コアユニットは単独での行動機能も持っていますが、要塞の備える各種センサーとも密接にリンクしているので、ほぼ一心同体なのです》

「じゃあ、感覚器官が二重にあるようなもの……それとも、頭脳が」

《その喩たとえは、的を射ているかも知れません。エラーを起こしていたのが要塞側のコンピューターであったことは確かく認にんしています。要塞の各種センサーがあなたたちを敵と判断するのなら、コアユニットはそのデータを基準として攻撃しなければなりません。エラーを起こしていることに気付いていたとしても、だったら敵のジャミングなどを想定する必要もあります。紋もん章しようが取り去られて要塞側のシステムがダウンした今ならば、もっとまともな判断ができるはずですが……》

（はず……、か……）

　ユリカは横のマヒロたちを見た。コアユニット……シャングリラはおびただしく出血し、今では白いスーツを真っ赤に染め上げている。元から人形のようであるはずの目は、今では人形以上に空くう虚きよで、どこを見ているかもわからず、唇くちびるは薄うすく開かれたまま、浅く小さな呼吸を繰くり返している。

（……）

　まともな判断ができたとて、もう動けもしない。恐おそらくは先も、長くはないだろう。

　だがマヒロはそんな人型のコアユニットを、真しん剣けんな表情で連れ立っている。あのライン要塞で自分と初めて会ったとき、平和を訴うつたえかけたときのように。そこまで真剣な様子のマヒロを見るのは、ユリカには久しぶりのことだった。

　彼女に連れ去られてから自分たちが到とう着ちやくするまでの時間、マヒロは彼女に何を見て、何を話したのだろうか。

《要塞……ザ……通信……ットも崩壊を……ザザ……こまでのようです》

　数百年の永きに亘わたる自己修復によって、自壊装置は正常な機能を取り戻もどしたのだろう。伝信機の音声にノイズが混ざり始めた。

　途と切ぎれ途切れの声だったが、ニュアンスは伝わった。もう、長く話せないのだろう。

　ユリカは言う。

「色々、ありがとう」

《いえ……ザ……また機会……ったら………》

　ノイズが一層ひどくなり、やがてプツリと途切れた。

　モニタールームを通り抜け、地上の遺い跡せきへの階段を駆け上がっていく。小部屋から大広間を抜け……一面の、真っ白い霧きりに覆おおわれた出口の前で、誰からともなく立ち止まった。

　それからマヒロは言った。

「ユリカ様。僕とユリカ様だけでは、到底……どうなっていたかわかりませんでした」

「……」

　ユリカは頷く。

　暴力嫌ぎらいのこの少年が、そんなことを言い出すだろうことは予想していた。何を言いたいかもわかっていた。

　自分も……争いごとは、好きではない。

　ここで騎き士し団を呼んでも、パリエルたちの手しゆ腕わんを見れば、取り押さえるまでに相応の犠ぎ牲せいが必要なことは明らかだった。

　……それに、疲つかれた。

「……わかった。恩おん赦しや……」

　言いかけたとき、ユリカは首筋に冷たいものを感じた。

「ひゃっひゃ！　恩赦もありがてぇがついでに紋章も渡わたしてもらおうかなぁ、お姫ひめ様よぉ……！」

「貴様っ……！」

　ユリカを背負ったまま憤いきどおる沙耶香に、麒麟は横合いより下げ卑びた笑みを浴びせかける。

「おおっとぉ、動くんじゃねえよハセベ将軍～？　俺様の奈な落らくは鋭するどいんでパックリいくぜぇ？　そっちの炎ほのお野や郎ろうもだ！　もう一回背中の大層なシロモノ捨ててもらおうか……！」

「てめえらっ……このくそったれがぁ……!!」

　皇女の首に刃やいばが掛かかっている以上、軍人程度が何を言えるはずもない。ＴＧＭはその場に背中のボンベを落とし、烈れつ火かの如ごとき双そう眸ぼうで笑う麒麟を睨ねめ付ける。

「うむ。実に幻げん蔵ぞうらしい、卑ひ怯きようで意地汚きたないタイミングであるな。さあどうする？」

　ケセランパサランから水を向けられたマヒロは、ポケットに手を入れるなり、パリエルにそれを差し出した。

「王子……。いいんですか……？」

「……いいよ。君だって別に尊敬されたり、人に好かれたくて傭よう兵へいをやってるわけじゃないんだろ？」

「……そんな言い方……！」

　言おうとするクーデリカを無視して、マヒロは続けた。

「それより、早くこの霧を晴らしてくれないか」

　口調はいつも通りだが、マヒロの目は笑っていなかった。

「……それとも、金貨二百枚も必要か？」

「馬ば鹿かにすんなっ!!」

　パリエルはようやく紋章を奪うばい取った。

「行くぞ、レイナー！　クーデリカ！」

　三人の姿が、霧の向こうへ消えていく。その姿が見えなくなったときには、麒麟とケセランパサランの姿もなくなっていた。

　マヒロは一人懸けん命めいな顔をして、肩かたを支えたシャングリラを引きずっていく。

「……サヤカ」

「あ……はい、姫様……？」

「もう、大だい丈じよう夫ぶ」

　ユリカは言って、沙耶香の背から降りた。

　まだ、膝ひざを伸のばして立つのも億おつ劫くうだったが、ユリカはマヒロの後を追って歩いた。

　やがて霧が晴れ渡り、晴れ渡る空と、澄すみ切った山の稜りよう線せんが現れ始める。そこでマヒロは、彼女の身体からだをそっと地面に横たえた。

「シャングリラ。見えるかい？」

　彼女は小さく頷いた。

「……はい……」

「君が……君たちが守った世界だ」

　空の青を映したエメラルド色の瞳ひとみが、山の緑から飛び立ち、大空を舞まう小鳥の姿をゆっくりと追い掛けた。

　潤うるんだ瞳は、太陽の光に照らされて、宝石のように輝かがやいていた。

「……よかった」

　呟つぶやいた唇は小さく微笑ほほえんでいた。

　そして彼女は、穏おだやかに目を閉じた。

　その傍かたわらに俯うつむいたままのマヒロへ、ユリカは静かに歩み寄った。

「……マヒロ王子」

「……なのに……僕たちはまだ、戦争なんて馬鹿なことをやっている……」

　震ふるえるマヒロの肩に、ユリカはそっと手を置いた。

　かける言葉などない。

　マヒロの言葉は、事実なのだから。
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「……本物……。か……」

　もう何度目か。月夜に青い紋章をかざして、パリエルは呟いた。

　本物の紋章も、マヒロが用意した偽にせ物ものの紋章も見たことがある。そして涙なみだのように滴したたる雫しずくの形をプリントされたその紋章は、本物だった。

　冷静になってみて、マヒロがあんなことを言ったのは、それを確認する暇ひまを与あたえないためとも思ったのだが……あのロボットに外の景色を見せることが、それほど重要なことだったのだろうか。世界を左右するこの紋章と引き替かえにするほど、価値のあることだったのだろうか。

「パリエル様」

「ん……」

　クーデリカの声に振ふり返る。こちらへと近付いてくる馬車一台。

　どこにでもある簡素な仕立ての馬車。だがその窓から顔を覗のぞかせたのは、ブラウスピカ公その人だった。

　パリエルは二本の指に挟はさんだそれを大公へ差し出す。

「手に入れてきました、ノエバ様」

「よくやってくれた。ご苦労だった」

　ノエバはそうして労ねぎらいの言葉はかけても、しかし喜ぶような表情は見せず、紋章を受け取ろうともしなかった。

「さっそくだが、次の仕事を引き受けてもらいたい」

「えっ……？」

「君たちがこれ以上国内に留とどまることができず、私ももう君たちを庇かばい立てできないことは先日話した通りだ。だから手短に言う。その紋章を持って北へ向かって欲しい」

　北？

「北の……どこですか？」

「どこでもいい。帝てい国こくは紋もん章しようを揃そろえられず、我が国を侵しん略りやくした皇帝は聖せい魔ま王おうの象しよう徴ちようたる聖せい魔ま杯はいを手にしない。それでいい。私の帝国への復ふく讐しゆうは、これで終わりだ」

　自じ嘲ちよう気味に彼は語った。

「バクターヌ公が存命であれば、それに与くみするつもりでいたが……その盟友を失った今の私には、民たみを巻き込んでまで叛はん旗きを翻ひるがえす勇気はないのだ。この歳としでは、その責任を取る前に寿じゆ命みようも尽つきるだろう」

「ノエバ様……」

　寂しげに呟くクーデリカへ、微笑みかける。

「クーデリカ。以前のように他ほかに生きる目的がないのであれば、復讐にすがるのもいいだろう。だが今のお前にはこうして頼たのもしい兄がいて、仕えるべき主あるじがいる。紋章を持ち帰ったのはさすがだが、同時に帝国軍の強大さも思い知ったはずだ。お前はまだ若い。力で戦う以外の目的も、ゆっくりと考えてみるといい」

「ですがノエバ様、私は……！」

「寂しいものだぞ。復讐に駆られて生き、死を前にして何一つ生み出してこなかった自分に気付くということは」

「……」

　沈ちん黙もくするクーデリカの顔を少しの間見やってから、ノエバは馬車の壁かべをノックした。御ぎよ者しや台だいから降りてきた男が、パリエルへと小さな包みを差し出す。

　ノエバは言った。

「報ほう酬しゆうだ。受け取ってくれ」

「はあ……」

　いつもは札束か、革かわ袋ぶくろに金貨だったのが、おかしく思ったパリエルはとりあえず包みを受け取り、そして目を丸くした。

「重っ……!?」

　包みを開いて、丸くした目が山やま吹ぶき色に輝いた。

「の、のっ……延べてあるっ……!?」

「ヴェロニカ商工同盟のインゴットだ。信用も貨か幣へい価値も高い。どこへ行っても換かん金きんは容易なはずだ」

「いっ、いいんですか!?　これって事前のお話より相当お高いんじゃ……!?」

「これは依い頼らいではなく、私の我わが儘ままなのだが……」

「はい、なんなりとっ！」

　ぶんぶんと頷うなずくパリエルに、ノエバは穏やかな声で言った。

「君たちに出会って、クーデリカはすっかり変わったようだ。君に祖国の復興を訴うつたえかける情熱は、以前のこの子にはなかったものだ。君がパリスティエル姫ひめの名を嫌きらっていることは承知だが……そのインゴットを、君の国を蘇よみがえらせるために。僅わずかばかりの足しにしてもらうというのは、虫が良すぎだろうか」

「っ……。……それ……は……」

　二の句に躊躇ためらうパリエルだったが、半ばわかっていたかのようにノエバはかぶりを振った。

「……いや、いいのだ。無ぶ粋すいだったな。君たちが稼かせいだ金だ、君たちの好きなように使ってくれ」

　懐かい中ちゆう時計を見た御者の男が、ノエバに耳打ちする。

「歳を取ると話が長くなる。いつも気を付けていたつもりだが、感傷的になるといかんな」

　ノエバは言った。

「ゼムンで義勇兵を募つのっているという話を聞いた。行く当てがなければ、向かってみるのもいいだろう。では、元気でな。さらばだ」

　動き出した馬車が、ゆっくりと方向を変えていく。

「ノエバ様……！　ありがとうございました……！」

　惜せき別べつするクーデリカへ、ノエバは窓から軽く手を上げるだけだった。馬車は木々の向こうへ、そのまま走り去っていく。

　紋章を奪うという復讐そのものよりも。

　クーデリカが何かを感じたことに、彼は表情を綻ほころばせていた。

「なんだか……ほんとの家族みたいだったね」

　何げなくパリエルが呟くと、クーデリカは寂しげに笑っていた。

「……だから、かもしれません。ノエバ様にはご子息がいらっしゃいません。ご自身が何も生み出せなかったとおっしゃるのなら……だから私を、娘むすめのように思ってくださったのかもしれません」

「良かったのか」

　珍めずらしく自分から声を発したレイナーへ、クーデリカは面を上げた。

「兄さん……？」

「このまま家族と別れることになっても」

　兄の声に、クーデリカは先のノエバと同じように穏やかに笑い、ゆるやかに首を振った。

「私には……目標がありますから。いつまでもあの方に甘えているわけにはいきません。それにノエバ様のおっしゃるように、今の私には兄さんもいます」

「……そういう意味で、この仕事だったのかな」

　パリエルはインゴットの包みを片手に、もう片手で、インゴットよりも遥はるかに軽くて薄うすっぺらい紋章を見た。

「レイナーっていうほんとの兄妹きようだいが見付かったなら、嫌でもその家族と一いつ緒しよにいた方がいいって……だから二度と帝国にいられなくなるような、今回の仕事だったのかも」

　ノエバ自身はささやかな復讐を果たし。クーデリカにはその相手と戦うことの難しさを教え……。

　いや、しかしその割には、死ぬ確率の方が高い仕事だったか。

「……考え過ぎ、かな」

「ですが……そうだったとしても、結果論です。パリエル様こそ、どうして今回の仕事を。生きて帰れるかもわからない仕事を、一度は刃やいばを交えた風ふう牙が衆と共きよう闘とうしてまで……」

「ん……。なんでかな」

　そこまで深く考えたつもりはなかった。だが改めて問われれば、言葉は自然と出てきた。

「確かに私もね、帝国に対してなんの感情もないって言ったら噓うそになるのよ。味方するよりは、敵対する方が自分に素す直なおな感じがする。でも……一番のきっかけは……王子に会えると思ったからかも。紋章絡がらみなら、また王子が出てくるから」

「……マヒロ王子、ですか？」

　クーデリカは意外そうに瞬まばたきした。

「そう。一回、約束したの。王子は、自分なら、誰だれよりも犠ぎ牲せいの少ない方法でこの大陸を一つにまとめられるって言った。自分が大陸を平定すれば、エルクレセルが蘇る姿を見せられるかもしれないって……王子はそう言ったの。だから私は……この大陸が平和になるその日まで、彼に、生きて生きて生き抜ぬいてもらうって。それがどんなに苛か酷こくな道のりでも、守り抜いてみせるって」

「では、それが……マヒロ王子が、帝都の酒場で言っていた……？」

　結局。その約束は叶かなわなかった。

　少なくとも……自分は、マヒロの元を離はなれてしまった。

「……いま考えれば、子供同士の口約束よね。でも、ペルグルンで見たとき。帝都で話したとき。あんなことがあったのに、なんだか変わってなくて……。だったら、ひょっとして、またあの頃ころみたいに、とんでもないこと考えてるんじゃないかって……そういう期待、だったのかな」

　言葉は、自然と過去形で区切られた。

　期待は充みたされることもなく、互たがいは敵同士のまま幕を閉じた。

「とんでもないこと、というのは……？」

　クーデリカの疑問に、パリエルは自嘲しながら答える。

「実は、もう王子が聖魔杯を手に入れているとか。帝国を一発で平へい伏ふくさせるようなすごい策を思い付いているとか。そのために私たちに協力しろって言ってくるとか……かな」

　改めて口に出してみると、風ふう来らい坊ぼうを気取ってるくせに根はそんな夢見がちな少女かと、気き恥はずかしくもある。だが、正直なところだった。そんな夢を見させるにあまりある逆転劇を、あの少年は何度もやってのけてきたのだから。

「では……ノエバ様の元に留まることを決めたのも、その機会を窺うかがうために……ですか？」

「もちろん、それが目的っていうわけじゃないけど……ね。まあ、そういう気持ちもあったっていうこと」

　結局、何事もなく。

　マヒロは帝国の官かん僚りようとして目的を果たし、自分は傭よう兵へいとしての依頼をこなした。それだけの話だった。

　いつの間にか俯うつむいていた面おもてを上げ、パリエルはいつもの明るさで振る舞まった。

「基本的にはこの傭兵稼か業ぎようが気に入ってるの。困っている人を助けたい、なんて勇者みたいな立派なことは言えないけど……依頼された仕事はできるだけこなしたい。剣けん士しとして、自分の腕うでに誇ほこりを持つために。だから引き受けた。それじゃ駄だ目め？」

「いえ……駄目も何も」

　クーデリカが首を振る。

「今のお話で、パリエル様のことがまた少しわかったような気がして、嬉うれしいです」

「そう。じゃ、私たちもこれで晴れて追われる身……。冷え込んできたし、そろそろ移動しようか」

　視線を向けると、

「ああ。それがいい」

「そうですね。行きましょう」

　レイナーとクーデリカがそれぞれ頷いた。

　金きん塊かいという素す敵てきな荷物を、いつの間にかパリエル傭兵団の経理役となっているクーデリカへ一いつ旦たん預け、紋章は自分のポシェットにしまおうとしたときだった。

「……あれ？」

　そこに、紙切れが入っていることに気付いた。てんで覚えがなく、不思議に思って取り出してみると、どこかから紛まぎれ込むようなものではなく……それは小さく折り畳たたまれた封ふう筒とうであった。

「パリエル様？　それは……」

　広げてみて、すぐわかった。

「……王子の字だ」

「王子……マヒロ王子からのですか？　でも……」

　そんな暇ひまが一体どこに、とクーデリカが疑問する。一方でパリエルは、彼の手て癖くせの悪さはなんとなく知っていた。

「たぶん、あのコアユニットを運んでいたとき……かな。それ以外に近付くタイミングもなかったし」

　ともあれ封を開け、便びん箋せんを取り出す。




『君に紋もん章しようを渡わたすか、君がそれを手に入れることが確定した際にこの手紙を預けようと考えている。そしてもし、これを読んでいる君が、紋章をまだ手元に持っているのなら、ハイランドのリーゼルに預けて欲しい。』




（リーゼル王子に……？）

　大陸最強の勇者。信しん頼らいという意味で言えば、公私共に彼ほど信頼を置ける人物もいないだろう。




『紋章の効力は未いまだに絶大だ。実際的な意味でも、外交的切り札としても威い力りよくを発揮する。聖せい魔ま杯はいの管理者として僕がそれを発揮させる。それによって帝国の侵しん攻こうを踏ふみ止とどまらせ、共和国を含ふくむ旧連合諸国との和平の道を作れると考えている。

　はっきり言う。

　聖魔杯の復活には、必ずしも全すべての紋章が必要なわけじゃない。だがそのためには僕と君、そしてリーゼルの三人が必要だと父から聞いた。

　だからいつの日かきっと。また三人で、ミスマルカで再会できると信じている。





マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト』






「……」

　読み終えたとき、パリエルは自分の胸が早はや鐘がねを打っていることに気付いた。

　クーデリカも同じ心持ちだったに違ちがいない。

「パリエル様……これ……、このことがもし事実ならっ……」

（……っ……）

　事実なら。




　帝国も共和国も出し抜き、聖魔杯を復活させることができる──。




　改めてパリエルは、最後の紋章符ふに視線をやった。

　そう、少なくとも紋章の一枚はここにあるのだ。

　四枚だけを手にしている帝国は何もできない。かといってマヒロだけでもだめで……最後の一枚を持った自分が、最強の勇者であるリーゼルの元に行けばどうだろう。

　予言に従うことで教団からの庇ひ護ごを受けている帝国であっても……いや、だからこそ、神しん託たくの勇者には易やす々やすとは手出しできないはずだ。ハイランドの近くには強大な影えい響きよう力を持つ共和国もあるが、共和国はそもそも帝国にあるような紋章や、その中ちゆう枢すうにいるマヒロを連れ出すことはできない……。




　もし、本当に事実なら……。




「……どう思う、レイナー？」

「政治的なことは俺にはよくわからない。だが……俺の個人的な気持ちを言ってもいいのなら」

　言葉を選ぶようなレイナーに、パリエルは黙だまって頷うなずいた。

　だから彼は述べる。

「俺とリーゼルであれば、ミスマルカ城への血路を開くくらいは容易だろう」

　予想だにしない言葉に、パリエルは一度瞬きし、それから思わず苦く笑しようした。

　もう、突つっ込こむこと前提なのだ。

　こちらの気持ちを知ってか知らずか、そう述べたレイナーの目には珍めずらしく、僅わずかな、それでいてこの上なく頼たのもしい熱がこもっていた。

「レイナーらしい話の飛び方だね……」

　そこにしか自らの出番がないことを思ったか、そこであれば自らの力を存分に役立てられると思ったか……それとも、小規模ながら第三勢力として発つパリスティエル姫ひめの姿を垣かい間ま見みたか。

　何にせよ。

「じゃあ、とりあえず北へ」

「ああ。姫」

「行きましょう、パリエル様」

　そう。レイナーはともかく。何にせよマヒロなら、血路なんて言い方はしないだろうなとパリエルは思った。

　　　　[image: ]

　マヒロはバンガローのベッドで横になり、手を頭の後ろに組んで、天てん井じようを眺ながめていた。

　あれからしばらくすると、周辺は地じ盤ばん沈ちん下かを起こし、特に遺い跡せき付近は崩ほう落らくに近い様相を呈ていした。恐おそらくは、海中に沈しずんだ物体が水圧に耐たえきれず押し潰つぶされるように……要よう塞さいは、自じ壊かい装置によって何もかも潰れてしまったのだろう。

　マヒロはユリカへ、シャングリラを葬ほうむってやりたいと言った。旧文明の機械だからと、なんのノウハウもない学者たちにああでもないこうでもないと勝手なことを言われながら解体されていく彼女を思うと、忍しのびなかったからだ。

　ユリカは、わかった、と言ってくれた。

　だが一方で、それは少し先の話になる、とも付け加えた。

　ユリカもまた、あのコアユニットが今の時代にとって、いかに恐ろしい存在であるかを身をもって知っていた。彼女を調べることでどんな発見があったとしても……あまりいい結果には繫つながらないと考える一方。もし、同じような遺跡が大陸のどこかで再び発見された場合に、今回のことから対策を学べないのでは愚ぐの骨頂であるとの考えからだった。

　そしてそれについては、マヒロもまた理解せざるを得なかった。

　眠ねむるように息を引き取ったシャングリラは、多少重い以外は、そうと言われなければただの女の子にしか見えなかった。機密保持のため、ユリカがコールドスリープから目覚めた旧文明時代の人間の兵士だと言うと、みんながそういうものかと納なつ得とくした。

　当たり前だ。あそこまで完かん璧ぺきに生きた旧文明の遺物は過去に前例がなく、事実は、あのときあの場にいた者だけしか知らない。だからシャングリラという名のコアユニットは今、残ざん骸がいではなく遺体として、別のバンガローに安置されている。

　詳しよう細さいな調査は、学術チームの揃そろっている帝てい都とに持ち帰ってから……とのことだった。

「……」

　墓にはどんな花を供えようかと、マヒロは考えていた。

　他ほかの誰だれも知らずとも、自分は知っている。

　彼女とその仲間たちが、今あるこの世界を救ってくれたのだと。彼女たちがいなければ、人類は存在すら許されなかったことを、自分だけは知っている。

　彼女が好きな花はなんだろうか。彼女が生きた時代に花はあったのだろうか。彼女は、花というものを見たことがあったのだろうか。

　どんなに言い訳したところで、彼女に止めを刺さしたのは自分だ。紋章を早く取り上げていれば、祭さい壇だんの防衛機能を作動させないこともできたはずだ。だが取り上げても……結局要塞はエネルギー源を失い自壊したのだ。シャングリラと共に。

　シャングリラを説得することができなかった。

　言葉は通じたはずなのに。

「……はぁっ……」

　思い悩なやんで眠れもせず、マヒロはベッドから身を起こす。

　外からにわかに喧けん噪そうが聞こえてきたのは、そんなときだった。

　カーテンを開けて顔を覗のぞかせてみるが、離はなれた場所の闇やみ夜よに黒騎き士しでは見え辛づらい。その中から、すぐに小こ柄がらな人ひと影かげが駆かけてくるのが見えた。

「あ、あっ、王子様っ！　大変です！　大変ですっ！」

　この遅おそくまで仕事をしていたのか、まだ寝ね間ま着きでもないマロンが何度も転びそうになりながら走ってくる。そしてよほど気が動転しているのか、マヒロのいる窓の前まで来て方向転てん換かんし、律りち儀ぎに入り口の方から駆け込んできた。

「た、たっ、大変なんですっ！」

「どうしたの？」

「し、しゃっしゃっ！　シャングリラが生き返りましたっ!!」

　マヒロは開け放した窓からパジャマ姿のまま、裸足はだしのままで飛び出した。

　走り、輪を作る黒騎士を押し退のけ、押し退け。

　しかしマヒロが危き惧ぐしたほど、騎士たちの様子は剣けん吞のんなものではなかった。

「……コマンダー」

　取り囲むと言うより、死人が蘇よみがえった珍しさに鈴すずなりになっているような中心に、シャングリラはぽつんと立っていた。

「最悪の事態では……、ないか……。はぁ……」

　マヒロはそれがわかって、大きな溜ため息いきをついた。シャングリラが無味簡素な、人形のような表情で言った。

「最悪の事態とは？」

「暴走して誰かを素す手でで殴なぐり殺したりしてないかってことだよ……」

　そのとき、

「ユリカ様のお成りです、道を空けてください！」

　ユリカ付きのメイド、垂れ目にショートカットの方が声を上げると、騎士団は弾はじかれたように道を空けて整列し、直立不動となった。

　上からローブを羽織ってはいるが、厚手のネグリジェにナイトキャップを被かぶったユリカがノアールローゼン二人を従えて、寝入り端ばなだったように目付きを悪くして歩いてきた。

「……何」

「あー。えーと……ご覧の通りです」

　と、マヒロはシャングリラへ手を向ける。

　そちらを見て、マヒロに向き直り、ユリカは言った。

「なぜ」

「いや、それはこれから聞こうかと……」

　だがそのときには、有あり体ていに言って誰もシャングリラを見ていなかった。

「……？」

　そういった視線に気付いたように、ユリカが眉まゆをそびやかす。ショートカットのメイドの方が小声で言った。

「あ。姫様、お帽ぼう子しが……」

　珍しくビックリしたようなユリカが、はっ、と両手で頭を押さえる。

　よくあるボンボンの垂れ下がったナイトキャップであるが。大口開けたパンダが、ユリカの頭にかぶりついているように見える……そういうユニークなデザインの、非常に可愛かわいらしいナイトキャップだった。

　世にも恐ろしい闇の法王の二つ名や、それに相応ふさわしい普ふ段だんの物静かな立ち居振ふる舞まいからは絶対に想像できない。そういう、凄すさまじく愛らしいデザインのナイトキャップであった。

　逆に言えば、ただそれだけのことなのだが。

「……」

　視線を険しくしたユリカが睨にらむように見た端はしから、騎士たちはさも自分は何も見ていませんとでもいうように背筋を伸のばしやや上を向く。

　ユリカはロングヘアのメイドの方に何やら呟つぶやいた。

　そのメイドが、釣つり目気味の瞳ひとみをキリと引き締しめ、声を大きくして通達した。

「この場で見たことは他言無用です。これを吹ふい聴ちようした者は最高級機密の漏ろう洩えいと同様の厳げん罰ばつに処されますので、諸しよ兄けいよろしくお願いします」

「「「はっ!!」」」

「解散してください」

　ロングヘアのメイドの号令で、騎士たちは足早にその場を去っていった。

　残ったユリカが、こいこいと、マヒロへ指招きをして見せた。




　　　　◆




　バンガローはバンガローだが、ユリカの寝ね泊とまりしているその一棟むねは皇族に相応しく調度品を備えられていた。

　メイドたちも下げた後の、ユリカとマヒロ、そしてシャングリラの、三人だけでテーブルを囲んでいた。

「自壊装置とはつまり、自己修復機能の停止なのです」

　シャングリラは言った。

「特定周波数の微び弱じやくな電流と電磁波、そして適正な動力が供給されている限り、要塞は修復し続け、設計された通りの機能を果たし続けます。しかしそれらが停止した場合……機関の損傷などで行動不能となった場合に、今度はそうしたスクラップが敵性の自動兵器に取り込まれて利用されることがないよう、可能な限り壊こわれ続けていきます。それが自壊装置です」

「要塞のことはわかった」

　ホットココアの入ったカップを両手にしたまま、ユリカは言った。

「でもそれと、あなたが生き返ったこととは」

「同じことです。私がユートピア級なのです。半有機生命体システムであるコアユニットは、外装アセンブリ以上の自己修復性を備えています」

　そう言ったシャングリラは、ここまで普ふ通つうに歩いてきたし、左右の手を自在に操あやつれるようにもなっていた。幾いく筋も切り裂さかれたスーツの隙すき間まに傷口は見えず、女性らしい滑なめらかな白い素す肌はだが見えるだけだった。

「ユートピア級のコアユニットにとって呼吸や心しん拍ぱくは補助的な活動機能であり、必ひつ須すのものではありません。ですが今回は心肺機能その他が著いちじるしく損傷したため、生命体機能がシャットダウンし、燃料電池による自己修復に切り替かわったと推測されます」

　シャングリラのスーツの胸むな元もと、特に最後のレーザーに貫つらぬかれた数カ所を見ながらマヒロは呟く。

「生き返ったというより、そもそも死にきれていなかった……？」

　シャングリラは不可解さでも覚えるように、間を置いて答えた。

「……外装アセンブリに修復不能なまでにダメージを加えられた時点で、戦局は絶望的です。その場合、コアユニットも機能停止するように設計されている……と、記き憶おくにあります」

「艦かんが沈しずめば、艦長も運命を共にする？」

　ユリカは言うが、しかしシャングリラは、そうではなかったと言いたいらしい。

「先さき程ほど私が述べた特定周波数の電流と電磁波は、コマンダーの暗号化されたキー遺伝子を元に増ぞう幅ふく、発生されるものです。ですが私が目覚めたときには、元のコマンダーはすでに死亡していました。その時点で重大なエラーが起きていたことは事実なのです」

　マヒロは溜息をついた。

「……そっか。どっちがおかしいかと言えば、コアユニットという個体が再生されたことよりも、君とあの要よう塞さいが今の今まで現存していたことの方がおかしいというわけだ」

「そうです。しかし既すでに外装アセンブリとのリンクは途と絶ぜつしました。私の記憶だけで推測するのは限度があります」

「そうだね……。まだ何かのパーツが残っていたとしても、今はもう土ど砂しやの下だ」

　言ってマヒロはソファにもたれかかった。

　ユリカはシャングリラを見て訊たずねた。

「……あなたは人間？　それともロボット？」

「私はハーフメタルマシーナです」

「半分ハーフ……金属メタル……？」

「厳密な意味での人間ではなく、厳密な意味でのロボットでもありません。バイオニカルマシニングやメカニカルバイオニクスといった概がい念ねんを知らないのですか」

　ユリカから視線を寄こされ、マヒロは軽く肩かたをすくめた。

「有史以降君たちまで続いた、僕たちが旧文明と呼んでいる時代……特にハイパーテクノロジー全盛の最後期の情報は、ほとんど残されていない。完全に電子化されたその時代の情報の多くは、文明の崩ほう壊かいと共に失われた……というのが、一いつ般ぱん的な見方だ」

「そうですか」

　短い返答は、彼女が何の感情を込こめていなかったとしても、寂しげな響ひびきが感じられた。

　ユリカはココアの入ったカップを傾かたむけ、言った。

「それで。この子をどうするか」

　結局そこが問題だった。

「ユリカ様は？」

「私は別に。いたずらに人を傷付けたり、社会を混乱させるようなことがなければ、あなたたちの好きにすればいい……自由裁量という意味ではないけど」

　マヒロは瞬まばたきして聞き返す。

「……いいんですか？」

「機械か生命かが今の時代に説明もできないのなら、私はこの子は人間でいいと思う。最後に青空を見上げて笑った彼女を、私は知っている。今の私たち以上に純じゆん粋すいなものを、この子は持っている」

　ユリカの表情は、複雑だった。

　今の時代の人々は、空が青いというだけでは喜ばない。たとえ雨が降ったとしても、その雨に打たれて平気なことを喜びはしない。それほどまでに綺き麗れいな世界で、自分たちは相あい互たがいに裏切り、騙だまし、傷付け、殺し合って暮らしている。

「あなたは。マヒロ王子」

「同感です。僕は……青空と緑のある今の世界で、普通の女の子として自由に過ごしてもらえたらと思いますが……君としてはどう？」

　問いかけに、シャングリラは静かに答えた。

「私は、人類生存と地球環かん境きよう保全のためだけに作られた兵器です。その目的が達成された以上は廃はい棄きされるべきです」

「だめ」

　ユリカが言った。

「言ったはず。あなたは人間。意味もなく殺しはしない」

　シャングリラは少しの間、沈ちん黙もくしてから述べた。

「……ではコマンダーの命令に従います」

　面と向かって言われて、マヒロは驚おどろいた。

「でもそれは、要塞のエラーが原因で勘かん違ちがいされたことであって……」

「兵器は本来、自己の判断により動くべきではありません。そして現時点ではコマンダーたちの他ほかに、私の存在を適正に理解している人物がいるかわかりません」

　ユリカは冷めた視線をマヒロへ向けた。

「じゃあ、よろしく」

「ちょっと、ユリカ様まで……」

　マヒロの声を無視してユリカは言った。

「この子を地上まで連れ帰ったのは、あなたの意思。少なくとも、自活できる程度の現在の常識はあなたが教えるべき」

「あ……もう、確定ですか……。そうですか……」

　マヒロは溜ため息いき一つ。

「じゃあ……名前は、シャングリラでいいかな？」

「はい。それが私の艦名です」




　　　　◆




　人里離はなれた、いずことも知れぬ廃すたれた山小屋。

「ほう。そのようなことがな……」

　白しろ鴉がらすが覆ふく面めんの下に杯さかずきを隠かくすように、一息に酒を呷あおる。

「とんだ貧びん乏ぼうくじを引いたものよな、総代」

「貧乏も貧乏、赤貧の大貧乏だぜぇ……しかも大公様は紋もん章しようは二の次でいいから、第一にガキどもを守りきれと来やがった。あと五年もしてればちっとはやる気になるがよぉ、風ふう牙が衆はガキのお守りじゃねえんだぜぇ……！」

　対する麒き麟りんはどぶろくの入った酒さか瓶びんをラッパに呷る。

　室内に灯あかりはない。訓練された忍しのびの二人には、薄うすくとも月が出ているだけで不自由はなかった。

「ぶはぁっ……だがなぁ、何より最悪なのはあの女だぁ……。全くもって何考えてやがるかわからねえ。なんなんだ、ありゃあ」

「我ら風牙衆の頭領であろう。もう酔よいが回ったか」

「そういうことを聞いてるんじゃねえんだよ」

「ならば先代が良かったか」

「ああそうさ、手て間ま暇ひまかけてようやくあのジジイをシャブ漬づけにしてやった。あとは俺様が頭領になるだけだったんだ……！」

　だがタンポポの綿毛が流れてくるかのように、本当にどこからともなく、ケセランパサランを名乗る女が現れたのはそんな折だった。

　北日本公国にある本ほん拠きよ地ち、上忍でも限られた者しか知らぬ、入れぬ、頭領の間に忽こつ然ぜんと現れた。




　わらわの名前はケセランパサランである。で、葉は多た恵えが憎にくい。葉多枝党に対たい抗こうするため、今日から風牙衆はわらわのものである──。




　あまりに筋の通らぬ理由で、さっぱりわけがわからない。

　もちろんその場に居合わせた麒麟たちは容よう赦しやしなかったが、ケセランパサランは迫せまり来るあたら全すべてを枕まくらで殴なぐりまくり、結果、風牙衆に居座ることとなった。

　風牙衆の用いる薬物も大概だが、あの女の妙みような術はそれ以上の特効だった。

「あれは鬼おに蜘ぐ蛛もと同じ、古くに〝常ア識ウ外タれー〟と呼ばれた類たぐいだろう。気に入ればそこにいて、飽あきれば他へ行く。だがそれだけだ。害はあるまい？　事実、俺も総代もこうして自由の身よ」

「頭の中が自由すぎて鬱うつ陶とうしいってんだよ……」

「ほう。わらわの頭の中がお花畑であったとしてお前はどうする、幻げん蔵ぞう」

　含ふくみかけた酒を噴ふき出し、麒麟はその場に白鴉と共に畏かしこまった。

　突とつ如じよ現れたケセランパサランは畏まった二人を、えいやと枕で壁かべまで殴り飛ばして言った。

「いい歳としをした大の大人が夜夜中っから酒に溺おぼれるとは良い身分であるな」

「お……お言葉ですがお頭かしら、だったらいつ何時に飲めばいいと……」

　逆さまにひっくり返ったまま麒麟が言うと、ケセランパサランは胸を張って答えた。

「朝、もしくは昼である。そも忍の本分とは夜行性ではないのか」

「クク……頭領がおっしゃるのであれば、そうなりましょうや」

　外れた首の骨を入れ直しながら、白鴉は畏まり直す。麒麟も姿勢を同じくして言った。

「……ときにお頭、なんの御ご用ようで」

「仕事を取ってきたぞ」

　ばさっと。書類を。

「はぁ……失礼します」

　数十枚はあるそれを、麒麟は次々にめくって目を通していく。別段何かの資料が含まれているということもなく、一枚一枚全てが依い頼らいの契けい約やく書であった。暗殺、拉ら致ち、盗ぬすみ、浮うわ気き調査、犬いぬ猫ねこ探し、子こ守もり、家庭教師、ボランティア……ｅｔｃ。

「……お言葉ですが、お頭。これは一体」

「何となく思ったのだ。葉多枝党の仕事を全部奪うばうような真ま似ねをすれば、憎い葉多恵が困るのではないかと」

「はぁ」

「元よりわらわの従える風牙衆の忍の質は、葉多枝の郷のコンパニオン共より高い。で、それを毎回毎回、葉多恵と貴たか月つきに殺されるのは使い捨てでもったいない」

「そりゃ、まあ」

「なので今後は、使い減りのしない使い方をしていくものである。やばい橋は此こ度たびのようにわらわたちで受け持てば問題あるまい」

　麒麟から書類の束を渡わたされた白鴉が、同じく、ざっと目を通してから述べた。

「それは構いませぬが、頭領」

「なんだ、鴉」

「こちらの暗殺の件とこちらの護衛の件、それとこちらの地上げの件とこちらの用心棒の件……他、対象が同一のものが幾いくつか」

「では弱きを助け強気なのを挫くじいていく。葉多恵は良い子ぶってそういう仕事ばっかり取る傾けい向こうにあるからな」

「御ぎよ意いに」

　そう言って白鴉は、書類を麒麟に突つき返した。

「おいおい、なんで俺に返すんだよ」

「クック、これは異な事を承うけたまわる。下への命令は俺ではなく総代殿どのの役目であろう」

「うむ。道理であるな」

　感心したようにケセランパサランが頷うなずき、麒麟は言葉を返せなくなった。

「それに俺は、じき共和国へ戻もどらねばならぬ身ゆえ。あの国絡がらみの案件であれば改めて使いを寄こしてくれ」

　ケセランパサランは腕うで組ぐみして首しゆ肯こうした。

「では幻蔵、そのようにするように」

「は……はぁ」

「不服であるか」

「い、いえっ、滅めつ相そうも！」

「では解散」
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　数日後。帝てい都と、ロッテンハイム宮。

　皇帝の執しつ務む室に、マヒロとユリカ、そして与あたえられた剣けん士し風のジャケットとスカートを身に纏まとったシャングリラは出頭していた。

「紋章は……彼方かなたへ消えた、か……」

　厳しい表情をするネオシスの前で、マヒロは真しん摯しに述べた。

「いかなる処分もこの身に受ける所存です」

「……ふん。あれほど得意満面に出ていったものを、開き直ったかのような言い草だな」

「父上」

　ユリカが強めの口調で詰つめ寄った。

「マヒロ王子が紋章を渡さなければ、私の首はもうなかった」

「それについてはＴＧＭとハセベよりすでに聞き及およんでいる。で……そこにいるのが件くだんの」

　ネオシスが視線をやると、シャングリラは静かに告げた。

「シャングリラです」

「旧文明のコールドスリープより目覚めた兵士……か」

　そこでネオシスがしたりと笑ってマヒロを見た。

「下手だな」

「……何がです、陛下」

「下手な噓うそだと言ったのだ。ハセベの様子がおかしかったので私自ら問い詰めてみたところ、全て白状したぞ。当のハセベやＴＧＭは疎おろか、レイナーまで向こうにして戦えるほどの恐おそるべき戦せん闘とう能力を有するロボットだそうではないか」

　ああ……、とマヒロは天を仰あおいだ。

「サヤカちゃんは噓つけなそうですもんね……」

　ユリカは箝かん口こう令れいを敷しいたが、皇帝が相手では。根の真ま面じ目めな沙さ耶や香かでは、なお荷が重かったことだろう。

「なぜこの私を謀たばかろうとした」

「父上、それは……」

　ユリカを片手で遮さえぎり、マヒロは先に理由を述べた。

「言っても信じてもらえないだろうということが一つ。信じてもらえたなら、彼女がまた戦いくさに駆かり出されるのではないかと危き惧ぐしたことが一つです。それ以上の他意はありません」

「旧文明最後の大戦争を生き延びた超ちよう兵器……なるほど、そうだな」

　ネオシスは小さく首肯した。

　だがそこには、僅わずかながら寂しげな色が浮うかんでいた。

「……私はやはり、そのように見られているか。いや、そのように見られるのは、やむを得ないことだろうな」

「陛下……？」

「ではもう一つ聞こう、マヒロ王子。なぜこの娘むすめを連れ帰ろうなどと思った」

　少し、言葉に躊躇ためらった。

「……彼女……シャングリラが言ったのです。青空と緑豊かな世界を取り戻すのために戦ったのだと。仲間たちとそう約束したのだと。それが自分の理性であると。だったら……せめて見せてあげたいと思ったのです。僕たちが、彼女たちの取り戻した緑の上、青空の下で暮らしているということ。彼女たちのおかげで、僕たちがいま生きているということをです」

　ネオシスはシャングリラへ向いた。

「事実か？」

「コマンダーの心境は私にはわかりません。ですが私たちが人類生存と地球環かん境きよう保全のために戦ったことは事実です」

「そうか……ならばここへ来るまでの間に、我が国の様子をいくらか見てきたと思う。話が事実であれば、我々はそなたの守った世界で今の繁はん栄えいを謳おう歌かしていることになる」

　席を立ったネオシスが机を回り、シャングリラの前に立った。

「全人類……とは言えないが、少なくとも我が国を代表して、礼を述べねばなるまい。感謝する」

　ネオシスはシャングリラの手を取り、両手で強く握にぎり締しめた。シャングリラはその手を見て、何の抑よく揚ようもなくネオシスの顔を見上げた。

「……そうですか」

　シャングリラの無表情で素っ気ない返答に、ネオシスが面めん食くらった。

「……う、む……。この国……帝都を見て、どう思った？」

「良かったと思いました」

「そう……、か。まあ旧文明の時代ほど誰だれも彼も、何もかもが豊かな社会というわけではない……大陸一の繁栄と言っても、まだその程度ということか……」

　マヒロは軽く挙手。

「いや。シャングリラは感情の表現が苦手なだけで、遺い跡せきから帰って来る途と中ちゆうは見るもの全てに良かった良かったと連呼していましたから。彼女なりに喜んでいるものかと」

「そうなのか」

　ネオシスにシャングリラは頷いた。

「良かったです」

「うむ……ならば今の我々より、哲てつ学がく的にも遥はるかに発達していたであろう時代を生きたそなたに問いたい。シャングリラよ。我々はそなたたちが守ったこの世界で、いま現在戦争を行っている。もちろん、理由があってのことではあるが……それについては、どう思う？」

「良かったと思います」

　それは、マヒロもユリカも聞いていない言葉だった。

　だからネオシスも含ふくめて、三者三様に驚おどろいた。

「……そなたたちが守った人類同士が、相争っている状態なのだぞ。兵器同士ではなく、人と人とがだ」

「繰くり返しますが、我々の目的は人類生存と地球環境の保全でした。その後の人類がいかなる政治形態を選せん択たくし、どのような社会体制、世界情勢を選択しているかを問題とは思いません」

　シャングリラは続けて言った。

「地球生命解放作戦において、私たちは過去の戦争との違ちがいについて学習しました。本来あるべき人類同士の戦争は、それを行う人類の意思の下で行われます。いま現在の人類が戦争状態を望んでいるのであれば、人類にそれを叶かなえられるだけの地球環境と物的、人的資源の余よ裕ゆうが与えられているということです。それはとても良かったと思います」

　マヒロは思わず訊たずねていた。

「それが……君が生まれた時代の価値観なのか？」

「自動兵器同士の戦争は、何も生み出しません。ですが人間同士であれば、それは文明や国家、組織としての正常な外交活動です」

　ユリカが、もう一つだけ訊ねた。

「人間同士の殺し合いが、何を生み出すというの」

「教訓とすべき悲劇と、それにまつわる美談を生み出します。文明と文化の発展に、この上なく大きく寄き与よするものです」

　無感動な、それでいて痛つう烈れつな言葉に、三人は押し黙だまった。

　逆を言えば彼女たちは、悲劇と美談すら生まれぬほどに無益な戦争行こう為いを戦ったということなのだから。

　戦争という暴力を忘れた人類は、自動兵器の暴走に対してさえユートピア級という自動兵器の投入によって解決を試みた。

　その前線に人類はいなかった。

　人類は強力な自動兵器群と激変した地球環境の前に、ただただ死に絶え続けたのだ。

「……そうか……」

　ネオシスが感じ入ったように呟つぶやき、それから軽くかぶりを振ふった。

「いや……それもまた興味深い話ではあるが、またの機会としよう。ではシャングリラよ、そなたはこの先、どうするつもりだ？」

「コマンダーの命令に従います」

「うむ……。先程から言う、その司令官コマンダーというのは……？」

　ネオシスがシャングリラの視線を追った先にはマヒロがいた。

「ええと……まあ、そういうことになったらしいので、差し支つかえなければ今の時代の暮らしを教えていこうかと……ああでも、処分次し第だいですけど」

　そんなマヒロへ、ネオシスは尊大に鼻を鳴らした。

「惜おしむらくは貴様は立場上、軍属ではなく文官だということだ。故ゆえに軍法では量れぬということだ。冷静な目で見れば、本来それに抗こうすべき我が軍が賊ぞくらより劣おとっていた……ということになるだろう」

「ユリカ様たちに勝ち目があったものを、僕が潰つぶしたのです」

　それに嘆たん息そくし、遮るように片手を上げる。

「何度も言わずともわかっている。ハセベの命を救うために自ら人ひと質じちとなり、またこのシャングリラの想おもいに答えんがために率そつ先せんして行動したことは……」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、ネオシスは言った。

「役人としては褒ほめられぬが。同じ男として、一目置かぬわけにはいかぬ」

「……。陛下……」

　マヒロがややも目を丸くすると、皇帝はしたりと笑った。

「謹きん慎しんと減げん俸ぽうは課す。が、どうせ貴様はその程度で堪こたえるタマでもあるまい。行方ゆくえ知れずとなった紋もん章しようの奪だつ還かんの目め処どが付いたとき。あるいはミスマルカ以北との交こう渉しようにおいて必要となった際には、有う無むを言わさず矢や面おもてに立ってもらうぞ。わかったか」

「はい。心得ました、陛下」
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「かかったのは雑ざ魚こばかり。餌えさは食い逃にげ、手に入れたのは役に立つかもわからない旧文明時代の女の子」

　シャルロッテが紅茶を一口すすって、カップをソーサーに戻もどした。

「ひどい有様ですね」

「全すべて僕の一存で行ったことです」

　マヒロの言に首しゆ肯こう。

「ええ、そしてそれを許可したのは私です。処分についてはお父様の方から直接の沙さ汰たがあるでしょうから、私から言げん及きゆうはしません」

「謹慎と減俸だそうです」

「……バクテリアなんて言っている割に甘いんだから、うちのお父様は」

「そうですね。僕も少し意外でした」

　用意したプランは二パターンあった。

　一つは、餌に何もかからなかった場合。この時はそのまま紋章が揃そろう。次の段取りは聖せい魔ま杯はいの復活だ。

　今回、入ったのはもう一パターンの方だった。パリエルたちがまだ帝てい国こく領内にいるという情報はあった。紋章絡がらみとなれば、彼女たちから首を突つっ込こんでくるか、彼女たちを利用する者らが現れるだろうことは予測できていた。結局、誰からの差し金かまでは聞き出せなかったとユリカは言っていたが、それならそれで構わなかった。

　最大の目的はパリエルたちが紋章を手にすること。そして……。

「首しゆ尾びは？」

「情報は持たせました。ほぼ真実を書いたので、読めばハイランドへ向かってくれるとは思いますが……」

　彼女が紋章を持つことで、ごく自然に情報を渡わたすことができるということ。即すなわち、聖魔杯の復活は紋章のみに因らぬというそれだ。

「結構です。中原まで辿たどり着けないようならそれはそれ。紋章が行方不明になってもそれはそれ。あとはなるようになるでしょう」

「リーゼルと呉ご虎こ騎き士し団だんはどうなりました？」

「ゼムンに向かうようです」

　意外な国の名前が出て、マヒロは瞬まばたき一つ。

「ゼムン？　なぜです？」

「あなたが遺跡へ向かった翌日、ゼムンが中立を宣言しました」

「……は？」

　ラズルカが帝国領となった今、独立する北中原諸国では名実とも最強の国家であるゼムンである。中立というならつまり、旧連合勢には与くみせず、帝国とも敵対しないということだ。

「なんでまた」

「可能性は二つあります。一つめ、やんわりと帝国に降る」

「あの唯ゆい我が独どく尊そんの強ごう欲よくジジイに限ってそれはない気がしますが」

「二つめ。ヴェロニカに侵しん攻こうを開始する」

　中立と言えばヴェロニカ商工同盟は、連合成立以後も一いつ貫かんして中立を保ち続けていた。

　中立国が中立国へ攻せめ込む。

　そちらの戦争には関かん与よしないから、こちらの戦争も放っておいてくれという理り屈くつは、一応成り立つ。抗こう議ぎ声明くらいは各国から出るだろうが、実質的に共和国は川向こうの火消しに余計な兵は出さないだろうし、帝国にもその余裕はないからだ。

　あったところで、帝国が防ぐべきは帝国以外の国家の台頭だ。統一したいのだから、帝国以外の国が今より大きな勢力になってもらうのはうまくない。与するのであればゼムンの侵攻を止める方向になるが、肝かん心じんのヴェロニカが帝国に借りを作るような真ま似ねはしないだろう。領内に帝国兵を駐ちゆう留りゆうさせることさえ忌き避ひするはずだ。

「自国防衛の義勇兵の名目で腕うで利ききを募つのっているらしいですから、まあ後者でしょう」

「……ったくあのジジイだけはほんとに……まためんどくさい真似を」

「ほんとにね。どうしてくれようかしら、中原領政務官大使殿どの」

　ほとほと困り果てた様子で、シャルロッテが頰ほお杖づえをつく。

「……」

「………」

「…………」

「……いや、姉上。僕は南中原領の政務官大使ですよ？」

　シャルロッテは紅茶をまた一口して、テラスから外の世界へと視線を馳はせた。

「中原に北も南もありません。知っていますか？　世界は一つ。中原も元はと言えば一つのものだったのです。ご覧なさい。この果てしなく続く広大な大地の、一体どこに境界線が引かれているというのですか」

「あんたの国が北と南にしたんでしょうがっ!?」

　両手でばんばんばんばん机を叩たたきながらマヒロは叫さけんだ。

「では大使殿、赤道に行けば海の上に赤い線があるとでも？」

「ありませんけどっ!!」

「リーゼル王子には、ゼムン王にそのような心算つもりがあることを〝風〟を使って伝えておきました。あなたの手紙を読んだパリスティエル王女も、リーゼル王子を追ってゼムンへと向かうことになるでしょう。さあ、聖魔杯復活へ向けてあと足りないのは？」

　なんとなく。

　マヒロは、彼女を中心に世界が回っているのではないかと錯さつ覚かくしそうになった。それはどちらかと言えば、頼たのもしさ以上に、恐おそろしさ、という言葉が当てはまりそうな心境であった。

　マヒロは肩かたをすくめて質問する。

「……むしろ、僕が行ってもいいのですか？」

「お父様には、軍部からの正式な要よう請せいとして話を通します。なんたって中立国ですもの。危険はないでしょう」

　ゆらりと確信的に笑うシャルロッテに、マヒロもつられ口の端はしを持ち上げた。

　有あり体ていに言って、シャルロッテの、この大だい胆たんさが好きなのだ。

「時期は？」

「リーゼル王子や、噂うわさを聞き付けた諸国がゼムン王の説得に行き詰づまってから。早くても一ヶ月後くらいになるでしょう」

「それはまた、飛んで火に入る気分ですね」

「楽しいでしょ？」

「ええ、最高に」

　自らの気分を笑えみで示したマヒロの言葉に、シャルロッテはなお悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。
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　行く人並みもとうに失うせた、夜半過ぎ。

　何もない暗がりから、街灯の明かりの下へと彼は現れた。

「珍めずらしく長い休きゆう暇かを申しん請せいしたかと思えば、どこへ行く」

　その問いかけに立ち止まった女は、最高級の宮仕えにしては地味な私服で、トランク片手。

「あなたこそ、こんな時間に一人で何を。宰さい相しよう」

「俺は散歩だ」

　笑わぬ目で、笑った唇くちびるに煙草たばこを咥くわえる。

「お前はどこへ行く、エーデルワイス」

「……」

「紋章集めは王子の役目だ。メイドのすることじゃない。暗殺者の仕事でもない」

「知った顔を捜さがすだけのことです。一週間もかかりません」

「動く必要はない、と言ったはずだ」

　キラはそこでマッチに火を点つけた。

　煙草に火が移る頃ころ、マッチの火は振ふるまでもなく夜風に消えた。

「そこをどいてください」

「お前が回れ右をして自分の部屋に帰ったらな」

　エーデルワイスはトランクを手放し、それが落ちるより早く手を振りかざした。

　そして五指に繰くられた神器が舞まうより早く、間合いを詰つめたキラがエーデルワイスの横面を拳こぶしで打ち据すえた。

　トランクが街路に落ちたのは、それからのこと。

　倒たおれたエーデルワイスが視線を上げるより早く、キラの靴くつ底ぞこがエーデルワイスの頭を踏ふみにじる。

「聖魔杯のチカラで大切なみんなを生き返らせる。そのためだけによくできた殺し屋の真似をして、よくできたメイドの真似もする。見ず知らずの国に十数年も潜せん伏ぷくし続け、ついには俺にまで牙きばを剝むく……完かん璧ぺきの仮面を被かぶった二重人格。まるで聖魔杯依い存ぞん症しようだな？」

「っ……」

「なんだ？　怒おこったか？　まだ感情なんてものが残っていたのか、冷血女」

　エーデルワイスが頭を上げようとしたタイミングでもう一度踏みつける。ごつりと重い、鈍にぶい音が石いし畳だたみに響ひびく。美しい黒くろ髪かみに、濃こい赤がじわりと滲にじみ始める。

「焦あせるなと言ってるんだ。ようやく全てのピースが出で揃そろった。近いうちに聖魔杯は蘇よみがえる。だからいま動く必要はない」

「わたくしは……」

「王子がルナス嬢じように向けてフェイクをかざしたとき、お前はどうだった」

「……」

[image: ]

「その冷たい目で、ただ冷静に成り行きを見守った。それができたお前が、どうして鍵かぎの一枚や二枚で熱くなる必要がある」

　地面に爪つめを立てるようだったエーデルワイスの手から、余計な力が消える。

「……伝説の聖遺物を目の前にして……信じられず……どうして良いか、わからなかっただけです……」

「聖魔杯は、最も強き想いを持つ者にそのチカラを与あたえる。誰だれよりも強い願いを持つ者を選び出す。そしてお前の想いは全てに勝る。お前が大切な全てを失ってから、これまでに何十年を費ついやしたかを思い出せ。いま動いてその全てをフイにする必要はない」

「……」

　キラは足をどけ、エーデルワイスの手を取り立ち上がらせた。エーデルワイスの目を、乱れた髪の隙すき間まから覗のぞくように言った。

「待てるな？」

「……はい……」

　歩き、落としたトランクを拾い上げると。

　エーデルワイスは、元来た道を宮きゆう殿でんのある方へと戻もどり始めた。何事もなかったかのように、静かな足取りで。

「…………待ってて……みんな……もうすぐ、また……会えるから………」

　幽ゆう鬼きのように、静かに呟つぶやきながら。

　軽く喉のどを鳴らし、キラは笑う。

　煙草の火をその場で踏みにじると、街灯の下から闇やみの中へと消え去った。







　あとがき




　拙せつ著ちよ、レイセンの方ではすでに書きましたがデビュー十周年です。正確には去年の秋に十周年を迎むかえたのですが、現時点でまだ十一周年には届いていないので未いまだに十周年期間中と呼べるのではないでしょうか。

　さて。「あとがきは２ページで」というメールが届きました。

　そう、今回２ページしかありません。たったの２ページです。これではさすがの私もスニーカー編集部の赤せき裸ら々らな内情を暴ばく露ろし白日の下に知らしめることが出来ません。実はこの場所があとがきとは名ばかりの報道である事実が、ついに編集部側に気付かれてしまったようです。デビュー十周年を迎え固定ファン層という絶大なるバックボーンを盾たてになお一層調子付き最近ではザ・スニーカーＷＥＢでも暴れ始めた林トモアキへの規制、ひいてはスニーカー編集部による弾だん圧あつが、ついに始まったのです……!!




　とか毎度のように書いている私が悪いんですけどね（今回、製本の関係から単純にページ数が足りないようです）。




　しかしながら真ま面じ目めな話、こんな私を懲こりもせず囲ってくださるスニーカー編集部には感謝しきりです。それはもちろん、この十年の節目に十巻という本書をお手に取ってくださった皆みな々みな様さまもでして、本当に嬉うれしい限りです。

　で、その記念というわけでもないのですが、先ほど触ふれたようにこのミスマルカの短編がザ・スニーカーＷＥＢの方で公開されています。こちらは文庫版と毛色が違ちがいまして、あのマヒロとシャルロッテが帝てい都との平和を守るため、権力の座に頼たよることなく愛と勇気と正義を武器に、敢かん然ぜんと悪に立ち向かう正統派ジュヴナイルアクションとなっております。

　もう読んだよ、という方。無料だしそのようにお友達に紹しよう介かいしてください。

　これから読むよ、という方。所しよ詮せんは私の書いたものであることをお忘れなきよう。




　急ぎ足となりましたが、長らくの応おう援えんありがとうございます！　節目なんてなんのその！　変わらず書き続けていく所存ですのでまた次巻、お会いできれば幸いです！




　二〇一二年　四月


林　トモアキ　　
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